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　恩おん讐しゆうは忘れじといえど

　忘れ得ぬ事が時に人の心を迷わせる

　怒りは忘れず　恨みも棄すて得ず

　されどその怒り誰が為に　その恨み何が為に

　それを欠いた恩讐は

　狂気の徒を生む

　それ即ち復讐鬼なり




　　　　　●




　峨々たる山々――その稜線の向こうに朝陽が顔を出しつつあった。

　朝焼けに滲にじんでいた暖かな朱色の光は、目を射る程の白い光となって江え羽ばの街に降り注ぎ始める。

　朝は、夜の闇の中に沈んでいた諸々を明るみの中にさらけ出す。好むと好まざるとに関わらず、闇は去り、曖昧さは失われ、目を逸そらしたいと思うことですらも、突き刺さる光がそれを許さない。

「……酷い在り様」

　江羽の街――藩主・福ふく嶋しま家別邸の庭。

　夜半に行われた機き関かん甲かつ冑ちゆうの戦闘の痕が、そこにははっきりと残っていた。

　庭と言っても、観賞目的の中庭と異なり、こちらは元々、軍勢を揃えて並べる為の広場である。かつて大量の武士や馬、そして機関甲冑によって踏み固められてきた地面に、今、新たな足跡が刻まれ、陥かん没ぼつ孔こうが幾つも穿うがたれていた。ただ歩くだけの場合と、戦う場合では、足に――その足裏に掛かる力もまた異なる。

　機関甲冑。

　身の丈、実に人間の三倍余り、導どう術じゆつと呼ばれる術理により駆動する鋼の巨人。

　その巨体が剣を振れば、大岩を割り、鋼鉄を断ち、家屋をすらも一撃で倒壊せしめる。

　かつて戦国時代に本格投入されたこの決戦兵器は、その後、この日本の覇権を握った豊とよ聡とみ秀ひで吉よしや、徳とく河がわ幕府によって、製造と所有を著しく禁じられることになった。乱世の花形はその威力故に、平定を済ませた平和な国家には必要ないと――むしろ治世を脅かす不安の種であると考えられたからである。

　故に、既に天下分け目の隻せきヶが原はらの合戦からも十数年、その後の、豊聡家滅亡の戦たる大阪の陣からでさえ数年……機関甲冑が実際に戦う場を見たことのある人間は、緩やかに減りつつある時代である。武士ならばともかく、単なる町人であるならば尚更だ。

　しかも――

「よりにもよって街中で権けん水すい弾だんとか使う……？」

　唸うなるような口調で言うのは――若い娘であった。

　何ど処こか斜に構えたような、少し崩した装いだが、その目鼻立ちや物腰には凜りん然ぜんとしたものがある。肩に掛けるようにして持参する刀の拵こしらえからしても、彼女が武士、それもそれなりに名門の出だということは分かるが――しかしそれでも、厳いかつさは皆無、大輪の花のような艶やかさこそが印象に残るその容姿から、彼女が徳河幕府の生ける軍神・天てん部ぶ衆しゆうの一人だと一見で見抜ける者は少なかろう。

　朽くちの葉は詩し織おりである。

　彼女は今――昨日、正体不明の機関甲冑に襲撃を受けた福嶋家別邸の周囲を見回り、状況を検分していた。

　彼女の言う『権水弾』とは機関甲冑の動力源たる一種の液体……権水を使った破壊兵器のことである。天地の気をその内に溜め込む性質のある権水は、条件さえ揃えば、その溜め込んだ力を解放する。そして機関甲冑はその力の放出を制御しながら――小出しに出来るように制御しながら、機体としての出力を調整するのが常だ。

　一方で権水弾とは、内部に充塡された権水の力を、一瞬にして全放出するように調整された兵器であり、着弾と同時に爆裂する。威力は勿論、権水とその内に溜め込まれた力の総量によるが……いずれにせよ、傍にあるものを一切合切その威力で破砕せしめるという意味では、無差別な大量破壊兵器そのものであった。

　戦国時代ですら、街中でこれを使うような愚を犯した例はほとんどない。

　獲得すべき土地と領民を焼き払っては、そもそも戦争をする意味さえないからだ。

「まあ、屋敷の方にほとんど被害がなかったのが、不幸中の幸いだけど」

　詩織は機関甲冑の乱戦の痕を見てから、庭の端へ向かった。

　そこでは――まさに機関甲冑がばらばらにされ、その周りに数名の男達が作業をしているのが見えた。彼等は作務衣姿で、手には工具を携えている。

　機き匠しよう――導術機関の整備職人達である。

　特に今、この庭で機関甲冑を解体しているのは、詩織の隊が連れてきた者達である。

　彼等の専門は元々、導術機関全般の整備調整であり――当然、機関甲冑の構造には精通している。昨夜の襲撃とは別に――それ以前、江羽の街に暴れ込んだ正体不明の機関甲冑について、彼等は分解し、何か分かることがないかと調査を進めていたのである。

　分解された機関甲冑のその向こうには、昨晩の戦闘で破壊された機関甲冑の残ざん骸がいも転がっている。あちらも続けて分解調査されるだろう。

「お疲れ様」

「御お嬢じよう――」

　声を掛けられて機匠達が顔を上げる。

　その中の一人が一同を代表して詩織の前にやってきた。

「何か分かったことはある？」

「はあ、これと言って何も……」

　申し訳なさそうに肩を竦すくめてその職人は言った。

「先に福嶋様の職人達があらかた調べた後ですんで、調べるところがあまり残っていなかった次第で」

「ああ……まあそうでしょうね」

「福嶋様の方から何かお教えいただけなかったんですかい？」

「結果はまとめてから教えると言われたわよ」

　溜息をついて、屋敷の方を見遣る詩織。

　この阿あ芸き藩を治める福嶋家は――特に現当主・福嶋正まさ憲のりは、最初から詩織達の、江羽の街への来訪を歓迎してはいなかった。

　当然ながら、屋敷が襲撃された際の検分も、『此こ処こは我が屋敷である』と調査を申し出た詩織達の提案を一蹴――一度は、彼女の手勢を追い出しに掛かった。詩織達がこの明け方に状況検分をしているのも、この為である。

　しかし……

「余程のことがなければ幕府に隠し立てすることはないでしょうけど、その余程のことが見つかったら、完全に出遅れてしまう。それだけは避けたいのだけれど……まったく、本当に縄張り意識が強いのには弱ったものよ」

　大阪の夏冬の陣以来、幕府に対する諸大名の疑ぎ心しん暗あん鬼きは確固たるものとして定着してしまった感がある。隙すきを見せれば潰される、そんな認識を地方の元戦国武将達は抱いたままなのだ。当然――幕命を帯びて地方に派遣されてくる天部衆など、警戒されこそすれ、歓迎はされまい。

「どこも同じでさぁな」

　詩織と共にあちらこちらに出向いた経験を持つ職人達は、揃って苦い笑みを浮かべた。

「とりあえず今分かるのは――この機関甲冑に宿っているはずの職しき神がみも一緒に壊れてますね。一体何があったのやら」

「…………」

　詩織は眉をひそめる。

　この機関甲冑の中に乗っていた機き士しは、正気を失っていた。

　そちらも福嶋家別邸の座敷牢に囚われているが、泡を噴いて叫び、暴れ、疲れれば気絶するかのように眠るばかりで――事情聴取などまるで出来る様子がない。あれはもう治るまい。落ち着くのを待っても、ましてや医者を呼んでも無駄だろう。

　だからこそ、詩織達は機関甲冑の方から、何か手掛かりが得られはしないかと考えたのだが……

　職神とは機関甲冑の制御中枢である。

　基本的に一品物の上級機関甲冑は、かつて生きていた人間の霊体を――要するに幽霊を機体に取とり憑つかせてこれを用いるが、量産品である中級機関甲冑は、雑霊や動物霊を核として合成・調整された霊体『付つく喪も神がみ』を職神として使う。

　良くも悪くもこれらはあくまで霊体であり、普通は『死ぬ』ことも『狂う』こともない。

　幽霊とは即ち、ありし日の残像に過ぎないからだ。そこから変化することはない。あるとすれば霊体を安定させている依より代しろそのものに変化が生じるか、さもなくば霊的な攻撃を受けた場合――例えばある種の導術攻撃――しかない。

　機関甲冑の『身体』を壊すことは出来ても、その『魂こん魄ぱく』を壊すのは至難の業わざだ。

　だが今回は先にそちらが壊されていたという。

　あるいは単に自ら元々壊れていたのか？

　いずれにせよ――普通の事態でないことは明らかである。

「それ以外で分かったことは？」

　疑問をとりあえず脇に置いて詩織は更に尋ねた。

「機関甲冑の脚部の隙間に、こんなものが」

　そう言って職人が懐ふところから何か小さなものを取り出す。

「……なに？」

「貝ですよ。まだ生きてまさ」

　それは、小さな二枚貝だった。

　勿論、機関甲冑の中に、生きた貝を積み込んだり組み込んだりする理由はない。

「……つまり？」

「魚屋に突っ込んだんでもなけりゃ、多分……こいつは浅瀬の海を渡ってきてるってことでさ。その際に巻き上げた砂やら泥と一緒に、装甲の隙間に入り込んだんでしょうな」

　職人は掌てのひらの上でその二枚貝を転がしながら言った。

「あと、手足に赤土が付着しておりやす」

「赤土……？」

「土地の者に話を聞いたんですがね、このあたりで赤土がとれるのは、海岸の沖にある小さな離島だけらしいんで。もちろん、もっとずっと遠くからやってきてそこで付着したという可能性もあるわけですが……」

　その場合は、貝は乾ひ涸からびて死んでいるだろう。

　赤土と貝は別の場所で機関甲冑に付着したのか。

　それとも同じ場所なのか――

「確かに絶対とは言えないけれど、調べてみる価値はありそうね」

　詩織は頷うなずいた。

「あと、この機関甲冑に乗ってた機士ですがね」

「まともに話が出来る状態ではないそうよ」

「ああ、いえ、あっしが話をしようって訳じゃなくて――」

　職人は屋敷ではなく、その反対側――江羽の街の方を見遣って言った。

「ちょいと小耳に挟んだことがありましてね」

「何かの噂うわさ？」

「お武家様同士だと難しいのかもしれませんが、職人同士だと縄張り意識も多少は薄まるもんで……ちょいと休憩がてら街に出た時に、地元の職人と世間話をしていたんで」

　頰ほおを掻かきながらその機匠は言った。

　天部隊専属の機匠といっても、部隊の移動に随行する為、整備調整に必要な資材を全て持参する訳ではない。場合によっては現地で調達した方が早いものもあるので、それらを確保する為に職人達が街に出て、現地の職人に繋ぎを取るのは、別に珍しいことでもない。

「どうやらその機士というのは、数日前にこの福嶋様のお屋敷に仕官させて欲しいと訪ねてきた浪人者だったらしいんでさ」

「仕官？」

　詩織は首を傾げて呟いた。

「……ということは、数日前までは、まともに話が出来る状態だった？」

「へぇ」

　頷く職人。

「地元の職人の話じゃ――その後、浪人者達を福嶋様が召し抱えた様子もなかったんで、仕官は断られたんだろうってことですが。ただ、少なくとも『仕官を求めて藩主の屋敷を訪ねる』程度の正気は、その時には持ち合わせていたってことで」

「……なるほど」

　詩織は薄くその唇に笑みを浮かべて頷いた。

「さっきの話と合わせて考えると、無視は出来ない話ね、それは。ありがとう。よく教えてくれたわ」

「へぇ、勿体ない御言葉で」

　詩織に礼を言われて、その職人は深々と頭を下げた。




　　　　　●




　まるで影で出来ているかのような闇色と――わずかながらの血の色と。

　不吉な彩りの巨大な鎧武者……機関甲冑が一体、地に膝をついた状態で静止していた。

　元々機関甲冑は厳ついものだが、この機体は、その彩りに反して非常に美しい……威圧感よりも均整のとれたその姿からまず感じるのは、ある種の仏像や神像を見た時のような、畏い怖ふであろう。こうして膝をついているその姿も、実に……そういう形の彫像か何かであるかのように、見栄えがする。












　しかも……昨晩、戦闘をこなしたとは思えない程に、その外装に疵きず痕あとは皆無であった。

　元々強力な導術結界を展開する上級機関甲冑は、単に実体として頑強なだけではなく、導術によっても護られる。敵の斬撃は勿論、破片も、火炎も、衝撃も、導術の結界が逸らしてそもそも触れさせない。

　だがそれでも。

　格下だったとはいえ、相手もまた機関甲冑である。機関甲冑は、導術結界を攻撃に使うことで、相手の――同じ機関甲冑の防御を打ち破ることもまた可能なのだ。場合によっては、一撃で腰より上と下に両断される、などということもあり得る。

　むしろこの黒い機関甲冑が完全に無傷、というのは異様な結果とも言えた。

　だが――

「…………」

　その機士は、それを誇る様子もない。

　むしろ不機嫌そうに眉を顰めたまま、機関甲冑の足に背中を預けて座っている。

　顔立ちそのものは、よく整った――若者の顔だ。

　いっそ秀麗と評する者もいるだろう。

　だが人が、他人の面相から受ける印象というものは、顔の作りが半分、その浮かべる表情が半分だ。双そう眸ぼうに何処か険のある光を宿し、眉間に縦皺を刻んだその顔――常に怨敵を睨み据えているかのような、剣けん呑のんな表情が、その機士の印象をひどく厳めしいものに見せていた。臆病な者なら、まず近づきもすまい。

「…………」

　枯葉色の――黒髪と呼ぶにはやや明るめの色の前髪の間から、暗色の鉢巻きが見えている。武士には珍しくない装いだが、この機士に限って言えば、それは頭を護る、あるいは気を引き締めるという以上に――その額にあるものを隠す為のものであるのだろう。

　鬼おに。そう呼ばれる異能の徒。

　彼等は額にある『角つの』を用いて導術を使うという。普通の人間にも導術使いはいるが、鬼の使う導術は、彼等のそれよりも速く強い。元々『親』という因果の因を持たず、虚こ空くうに滲み出るようにして生まれるという鬼は、事象の因果が乱れた場をその身に纏まとっており、彼等の周りではより、導術は使い易くなるといわれていた。

　この鬼の若武者の名は、暁あか月つき、という。

　機関甲冑〈紅こう月げつ〉の機士である。

「…………」

　暁月は昨晩の戦闘以来――一言も発してはいない。

　憤ふん怒ぬか。悔かい恨こんか。あるいはもっと別の感情か。

　もしくは、鬼に人並みな感情を当てはめて語ることが間違いか。

（こいつも得体が知れないのは同じだ）

　見張りを命じられた滝たき織おり兵ひよう衛えは、傍で腕を組みながら暁月を見下ろしていた。

　兵衛は詩織の副官であり、上級機関甲冑の機士であり――更には導術剣法の使い手でもある。もし暁月が暴れ始めれば、一対一でこれを止める力を持っているのは、兵衛か、詩織くらいのものである。

　昨晩の襲撃の後、詩織の天部隊を含め、福嶋家別邸は、張り詰めた空気に満ちており――誰もが事後の片付けや、現場の検分に忙殺されている。ここは兵衛一人が暁月を見張るのが一番、理に適かなってはいた。

　とはいえ――

（あの襲撃してきた連中とは戦っていた以上、仲間という訳でもあるまい。とはいえ、そもそも、あの連中は何が目的だ？　この暁月の女を奪っていったことを思えば、やはり無関係ではないのだろうが――）

　陽炎かぎろい沙さ霧ぎり。

　あの長い黒髪の、何処か気け怠だるげな雰囲気の娘を脳のう裏りに思い描く兵衛。

　美しいが、表情にも仕草にも生気が乏しい娘だった。

　江羽の港の沖合で、正体不明の機関甲冑と暁月が戦っている際、連れていた訳だが――兵衛が見た限りでは、暁月の言うような男女の仲という雰囲気ではなかった。暁月は単に無愛想なだけとしても、沙霧の方でも、暁月に対して何か距離を置いて接していたようにも思える。

　もっとも沙霧の場合は――護ご法ほう獣じゆう憑きであることを思えば、それも当然なのかもしれないが。半自律型導術たる護法獣は、本人の意思とは関係なく、護衛対象を護る。護法獣憑きに迂う闊かつな真似をすると、あの、霊力の獣に喉笛を食いちぎられることになるのだ。

　沙霧は、己の護法獣がどんなものかを知っているようだった。

　ということは――かつて自分に何らかの不ふ埒らちを働いた相手が、護法獣の犠牲になる様を見たことがあるのかもしれない。

　いずれにせよ……

（鬼、しかも機関将持ちとなると、放置はしておけん）

　やはり沙霧よりも問題は暁月だ。

　こちらの方が、徳河の治世に対する脅威、という意味では大きい。

　豊聡の滅亡以降、徳河幕府の出した廃機令で、新規の機関甲冑の製造は勿論、所有も著しい制限を受けることになった。個人で――しかも鬼となると、もってのほかだ。

　いずれ暁月は、しかるべき役職の者に沙さ汰たを下されることになるだろう。

　だが――今は手が足りない。

　そんなことを兵衛が考えていると……

「――ん？」

「……！　…………！」

　何やら声が聞こえてきた。

　言い争うという程に激しいものではないが……

「しかしそれは……」

　振り返って見れば、詩織と、そして福嶋家の家臣らしき男が話をしている姿が見えた。

「江羽の町の沖にある小さな島と、今回の神隠し騒ぎが関係している可能性が出てきました。調査の許可をもらいたい」

　詩織はそう言って、屋敷の中に入ろうとしているようだが、どうやら福嶋家の家臣がこれを押しとどめているらしい。

　この地においては決して歓迎されない余所者といえど、相手は幕府の『生ける軍神』こと天部衆の一人。その要請を無む下げに断る訳にはいかないのだろう。家臣には明らかに狼狽の表情が見て取れる。

「正憲公にお取り次ぎを――」

「お、お待ち下さい！」

　家臣は悲鳴じみた声を上げて言った。

「離島については当方でも明日にも調査する予定です。万が一にも賊が紛れ込んでいれば取り逃がす恐れがあります。つきましては、しばしお待ちを……！」

　どうやら話は『離島』の調査についてのものらしいが。

「離島……？」

　兵衛は首を傾げる。

　今まで話に出てこなかった言葉だが。昨日の現場の検分か……さもなくば、昼間、壊れて江羽の街に暴れ込んだあの機関甲冑を分解調査していて、何か新しい事実でも出てきたのだろうか。

「…………」

　どうやら暁月もその言葉は気になったらしい。

　俯き加減に座り込んでいた彼が、顔を上げるのが見えた。

　そして――
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　暁月は詩織達の声を聞いて――ふと眉を顰めた。

「――もっと早くに気付くべきだったか」

　ふわりと蛍火が暁月の傍らに舞う。

　それは緩やかな弧を描いて空中を巡り――やがてその軌道の内側に、滲み出るようにして一人の若い娘が姿を現していた。

「暁月様？」

　娘は小さく首を傾げて暁月の顔を覗き込んでくる。

　どうやら彼の独り言を聞いていたらしい。

　この娘が人間でないことは一目瞭然……その姿は何処か透き通り、その両足は地を踏むことなく宙に浮いたままであった。初めて見た人間は腰を抜かすが、それも当然――これは幽霊の一種である。

　職神だ。

　前述の通り――中級と呼ばれる平均的な造りの量産型機関甲冑は、動物霊や雑霊を寄り集めた『付喪神』を用いるが、上級機関甲冑――俗に機関将と呼ばれる機体は、人柱を基にして作られる。

　その姿は生前のそれを写し、導術結界を用いれば物に触れることさえできるが、しかし、それは幽霊であるが故に、所詮はありし日の残像に過ぎない。『いる』のではなくただそこに『ある』――それが職神であり、幽霊という存在だった。

〈紅月〉の職神は、御み杖つえ代しろ琴こと音ねという。

　後頭部で括られた長い髪を、まるで水底にあるかのようにゆらゆらと揺らしながら、静かに待つ琴音。しかし暁月の方からの返事はなく――彼はそもそも彼女に構う様子も見せず、ただ、唸るような声で呟つぶやいた。

「そもそも彼女はどうしてあの船に乗っていた？」

「……え？」

「客船じゃない。荷役船だ。そして九つ十く九も衆しゆうが随行していた」

　彼女に説くというより、自らの中の記憶を整理するかのように暁月は続ける。

　ここで彼が言う『彼女』とは、先の襲撃で連れ去られた陽炎沙霧のことであり、船とは、最初に暁月が襲撃し、沙霧の乗っていた荷役船のことであろう。

　その船には暁月の怨敵である九十九衆も乗っていた。

　九十九衆――も？

　乗っていたのは九十九衆だけか？

「九十九衆は、俺と戦う際に、平気であの船を沈めたが――そもそも何を運んでいた？」

「…………」

　琴音は黙って暁月の独り言を聞いている。

　職神の領分はあくまで機体制御だ。推論はその範はん疇ちゆうにない。

「九十九衆は傭兵であり乱らつ破ぱだ。自分から荷を買い付けたりしない」

　暁月は――まるでそこに九十九衆がいるとでもいうかのように、すぐ前の虚空へ、射貫くような視線を向けながら続けた。

「それにあの沙霧の護法獣。導術回路。あんなものを彫れるのは熟練の術師だけ――まず町民や下級武士程度の子女に施されるものじゃない」

「……つまり？」

　琴音が促してくる。

　暁月は、彼女の方に一いち瞥べつを投げると――再び虚空を睨んで言った。

「九十九衆は、大名かそれに準じる権勢を持った、あるいは持っていた人物の子女、つまり『重要人物』を運んでた。荷と一緒に。それがただの荷物か？」

　九十九衆は、陰謀策謀を本領とする乱破の如き集団だ。

　表舞台に立つことは滅多にないが、しかし、常に彼等はこの日の本の何処かで蠢うごめき続けている。彼等が運ぶものはつまり、そうした陰謀策謀の為の道具だ。

　麻薬。武器。奴隷。黄金。あるいは――

「いや。単なる荷物であるはずがない」

　どうして気づかなかったのか。

　そう言いたげに――暁月の表情には悔しさの色が滲んでいる。

「たとえ中身が米であっても、それは軍事物資だ。軍事物資なら、荷は非常時に投棄される可能性も考慮される。ならば、最初から密閉して投棄しても痛まないように――くそ、本当に馬鹿か、俺は」

　暁月の拳こぶしが苛いら立だたしげに〈紅月〉の脚部装甲を叩く。

「暁月様……」

「…………」

　暁月は唇を嚙んだ。

　九十九衆は仇かたきだった。

　彼等に復讐する為だけに、この数年間暁月は生きてきた。

　そもそも記憶を持たずにこの地に生まれた彼は、他に生きる目的などなかった。辛うじて手に入れたと思ったそれは、しかし、あの日、炎の中に消えた。

　御杖代琴音。

　彼女は死んだ。

　今――暁月の傍にいるのは、ただの形けい骸がいだ。

　彼女の仇を討つ。それだけにしか暁月は興味がない。なかった。

　だから復讐の念に凝り固まり、九十九衆を討つことだけに拘こう泥でいし――陽炎沙霧、彼女自身の事情にはろくに興味を持っていなかった。あくまで彼女を手元に置いていたのは、九十九衆に何らかの形で繋がっていると考えたからだ。

　しかし……

「…………」

　不意に――暁月は立ち上がった。

　視界の端で、天部衆の副官……滝織兵衛が身構えるのが見える。

「おい――」

「ついてきてくれ」

　声を掛けてきた兵衛の方を向いて、暁月はそう言った。

「なに？」

　唐突な要請に、兵衛が困惑の表情を見せる。

　だが暁月は構わず続けた。

「あんたがいた方が何かと話が通り易いだろう」

「何の話だ？」

　そう問うてから、改めて暁月の言葉の意味を理解したのだろう、怪け訝げんそうに兵衛は眉を顰めた。

「ついてこい？　何処へだ？」

「あんたのところのお嬢さんの、手伝いをしようって話だ」

　そう言って暁月は――尚も福嶋家の家臣と押し問答をしている詩織の方を、顎あごでしゃくって見せた。
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　目覚めは……いつも通り、決して心地良いものではなかった。

　むしろ、このまま永遠に眼が覚めねば良いものを、と眠りに落ちる前にしばしば思うが――それも自我まで溶けて闇に流れるかのような、深い深い眠りであればだ。

　彼女にとって夢とは悪夢でしかなく……もし目覚めぬ眠りが永劫の悪夢に囚われることを意味するならば、それはまさしく無む間げん地じ獄ごくに等しい。

「……う」

　だが今回は身体の痛みをも伴う分……尚更に普段よりも不快だった。

　陽炎沙霧は目を瞬かせる。

　瞼まぶたを開くと、まず目に飛び込んできたのは、何処かの天井である。いかにも急拵えといった雰囲気で、板の形こそ揃えてあるものの、木目や何やらはてんでばらばら、中には雨漏りなのか何なのか――湿気で変色している部分もあった。

「……ここは」

　身を起こすと、そこは納屋のような造りの部屋の中だった。

　窓はなく、木戸が一枚、右奥の方にあるのが見える。

　沙霧が寝かされていたのは布団の上だが、その下に畳はなく、板張りの上にただそれが敷かれているだけだ。襖や障子の類も見当たらず、簞たん笥すもない。ただ、部屋の中を闇に閉ざさぬようにとの配慮か、隅の方に一つ行あん燈どんが置かれているだけである。

　そして――

「姫、よくぞ、御無事で」

　唐突にそんな言葉が投げ掛けられた。

「――！」

　行燈の向こう側にいたからか。

　当初――沙霧はその人物の存在に気付かなかった。

　淡い光のその向こう、壁際に凝る薄闇の中から、ゆっくりと一人の男が姿を現し、沙霧の前で片膝をついた。

　中年……いや壮年の男である。

　神経質そうな細面だが、それよりも何よりも、まずこの男と相対した人間は、その貌かおを斜めに横切る凄惨な傷に目を奪われるであろう。どうやってついた傷かは沙霧には分からないが、これでよく生きているものだと思わずにはいられないくらい……それは、深々と男の顔に刻まれていた。

「私めのことは――どうか治じ部ぶの少輔しようとお呼びください」

「…………」

　沙霧は、男の名に思い至るのに、ほんの僅わずかだが時を要した。

　そもそも会ったことのない男である。だがその人相は何度か絵で見せられていたし、父や母がその名を口にすることも度々あった。

「……いしだ、みつなり……？」

　石いし田だ光みつ成なり――従五位下治部少輔。

　豊聡家の重臣であり、隻ヶ原の戦いにおいては、西軍を率いて戦った人物である。

　だがその際に彼は敗走し、その後は行方知れずになっていた。落ち武者狩りにあって死んだ、とは言われていたが……どうやら生きていたらしい。

「おお……」

　光成は笑った。

　少なくともその顔は笑みの形を作っていた。

　ただし其処には、傷が、まるで亀裂のように食い込んでおり――何より、炯々と光るその両眼が、全く笑っていなかった。

「御存知であられますか。光栄の極みにございまする」

「し……死んだと……ばかり……」

　喘ぐように言う沙霧。

　隻ヶ原で、何より、あの大阪の夏と冬の陣で、豊聡に与する大名達は死に絶えたのだと沙霧は思っていた。少なくともそう教えられて彼女は育ったし、徳河支配の世は、それを何よりもはっきりと裏打ちして見せた。

　しかし――

「こうして、生き恥をさらしておりまする」

　深々と頭を下げる光成。

　どうやら沙霧に対して直接的な害意は持ち合わせていないようだ。

　だが――

「我と、生き残ったわずかな家臣。それに加え、あの隻ヶ原の合戦に生き残って散り散りになっていた豊聡家忠臣が、こうして集まり、憎き徳河の世を転覆させるべく、屈辱に堪え忍び、こうして機をうかがっておりました」

「…………」

　沙霧は、思わず口から漏れそうになる悲鳴を押さえ込んだ。

　この男は――頭がおかしい。

　諦めていないのだ。

　豊聡の世を再興させることができると考えているのだ。それが無理でも憎い徳河幕府に一矢報いることができると本気で考えている。今の世の情勢をまるで分かっていない。それは蟻ありの一匹が、猛獣に挑むのに等しい。

　既に天下は徳河のものだ。

　戦国時代の生き残りが百や二百集まったところで、どうにもならない。

　少なくとも沙霧にはそう思えた。

　しかし……

「我々には大おお殿とのの『遺産』がありますれば」

「『遺産』……？」

　それは、豊聡家が滅亡前に何処かに隠いん匿とくした金銀財宝か何かか。

　石田光成が『大殿』と呼ぶのは、沙霧の祖父、即ち豊聡秀吉のことであろう。

　征夷大将軍にこそなれなかったが、栄耀栄華を誇った関白秀吉、その遺産となれば尋常のものでないということは誰でも想像がつく。しかし、金目のものはそれこそ、徳河幕府に差し押さえられているであろうし、何より、そんなものがあったのならば、大阪の夏冬の陣の結果は変わっていたはずだ。

　確かに金は直接的で分かり易い力だが――今の世の中では、迂闊に大量の金銭を動かせば、それだけで徳河に目を付けられる。軍資金の類ではないかと疑われる為だ。

　いずれにせよ……

「…………」

　光成は曖あい昧まいな笑顔を浮かべたまま答えない。

　沙霧にも――豊聡直系最後の姫にも言えぬということか。

　あるいは……

「ここは江羽の近くでありましょう？」

　黙ってこの男と向かい合っていることそのものが恐怖であり苦痛だ。

　少しでも話題を変えようと、己の中の怯おびえを隠して沙霧は問うていた。

　阿芸藩の港街――漁港にして交易港でもある街、江羽。

　彼女は攫さらわれる直前までそこにいた。

　どれくらい、気を失っていたかは分からないが、空腹の具合などから察するに二日三日も経っていないのは明らかである。勿論、短い時間でも、機関甲冑や早馬を使えば随分と移動出来る。特に機関甲冑は、導術結界を調整すれば、水上すら走れる。沙霧が気を失っている間に他の藩に連れ出されたという可能性も、勿論あるが――

「福嶋の目が光る中、よく見つかりもせず……」

　江羽の街を含め、福嶋家の治める阿芸藩は、既に徳河幕府に恭順を示している。

　かつては豊聡政権下、石田光成、増ます田だ永なが盛もりらと肩を並べるようにしてこれを支えてきた武将の一人だが――大阪夏冬の陣に加わることすら拒んだ福嶋正憲が、まさか、今更豊聡の重臣だった自分を思い出し、幕府に反旗を翻ひるがえすとも思えない。

「それもこれも」

　にぃ――と口を裂け目のように左右に広げて光成は言った。

「九十九衆のおかげでござります」

「九十九衆……？」

　その言葉で沙霧が思い出すのは、あの鬼の若者のことだ。

　暁月。

　彼は――今、どうしているだろうか。

　決して優しくされた訳でも、殿方として目を見張るような魅力を感じた訳でもないのだが、沙霧は無性に彼のことが気になった。

　あるいはそれは、彼が――沙霧を良くも悪くも特別扱いしなかったからかもしれない。

　亡き豊聡の姫でもなく。護法獣憑きの厄介な女でもなく。良くも悪くも、怯えも蔑さげすみもせず、ただの娘として――彼は沙霧に相対し、これを取り扱っていた。

　九十九衆とは……その暁月が、何度となく口にしていた言葉だ。

　彼は、どうもこれを追っていたらしいが――

「は、この国の裏で生きる傭兵集団。乱を求め、闇の中で暗躍する者達です」

　と光成は言った。

「彼らが、我らをこの地へと導き、豊聡の忠臣を集め、そして福嶋内部にもつながりを作り、我らをかくまってくれたのです」

「…………」

　光成の言葉が確かなら、その九十九衆とやらは――彼等もまた、頭がおかしいとしか思えなかった。

　徳河の造りあげたこの太平の世は盤石だ。

　政にも戦にも疎い沙霧が見てすらそれと分かる程に、もう徳河支配の体制は、どうしようもないくらいにがっちりとこの国に根を下ろし、全てを支えている。

　今更この国に乱を引き起こして何の意味があるのか。

「……徳河を転覆させるなど……出来ようはずも……ありません」

　絞り出すかのように、沙霧はそう言った。

　しかし光成は何処か虚うつろな笑顔を浮かべたまま、首を振った。

「出来る出来ないではありません。やるべきことをやるだけです」

「私は……！」

　発作的に悲鳴じみた声が漏れる。

　駄目だ。この男には何を言っても無駄だ。

　目を見ていれば、それだけははっきりと分かった。

「私は、もう豊聡とは何の関係もない……！」

「――は？」

　光成は笑顔のまま何処か間の抜けた声を漏らした。

「姫様。今なんと？」

「私は、もう、豊聡の姫なんかじゃありません！　私は、私はただの……」

「――は？」

　光成はやはり笑顔のまま繰り返す。

　眼は――やはり笑わないままで。

「私は豊聡とはもう何の関係も――」

「は？　ああ。なるほど。そう欺あざむくことで、徳河の奴等の追及を逃れてこられたのですな。それはさぞかし大変なことでありましょう。だがご安心ください。我等が徳河の奴等を皆殺しに致します故」

「…………」

　沙霧は言葉に詰まった。

　全く話が嚙み合わない。

　最初から結論があって――そこに辿り着けなくなるような言葉は、幾重にも曲解して受け入れる。そういう考え方が光成の中では出来ているらしかった。

「嫌です、私はもう、本当に、豊聡とは――」

「そうは参りません！」

　突然――まるで人が変わったかのように、表情に狂気を漲みなぎらせ、怒鳴るように光成は言った。

　びくりと身を震わせる沙霧に詰め寄りながら、光成は更に叫ぶかのような声で続けた。

「そのような勝手がまかり通るとお思いか、姫様！」

「私――」

　言葉が続かない。

　沙霧は光成の抱える狂気に、その根深さに、ただひたすら圧倒されていた。

「ご案じめさるな――ここより我らが行動を起こせば、日の本中に散らばった同士達が一斉に蜂起することでしょう！」

　虚空を見据えて、まるでそこに幕政を転覆させ得る大軍勢でも見えているかのように、光成は叫んだ。

　人間の恩讐とはここまでのものか。ここまで損得や道理を人間から忘れ果てさせるものなのか。大軍を率いたこともある武将が、全く、時勢を見定めることすら出来ないまま、執拗に復讐だけを口にする。

「大阪夏の陣を知らないのですか!?」

　沙霧のその一言に――光成はふと笑顔を消して、彼女に視線を戻した。

「そう。それでございます」

「……え？」

「我等はこの地に潜んでおった故、ことの次第を知ったのは全てが終わってからでございました。同様に、豊聡に報恩の志はあっても、大阪夏の陣にはせ参じること敵わなかった者も多くおりましょう」

「…………」

　沙霧は喘あえいだ。

　駄目だ。やはり最初から結論があって――そこに至る以外の論は一切認めないということであるらしい。明らかに普通の人間の考え方ではなかった。仏教であれ神道であれ耶蘇キリスト教であれ、狂信の徒とは、きっとこういう考え方をしているのだろう。

「されど」

　小さく首を振って光成は続ける。

「隻ヶ原の戦いにて痛感いたしました、軍を率いるには、やはり血統正しきお方を頭に押し頂く必要があると」

　それもまた、ひどく今更な話だった。

　既に嫡ちやく男なんたる拾ひろい丸まる――豊聡秀ひで頼よりも死に、その息子たる国くに松まつも死に、秀吉の直系血筋の男子は絶えて久しい。

　いや、男子に限らねば良いというのならば、たった一人、残っている者がいる。

　秀頼の側室の娘――即ち。

「私には豊聡の旗はた頭がしらは務まりませぬ」

　光成はその狂気を湛えた瞳で沙霧を見据えて言った。

「しかしあなた様であれば、豊聡家の血を引く正統な後継者である姫様ならば！」

「私は、豊聡とは――」

　繰り返す沙霧の言葉を、しかし光成はもうまともに聞いてはいない。

　いや。最初からこの男は、まともなどではなかった。

「最後に残った大殿様の御血筋、唯一生き残ったあなた様が立たずして、誰が立ち上がると仰るのか！　秀頼様をはじめ無念の内にお亡くなりになった豊聡の御方々と、これに連なる幾十もの名家の無念が、姫様の双肩にかかっておるのですぞ！」

「む……無理です……！」

　喘ぐような沙霧の言葉に、更に光成の叫びが覆い被さる。

「無理ではござらん！　我らには、豊聡の守護甲冑である〈天てん帝てい〉があります故！」

　光成は頭上を見上げ、更には両手を広げ、空をも摑み取ろうとするかのようにこれを高く掲げて見せた。

「て……〈天帝〉……？」

「左様！」

　光成は視線をまた沙霧に戻して続ける。

「これに九十九衆がもたらした技術を加え、今や〈冥めい皇おう〉と名を変えた大型機関甲冑！」

　得意絶頂、といった面持ちで光成は言う。

　機関甲冑。

　戦国の世の求めと、導術の進化と、製鉄の技とが合わさり生み出された、巨大な異形の兵器。人の形を模しながらも、その威力は人の数十、いや数百倍――千の軍勢に対し、たった数機の投入で逆転された戦もあったとされる、まさに一騎当千の鎧武者。

　だが……

「これさえあれば、徳河など恐るるに足らず！」

「そんなもの――」

　自分には関係がない。

　それを使って徳河幕府に楯突きたいというのならば、勝手にすればいい。自分を巻き込まずに。自分はただの無力な娘だ。それ以上でもそれ以下でもない。

　そう言おうとした沙霧だが……

「しかし〈天帝〉は元より豊聡家の機関甲冑、大殿の御血筋でなければ真の力を発揮できぬよう、いくつかの仕掛けが施されておりまする」

「……！」

「それ故、姫様には是が非でも〈冥皇〉に乗り込んでいただきたく！」

　文字通りに有無を言わせぬ口調の強さで光成はそう言ってきた。

　明らかに常軌を逸した男を相手に、それでも沙霧が口答えできたのは――それだけ彼女自身の中に根ざした絶望と倦けん怠たいが強いものだったからだろう。

「私は……機関甲冑など操れません……！」

　そう言う沙霧。

　職神を媒介することにより機士――機関甲冑の乗り手は、機体と直接に繋がれる。理屈の上では機士が右腕を動かそうと思えば、機関甲冑も右腕を動かすのだ。だから細かな操縦技術は必要ないように、一見、思える。

　しかし、例えば『ただ馬に跨またがっているだけ』のように見える馬術にも、その心得のない者には想像もつかない奥深さがあるのと同様――機関甲冑の操縦にも、それなりの習熟が必要になる。自分の身体が三倍に拡大された感覚や、手足の重量配分の違いから、機関甲冑の操縦になれていない者は、三歩歩くだけでも転んでしまうという。

　だが――

「姫様にはただ乗っていていただけるだけで結構！」

　呵か々かと笑いながら光成は言った。

「あとは勝手に周りが自滅していきますれば！」

「え……!?」

　意味が分からない。

　操る必要がない？　勝手に周りが――自滅？

　それは一体、どんな機関甲冑なのか。

　戸惑う沙霧。

　だが――

「はは、はははは！　はははははははは！」

「…………」

　哄こう笑しようと共に明らかな狂気を漲らせる戦国武将を前に――それ以上問い質す気力を、彼女は持ち合わせてはいなかった。
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「お待ちください！」

「そのような無体をなされては――」

　止めに掛かる若い阿あ芸き藩の藩士達。

　彼等を強引に押しのけて――詩し織おりは福ふく嶋しま邸の中に足を踏み入れた。

　これは本来なら、非常にまずい行為だ。

　武士が相手の許しもなく他の武士の屋敷に押し入るのは、いわば『城』に攻め入るのと同義である。場合によっては斬り付けられても文句は言えない乱暴狼ろう藉ぜきと言えた。だが、勇名轟く天てん部ぶ衆しゆうを相手に、主君の邸宅で立ち回りをしようなどという剛の者も、さすがにいないようだった。

「お待ちください――」

　三名ばかり、福嶋家の家臣達が後を追ってくるが、詩織はこれを無視。

　ここで刀を抜いて斬り付けるなり、詩織を取り押さえるなりが出来るようなら、それはそれで見所があるが、彼等はただ、口で詩織に抗議と制止の言葉を投げ掛けるだけだ。

（……武士が聞いて呆あきれる）

　密かにそんなことを考える詩織。

　彼女自身は隻せきヶが原はらの合戦以後の生まれである訳だが、兵ひよう衛えが『最近は随分と弱腰の武士が増えた』と嘆いていたのを覚えている。命のやりとりをした経験もないまま、世襲で親の後を継ぐ武士が増えてきているのだ。

　太平の世は悪いことではないのだろう。

　だがそうした世界では、武士は、武士たることすらままならないのかもしれない。彼等の存在理由を示すべき合戦の場は既に、この世に、ない。あるいはこのまま徳とく河がわの治世が二百年、三百年と続けば、日本という国から武士は――少なくともそう呼ばれていた層は、消え去るかもしれない。

　ともあれ――

「…………」

　おおよそこの辺り、と見当をつけた屋敷の奥に向かうと――とある座敷の手前で声を張り上げた。

「朽くちの葉はです。失礼いたします！」

　返事も待たずに障子を開ける詩織。

　中には――さすがに驚いた様子で、こちらを見ている正まさ憲のりと、そして福嶋家の家老の姿があった。

　正憲の眼が瞬間的に険を帯びる。

　元より戦国武将には粗暴かつ短気な言動の者が多いが、福嶋正憲はまさにその典型と言える。静しずヶが岳たけ七本槍の一人としてその武勇で知られる男は、獣が唸うなるかのような声で詩織に向けて言った。

「無礼なッ！　天部衆とは狼藉者の名か!?」

「朽葉殿――一体何を」

　主よりは多少落ち着いた口調で問うのは、家老の方である。

　名は、確か長なが尾お和かず勝かつといったか。既に髪も髭も白く、顔には多数の皺が刻まれている老武士である。年齢からすれば、それなりに戦場をくぐり抜けてきたはずだが、一見した限りでは好こう々こう爺やといった雰囲気で、正憲とは対照的だ。

「無礼は先刻承知」

　詩織は片膝をついて、腰を浮かした正憲と和勝に視線を合わせた。

「福嶋様――離島の調査はどうなっておりますか？」

「離島？」

「全く準備をされておらぬ様子。離島の調査をなさらないのは、何か故あってのことで？　それとも昨晩の襲撃の後始末に追われてその余裕がないと？」

「――何を言っておる？」

　正憲が眉を顰める。

　言葉通り詩織が何の話をしているのか、分からない、といった風情である。

　まさかこの期に及んで知らぬ存ぜぬを決め込んで、詩織の追及をかわせると考える程に、福嶋正憲も愚かではなかろう。

　ということは――

「江え羽ばの街の沖合にある離島の一つを、調査したいと申し上げました。許可をいただく為に――今朝。お聞きになっておられませんか？」

「何と不ぶ躾しつけな……お控えなされ！」

　さすがに腹に据えかねたのか、和勝が声を荒げて言った。

　しかし――

「……爺」

　表情に僅わずかな戸惑いを滲にじませて、正憲は和勝の方を見る。

「何か聞いておるか？」

「は、今朝――突然、離島を調査したいと、確かに」

　和勝は頷うなずいてから、しかし顔をしかめて言った。

「されど妄言に付き合いきれませぬ。殿にはお伝えしておりませんでした」

「――妄言？」

　いきなりそう決めつけられては詩織としても不快に思わざるを得ない。

　だが――和勝はより自分の方が不快だと言わんばかりに、口調を荒げて言った。

「朽葉殿はご存じなかろうが、あの離島は、周りの魚影が濃く、地元住民から――特に漁師達から神聖な島としてあがめられておる。よそ者が土足で踏み荒らすことなど許されん」

「…………神聖、ですか」

「爺の言う通りじゃ」

　正憲も頷いた。

「ただでさえ、町人達の間に不安が広がっておる。これ以上、不安の種をまき散らすことは許可できん」

　頻発する神隠し。

　沖合にて発生する機き関かん甲かつ冑ちゆう同士の戦闘。

　更に街中で暴走する機関甲冑。

　いずれも庶民には、どうこう出来るような話ではなく――出来ることがあるとすれば、ただそれらの揉め事が、災さい禍かとなって自分達の上に降りかからないようにと、祈るのみ。住民達が不安に思うのは当然のことである。

　そして藩主の正憲が、ろくに確証もない状態では、その『神聖な島』に足を踏み入れたがらないのもまた当然の話である。戦国武将には縁起を担ぎたがる者が多い。

　しかし……

「お待ち下さい。疑うに足る証拠があるのです」

「証拠？」

「殿、耳をお貸しになる必要はございません」

　和勝が正憲の前に身を乗り出しながら言う。

　だがそれで視線は遮れても、声までは遮れまい。

　詩織は構わず話を続けた。

「まず、昨日の暴走甲冑には赤土が付着していました。この近辺で赤土がとれるのは離島だけとのことだとか」

「それは……」

　詩織が更に調べたところによると、基本的に件の離島は上陸が禁止されているが、陶工がたまに赤土を採りに上陸することがあるという。陶器造りは重要な産業の一つであるので、藩主としても量と期日を限って赤土の採取を許しているとか。

「加えて、正気を失った機き士しは、数日前に福嶋家を訪ねてきたそうです」

「なんと……？」

　正憲は傍らの和勝を見遣る。

　だが和勝は首を振った。

「そのようなもの知りませぬ」

「偶然で片付けるには出来すぎです」

　構わず更に詩織は畳み掛ける。

「十中八九、浪人者はあの離島に足を運んだことになります。付け加えれば、古来より神隠しより戻ってきた者は精神の均衡を失っていると言われております」

「馬鹿な、神隠しなど、所詮、町民や農民共が――」

「数日前まで、少なくともこの福嶋家の屋敷を訪れた際に、くだんの浪人者はまともに受け答えできる状態であったとか」

　和勝の言葉に覆い被せるように詩織は言った。

「――で、あるならば、浪人は神隠しから戻ってきた者で、しかも離島が何らかの関係を持っている恐れがあるということではございますまいか!?」

「……殿」

　一転して呆れた――と言わんばかりの表情を浮かべる和勝。

　彼は傍らの正憲に向けて言った。

「朽葉殿は明らかに常軌を逸しておりますれば――」

「それともう一つ」

　切るべき札は一枚ではない。

　詩織は正憲よりも和勝の様子に注目しつつ、更に続けた。

「我等が保護していた陽炎かぎろい沙さ霧ぎりなる者が、騒ぎの際に、姿を消しております」

「なに……？」

「それまで大人しくこちらに従っていたことを思えば、自ら逃げたというより、何者かに連れ去られたと考えるのが妥当。あの暴走甲冑騒ぎに乗じたのであれば、その何者かが神隠しを起こしていることも考えられまする」

「…………」

　正憲が唸りながら腕を組む。

　豪ごう放ほう磊らい落らくというか粗暴というか、とにかく短気で大雑把な印象を受ける正憲であるが、決して愚かではない。腕っ節だけの野猿が最前線で生き抜ける程に、戦国時代は甘くなかったということであろう。

「――爺」

　正憲は和勝の方を改めて見据えて問うた。

「あの離島は、お主の家の管理下にあるものじゃったな？」

「ご家老の……？」

　詩織もまた和勝の方を真っ直ぐに見つめる。

　先程の、離島に関しての言葉、正憲を差し置いての発言はこれで合点がいくが……それは即ち……

「これほどに重要な報せがあったなら、何故儂わしに知らせなかった？　しかも、あの護ご法ほう獣じゆうを従えている娘までさらわれた？　それも聞いてはおらぬぞ！」

「そ、それは、それは……」

　和勝は目に見えて狼ろう狽ばいの色を示す。

　好々爺然としたその顔が激しく引き攣り――やがて和勝は、詩織の方を睨み据えて叫ぶように言った。

「と、殿、殿は、永年福嶋家にお仕えしてきた某それがしよりも、このような小娘の言葉をお信じになられるか!?　そもそも天部衆などと言うても、それを証すものはございません！　某は最初からこの小娘を疑っておりました！　天部といえば、幕府の軍神！　それをこんな小娘が拝命するなど、おかしいとはお思いになられませぬか!?」

「…………」

　詩織は苦笑を浮かべる。

　確かに天部衆だと言っても、誰か顔見知りの証言が添えられていた訳でもなし、絶対の証拠と言われても詩織としては示すものがない。勿論、幕府からの書状を携えての阿芸藩訪問であるが――それは偽造しようと思えば、どうとでもなる。

　だがこの期に及んで詩織達の素性を疑うなど、『追い詰められました』と言わんばかりである。どうやら和勝は何か後ろ暗いところがあるようだった。

　恐らく、件の浪人者達の仕官話も担当をしていたのは、この家老だろう。

　もっとも……正憲にしてみれば、和勝の言葉通り、何年、いや何十年も家老として福嶋家に仕えてきた和勝の言葉よりは、詩織の素性を疑う方が心情的にも容易いはずだ。

「む……」

　正憲は眉を顰めて呻うめく。

　どちらを信じるか、決めあぐねている状態らしい。

　このままでは、正憲が和勝の方を信じる決断を下さないとも限らない。元より詩織達は招かれざる客、あまり良い印象も感情も正憲の側は持っていなかったであろう。どちらかを信じねばならないとすれば、よく見知った相手を選びたくなるのが人間の感情というものである。

　だが――

「――お待ちください、お待ちを！」

　座敷の外から何やら揉めるような声が聞こえてくる。

　また何事か、と正憲達が声のしてくる方へと眼を向けた――その時。

「――！」

　たん！　と音を立てて襖が開かれる。

　何者か、と一同が相手を確認するその前に、彼等の目の前を横切ったのは……投げ込まれた一本の巻物であった。

「なに!?」

「――！」

　それを見た者の態度は二つに分かれた。

　一体これは何かと訝いぶかしみ驚く正憲と詩織。

　そして――驚きよりも何よりも焦りの表情を浮かべる和勝。

　三人の視線の前で、巻物は転がりながら広がり、その中身を晒さらしていく。

　そこには……

「これは……！」

　書き連ねられているのは何人、いや何十人もの名だ。

　その下には血判も捺おされている。

　即ちこれは――

「な、何事、無礼にも程が――」

　露骨に狼狽の態を示しつつも和勝が怒鳴る。

　しかし――

「面白いだろう」

　そう言ってきたのは、一人の若武者だった。

　いや。若鬼と言うべきか。

　暁あか月つきである。

　彼は言葉とは裏腹に、ひどくつまらなそうな表情で続けた。

「さすがに名前のほとんどは俺にも分からないがな。筆頭に挙がっている名と、真ん中辺りに挙がっている名には、見覚えがないか？　少なくとも貴様等には」

「…………」

　暁月のすぐ横には、渋い顔をした兵衛の姿もある。

　本来、彼の横暴を押しとどめるべき役割の彼が、しかし今は何をするでもなく、むしろ暁月の傍に付き従っているような状態であった。

　だがそれも道理。

　何故ならその血判状の上にははっきりと『長尾和勝』の名が記されていたからだ。

　そしてその血判状の筆頭に書かれている名は――

「……石いし田だ光みつ成なり……!?」

　正憲が呻くように言った。

　血判状の前半には、徳河幕府への敵意を示す一文が書き添えられている。

　これはつまり、徳河の治世に対し反乱を起こすことを約した者達の、誓いの書である。

「組織の名は〈冥めい陣じん〉だそうな」

　兵衛が苦々しく言った。

「また仰々しい名前を付けたものですな。冥府魔道に入りても武の志を忘れず――といったところでしょうかな」

「――兵衛」

　詩織が己の家老にして副官を振り返って問うた。

「これを何ど処こで？」

「御家老のお部屋にて……他にも、幾つか、荷役船の手配についての書類が。元々此こ奴やつが探していたのは、そちらだったのですが」

　と兵衛は暁月を示した。

「どういうことだ!?」

　まだ事態を把握し切れていない――というより、認めがたいのだろう、苛立ちを如実に滲ませて正憲が怒鳴る。

　対して暁月はひどく冷めた眼で彼を見返しながら言った。

「そもそも、陽炎沙霧が自分で逃げたのではなく、連れ去られたとしたら――彼女は〈冥陣〉とやらの目的に含まれることになる。そこで思い出すのは飯屋での一件だ。福嶋家の家臣が厳重に警備していたのは知っている。飯屋の裏手は崖になっていて、簡単に入り込める場所じゃない。なのに易々と何者かが陽炎沙霧に近づいた」

　それはつまり……侵入者が余程の手練れか、そうでなければ、福嶋家側に手引きをした者がいるということだ。

「そもそもが、江え渡どに届くほど噂うわさになってるってのに、ここでの情報を藩主殿が知らなすぎる。つまり――」

「何者かが途中で報告を遮って？」

「爺!?」

　表情を歪ゆがませて――むしろこの元戦国武将にしては、哀れな程に、悲壮な表情を浮かべて、正憲は和勝に眼を向ける。出来れば噓うそであってほしい、そう言わんばかりの――それは信じていた何かに裏切られた者の顔だった。

　しかし……

「くっ――」

　最早此処まで――そう思ったのか。

「殿、御眼をお覚ましくだされ！」

　和勝は脇差しに手を掛け、膝を起こして腰を浮かせつつ、吠えた。

「徳河の――駿すん府ぷの狸たぬき如きの治世など、永くは続きませぬ！　我等が豊とよ聡とみの大おお殿とのに受けた恩、お忘れか！　お父上も――」

「馬鹿な、そのことは、もう何度も話し合ったであろうが！」

　正憲の声は悲鳴に近い。

　どう考えても理は正憲の方にある。

　既に徳河の支配体制は盤石になっていて、これを覆せるものではないのは、誰の目にも明らかなのだ。今更、地方で豊聡方の残党が多少騒いだところで、それこそ天部衆に代表される徳河の戦力が投入されて、鎮圧されてしまうだけである。

　だが――それを認められない者達がいる。

　考えてみれば、元々福嶋家は豊聡の配下であった。

　朝鮮出兵の際に石田光成と福嶋正憲は轡くつわを並べていたこともある。豊聡家に対する恩という意味では、並ならぬものがあり――豊聡の治世を懐かしみ、徳河の支配を快く思わない者達がいてもおかしくはない。

　特に――老人達には。

「くっ――誰か！　誰か！」

　正憲は叫ぶ。

「このうつけを引っ立てい！」

　主君の怒鳴り声に応じ、慌てた様子で数名の家臣が駆け付けてくる。

　だが――しかし正憲が指さす相手が、福嶋家の家老と知って、誰もが戸惑いの表情を浮かべてその場に立ち竦すくんだ。

　だが――

「かくなる上は……！」

　手を掛けていた脇差しを抜き放つと、和勝は詩織に向けて畳を蹴った。

　まさに乱心――如い何かに相手が『小娘』といえど、天部衆である。あるいは本気で和勝は詩織が天部衆であるかどうかを疑っていたのかもしれないが。

　凶刃が詩織に向けて迫る。

「この走そう狗く共を……！」

　だが彼女は平然と自分に襲い掛かってくる和勝を見据えて――

「無様」

　短くそう吐き捨てると、脇に置いた刀にすら手を掛けず、それどころか立ち上がりすらせず――突いてきた和勝の脇差しを、首を振っただけでかわしてのける。

　相手が自分よりもはっきりと低い位置にいる場合、丈の短い脇差しや短刀の類は、攻撃方法が著しく限られる。それを彼女はよく理解していたのである。

「おうっ……!?」

　勢い余って泳ぐ和勝の身体。

　自分の顔の横を抜けていこうとする和勝の腕を摑むと、詩織はここでようやく立ち上がり――和勝の身体を投げた。

　だん！　と音を立てて畳の上に打ち付けられる和勝。

　畳の上とはいえ、老体にはやはり応えたか――呻きながらも身を起こせない福嶋家家老を、ようやく踏ん切りがついたのか、家臣達が駆け寄って取り押さえた。

　その様子を半ば呆然と眺める正憲。

　そして――

「豊聡の亡霊……か」

　締めくくるかのように暁月がそう呟つぶやいた。
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　支度が調うまでは此処で待て――言葉こそ丁寧だが、事実上、そう告げられて沙霧が閉じ込められたのは、窓一つない小さな小部屋だった。

　これも洞窟の中に造られたもので、元々何の用途に供されていたものなのかは分からない。壁には基本的に木の板が用いられているが、そこかしこに岩肌が見えていることからして、洞窟の内側に作り付けるような形になっているのだろう。あるいは鉄格子こそないものの、牢屋の類であったのかもしれない。その証拠に閂かんぬきは外から掛けられるようになっており、内側からは扉を押しても引いてもびくともしない。

「…………」

　沙霧は壁際にもたれて座りながら、ただ呆然と天井を見つめていた。

　石田光成。

　豊聡の――亡霊。

　何処まで行っても沙霧の中に流れる血が彼女を解放してくれない。平穏な人間の生活どころか、血ち腥なまぐさい出来事から遠ざかることすら、出来ない。常に豊聡の血と名は騒乱を呼び、彼女の周りから平穏を遠ざける。

　それに――

「……紅ぐ蓮れん……白はく亜あ……」

　ふと両手を掲げてみる沙霧。

　彼女の着物の袖がするりと腕に沿って滑り――その腕に彫られた奇妙な入れ墨をさらけ出す。文字のようでいて文字でない、複雑で精緻な紋様である。

　導どう術じゆつ回路『護法獣』。

　それは沙霧の身体に仕込まれた受動型導術の証であった。彼女に生命の危機が迫った時、これらの回路が導術によって擬似生物を――架空の獣たる『紅蓮』と『白亜』を生成し、沙霧を護る。

　あくまで彼女の肉体と生命を。

　この導術回路の作動に沙霧の意思は関係がない。むしろ彼女が自殺をしようとしても二体の護法獣は、これを邪魔する。実体を持たない獣達は、彼女が水に身を投げればこれを水上に引きずり上げ、舌を嚙もうとすれば、口の中に湧き出て、その身で顎あごを止めてしまうのだ。

　つまり沙霧は死ぬことすら許されないのである。

　何があっても生きよ。

　断じて豊聡の直系の血を、関かん白ぱく秀吉様の御血筋を絶やすな。

　それが沙霧に――一方的に課せられた使命であり、その為の仕掛けがこの護法獣なのである。それはしかし、沙霧にとっては呪いに等しい。物心ついた頃にはもう豊聡家は斜陽の状態、姫としての栄華を経験することもなく、ただ、二十歳にもならぬ小娘の身には重すぎる期待、いや怨念だけを背負わされた。

　既に生まれ出た時点で沙霧の人生に他の生き方は――他の選択肢はなく、運命に抗うには沙霧は非力に過ぎた。

「…………護法獣……」

　沙霧を護る仕掛けでありながら、しかし、あくまで豊聡の血を護ることがその使命の最終目的であるこの二体の護法獣は――沙霧が恐怖を感じると、あるいはその肉体が危機的状況に陥ると出現し、その原因を排除する。

　その結果、沙霧は、彼女に欲情しこれを襲った相手を――育ての親の実子、義理の弟を、死なせてしまい、その家を追い出された。沙霧は必死に護法獣を止めようとしたが、どうにもならなかったのだ。

　だがその一方で、相手が豊聡の家紋入りの懐剣を――沙霧の護法獣を制御する為の『鍵』となるものを示すと、この導術回路は一時的に停止してしまう。沙霧はこの為に石田光成率いる『冥陣』に拉致されてしまった。

　護法獣などと言いながら肝心なところでは彼女の身を守ってくれない。豊聡の勢力に属すると分かる『証』がある者に対しては、護法獣は一切の攻撃行動を示さない。

　これこそ、護法獣が護っているのが沙霧ではなく、あくまで豊聡の血筋であるということの証左であった。

「いっそ……」

　この両手を切り落とすことが出来たなら。

　そう思ったことは何度もある。

　だが導術回路の刻まれた皮膚を焼こうとした時も、思い余って鉈なたで腕を落とそうとした時も、やはり護法獣自身に邪魔された。沙霧の決意とは裏腹に、来たるべき痛みに対する本能的な恐怖が彼女の身体から護法獣を呼び出してしまうのだ。

「…………あかつき」

　再び沙霧はあの鬼の若武者の名を呟く。

　彼ならば。導術剣法を使って一時的にでも紅蓮と白亜を蹴散らせる彼ならば、その返す刀で以て、護法獣が再顕現するまでの短い時間で沙霧の両腕を切り落としてくれるかもしれない。いや。いっそ彼女の首を落としてくれるかも。

　何の義理もない他人にそんなことを望むのが、言語道断であることは分かっている。

　だが――それでも。

「私は……」

　沙霧の脳のう裏りには、暁月のあの無愛想な顔が焼き付いて離れなかった。
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　福嶋家別邸――正門前。

　時刻は昼の少し前。近くを通り掛かった者達が何事かと眉を顰める程に、そこは今ひどく慌ただしい空気に包まれていた。

「なんだなんだ……」

「まさかもう戦いくさって訳でもねえだろうに」

　何より通行人達が驚いたのは、そこに機関甲冑が居並んでいるからだ。

　それは実に荘厳――いや威圧的な光景だった。

　詩織の隊の機関甲冑が六機、福嶋家家臣の機関甲冑が五機、総勢十機以上の機関甲冑が、随行の足軽達と共に立つ様子は、確かに合戦場のようで――戦国の世が終わって久しい昨今では、珍しいであろう。

　勿論、彼等の前に立つのは、詩織と兵衛である。

「これより我等は離島の調査に向かう」

　と兵衛が言った。

　調査隊の指揮は――福嶋家の家臣も含めて詩織が執とることになっていた。

　これは正憲が和勝の一件に対する詫わびとして、家臣を貸し出し、詩織に調査の権限を与えた形になっているからだ。あるいはもう、この一件に正憲としては積極的に関わりたくないと考えているだけかもしれないのだが。

　いずれにせよ、もう詩織達の行動を阻む者はいない。

　ならば幕敵を討ち、本来の使命――神隠しの一件を解決するのにも何の躊躇いもない。恐らくそれらは、離島にこもっている者達をまとめて捕らえれば全て片が付く。

「『敵』は豊聡の残党である」

　詩織が一同を見回して口を開く。

　その一言に全員の表情が緊張を漲みなぎらせた。

　既に概ね状況は理解していたであろうが、やはり詩織の口から『豊聡』の一語が出れば、誰もがある種の感慨を抱く。栄えい枯こ盛せい衰すいは、連綿と繰り返されてきたこの世の常だが……この日本という国を事実上、統一し支配した一族の、わずか二十年余りでの急速な没落は、やはり諸しよ行ぎよう無む常じようの空しさを人々に感じさせざるを得ない。

　ともあれ……

「亡霊に今の世が徳河の天下であること、改めて思い知らせねばならん」

　徳河の天部衆である詩織にしてみれば、こう言うのが当然である。

「各々方、規模こそ小さいがこれは戦である。奮起せよ！」

「おおっ……！」

　武士達が鬨ときの声を上げる。

　盤石な人生など何処にもなく、敗残者を前にしては、明日は我が身かと恐れを抱かざるを得ない。だが、それでも――いや、だからこそ、武士達は命懸けの戦いに没頭する。余計なことを考えずに済む極限状況は、むしろ、彼等にとって、不安を忘れる為に都合が良かった。

「出陣ッ！」

　やがて――詩織の〈昇しよう星せい〉を含めた機関甲冑の群れが、その装甲を閉じて歩き出し、随伴の兵達も小走りにそれを追う。

　近くに居合わせた江羽の街の者達は、ただ、唖然としてこれを見送るばかりであった。
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　一方――同刻、福嶋家別邸の庭。

　暁月は〈紅こう月げつ〉を積んだ機獣車ごと、福嶋家の家臣達――阿芸藩の藩士達によって遠巻きに取り囲まれていた。藩士の半数が手に弓や弩を持っているのは、暁月が導術使いで、なおかつ鬼であるからだ。

　鬼の導術剣法使いを相手に、普通の剣や槍で挑みかかるのは愚の骨頂である。

　ましてや暁月は上級機関甲冑の主だ。

　彼が傍にいれば、中に乗っておらずとも〈紅月〉は動くことが出来る。さすがに戦闘用の強度で、導術結界を展開するとなると、彼がきちんと搭乗せねばならないが……解体でもしない限り、機関甲冑を無力化する方法はなく、生身の人間ではこれを制することすら出来ない。

　既に阿芸藩の機関甲冑は、即座に動ける機体を全て、詩織達が連れていった後だ。

　だから――もし、暁月が何か余計な行為に出ようとすれば、彼のことを即死させて行動自体をとれなくなるようにするしかない。武士達が刀を抜くでもなく、むしろ距離を置いて遠隔攻撃用の武器で対峙しているのは、この為だ。

　いわば暁月は喉元に刃を突きつけられたも同然の状態である。

　だがそんな周囲の様子など――藩士達の緊張も含め――知らぬげに、暁月は平然としている。如何に数を揃えようと、弓や弩を用意しようと、自分は止められないと思っているのか、それとも己の身体や生命をさして惜しんでいないのか。

「……琴こと音ね」

　暁月はふと呟くように言った。

　遠巻きに見守っている藩士達には聞こえない大きさである。

「御傍に」

　ふわりと暁月の傍に琴音が姿を現す。

　藩士達がびくりと身を震わせて弓に矢をつがえるが――職しき神がみが現れただけでは判断がつかないのか、彼等はそのまま固まっていた。

「〈紅月〉を起動する準備を。丹あか音ねを起こせ」

「……暁月様」

　琴音は僅かに首を傾げて問うてきた。

「沙霧様を救いに行かれるのですか？」

「……あ？」

　暁月は眼を細めて己の機関甲冑に憑ついた職神を見た。

「お前は何を言っている？」

「違うのですか？」

「何な故ぜ俺があの女を助けなきゃいけない？」

　暁月は忌いま々いましげな口調で言った。

「ですが暁月様。この藩の家老を探って、証拠を見つけたのも……攫さらわれた沙霧様をお救いする為だったのでは？」

「……奴らの気配がするからだ」

　暁月は虚こ空くうを睨み据えながら言った。

「九つ十く九も衆しゆうのな」

「…………」

「俺は奴等を一匹残らず殺す。俺が動くのは、ただそれだけの為だ」

「……暁月様……」

　暁月を復讐に駆り立てる原因ともなった娘――琴音の残像が、悲しげに目を伏せる。

　それを知ってか知らずにか……

「豊聡の怨念？　怨念だけで神隠しなんぞ起こらない」

　確かに離島に豊聡の残党が居座っているとして――それが元々の問題であった『神隠し』とどう繋がるのかは分からないままだ。そもそも神隠しは豊聡残党の仕業なのか、それとも違うのか。

　福嶋正憲は、家老の――家老だった長尾和勝から細かな事情を聞き出そうとしたようだが、彼は拘束されてから早々に、舌を嚙み切って果てた。武士道は死ぬことと見つけたり――死と隣り合わせの時代に生きてきた武士達は、いざ死ぬべき時と自らが認めれば、腹を切るのも舌を嚙むのも全く躊躇ためらわない。

　ともあれ……

「天下を取った徳河は、徹底的に豊聡の力を削いだ。あくまで豊聡に忠誠を誓うという者達は勿論……その血に連なるというだけですら、何人もの人間が殺された。徳河は中途半端なことなぞしない」

　無論、暁月は大阪の陣を直接的には知らない。

　だがそれでも今の徳河幕府が、如何に豊聡を――その力を徹底して消しに掛かったかは、多少なりとも世情に通じた人間なら誰もが知っている。大阪の陣のみならず、落ち武者狩り、廃機令の強化、改かい易えきによる元豊聡方大名の遠方への移籍、その他諸々……有形無形を問わず徳河の治世の安定の為、先の支配者たる豊聡の影響力を払拭すべく行われた施策は数知れない。

　つまり……

「豊聡の残党に残された力なんてのはたかがしれてる。幕府を転覆できるような力があれば、そもそも大阪の夏と冬の陣でも負けていなかったはずだ。力を蓄えるにしても――徳河の眼を逃れてとなれば、限界がある。一から全てを築き直さなければならなかった訳だしな」

　個人が反徳河の志を抱いているということと、組織としてその志向を以て活動することとは全く違う。所帯が大きくなればなるだけ、その存在は察知されやすい。

　となると――

「何者かが力を貸したんだ。隻ヶ原以前から、全国に影響力を持っていた集団が。表には出ず、遺恨を持った者を煽りけしかける。いかにも九十九衆のやりそうな手口だ」

「…………はい」

　琴音は小さく頷いた。

「丹音に代わります……」

　その表情が、やはり曇っているように見えるのは、何かの錯覚か。

　職神に喜怒哀楽はない。それはあくまで贄にえとして捧げられた人間のありし日の姿を模倣しているだけの空虚な幻だ。悲しんでいるように見えても、それは悲しみを描いた絵を見ているのと同じ、そこに悲しみを覚える人間そのものがいる訳ではない。

　ただ――

「……むしろ」

　呟くように暁月は言った。

「ああいう女は、好かない」

「……暁月様？」

　眼を瞬かせて己の主を見つめる琴音。

「それは……」

「俺は復讐を成す者だ」

　暁月はきっぱりとそう言った。

「生を望み、明日を望みながら、殺され、消えるしかなかった者達の代わりに、殺した者を追って償わせる――それこそが俺の全て、俺の本懐。だから、自ら『死にたい』などとほざく阿呆は、不愉快極まりない」

「…………」

　琴音はしばらく、暁月の横顔を見つめていたが……

「……はい」

　そう言って姿を消した。
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　哄こう笑しようが洞窟に響き渡る。

　元々、赤土の採掘の為に掘られていた坑道を、更に導術で拡張し、岩組みや材木によって補強した人工の穴蔵である。その気になればちょっとした城塞でも建てられそうな規模のそこに、一機の機関甲冑が座していた。












　機関甲冑――だろう。

　断言を憚はばかるのは、それが世間的な機関甲冑の認識からすると大きすぎるからである。

　少なく見積もっても、身の丈で倍以上はある。

　しかも人型と単に表するには異形としか言いようのない部分が多すぎる。

　肩は大きく、腕は長く、左右に垂らしたその拳こぶしは己の膝よりも下に位置している。振り回せば――振り回すだけですら、その身の丈から想像出来る以上に広い間合いで一切合切を叩き潰すことが出来るだろう。

　頭部もまた小さく、そこにはまるで三さん叉さ戟げきのように、真上に大ぶりの角が一本、そして左右斜め上に向けて小振りの角が一本ずつ生えて、独特の輪郭を形作っていた。

　更に異様なのは、右腕に携えているのは剣にあらず、槍にあらず、錫しやく杖じようであることか。

　勿論、刃のない長棍一本といえど、この巨体が振り回せば、攻城兵器としても充分に通用するであろう。

　超上級機関甲冑〈冥めい皇おう〉。

　それは……そう呼ばれていた。

「ふはははは！　はは！　ははははは！」

　その巨体の前で哄笑を上げているのは、石田光成である。

　彼はその亀裂の入った顔を大きく歪ませて、身を反らせ、高々と狂気を含んだ声を逬ほとばしらせる。誰が見ても最早、尋常でないが、生あい憎にくとそれを指摘できる者は――ましてや諫めることや止めることができる者など、彼の周りにはもういなかった。彼の傍にいる者は彼と同じ狂気に囚われていたからである。

「ようやく、ようやく！　これで、これであの、憎き徳河に！　忘恩の狸めに！　思い知らせてやる！　必ず！　ははははははは！」

　忘恩の狸――というのは徳河幕府将軍初代たる徳河家いえ康やすのことか。

　だが……石田光成は知らないのだろうか。

　既に徳河家康は去年に亡くなっている。幕府は既に十年近く前に二代将軍たる秀ひで忠ただに引き継がれ、盤石の体制で全国を支配していた。

　彼が最も憎み復讐しようとしている人間は既にこの世にいない。

　それでも構わないというのか。

　それとも――

「…………」

　光成から少し離れた――洞窟の入り口近く。

　岩壁に背中を預けて立っている一人の男がいた。

　堂々たる偉い丈じよう夫ふで、その身を白い外がい套とうに包んでいる。腰には大小の二刀を提げ、顔の上半分はやはり白い仮面に覆われていた。明らかに胡う散さん臭くさいその姿だが、これを見み咎とがめる者はこの場にはいない。

　代わりに――

「――帯たて刀わき様」

　ふと影が起き上がるかのように、人の姿が白装束の男の傍に湧いた。

　だが白装束の男は驚くでもなく、身じろぎすらせず、ただ仮面の下の眼をそちらに向けただけである。

　現れたその人物は、平凡な衣裳を着た、小柄な男だ。彼は背伸びをするようにして、白装束の男に耳打ちした。

「天部衆がこちらに向かっているようです」

「……潮時か」

　呟く白装束の男――帯刀。

　その口元に苦笑めいた歪みが走ったのは、次の刹せつ那なである。

　彼は視線を再び洞窟の奥へと向ける。

　そこでは――

「はははははははははははははは!!」

　光成が、尚も身を反らして笑い続けていた。
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　潮と風の流れは良好だった。

　急ぎ手配した船も――当初こそ『聖域』に近付くのを多少渋りはしたものの、詩織が見せた小こ判ばんで彼等はすぐに折れ、問題なく件の離島近辺まで詩織達を運んだ。

　さすがに島には桟橋もない為、大型の船をつけることはできなかったが……わずかな距離であれば機関甲冑の導術結界を使えば、水上歩行が可能である。十一機の機関甲冑は、随伴の兵を肩に乗せ、海の上を歩いて件の島へと上陸した。

「――さて」

　乾いた砂浜に機関甲冑が深々と足跡を付けて並んで行く。

　随伴の兵は機関甲冑から飛び降りて周囲を窺うかがうが――

「離れ小島とはいえ、いざ上陸して探すとなると大きいわね」

　詩織は〈昇星〉の中から周囲を見回して呟いた。

　島は北側が盛り上がり、断崖絶壁になっており、南側は砂浜が広がっている。勿論、詩織達が上陸したのはこの南側である。だが南側から見ると、間近に迫る山とそれを覆う草木が、のしかかってくるかのような印象である。

　豊聡の残党があの山中に隠れ住んでいるとなると、見つけ出すのは骨かと思われた。

「幾つかに隊を分けて左右からぐるりと回ってみますか」

　と兵衛が――やはり自身の機関甲冑〈月げつ輪りん〉の中からそう話し掛けてくる。

　太極図のように左右から二重螺ら旋せんを描いて調べていくのは、確かに闇雲にうろつき回るよりは手堅い策のように思われた。

　だが――

「そうね。とりあえず――」

「――朽葉様！」

　先に浜の周囲を調べていた徒か歩ちの兵が――叫び声を上げた。

「機関甲冑が……！」

「――!?」

　その声に詩織は〈昇星〉の水晶眼を山の方へと向ける。

　木々をかき分けるようにして、巨大な異形が現れたのは、次の瞬間だった。

「――大きい」

　兵衛が呟くのが聞こえる。

　そう確かに大きい。その機関甲冑は上級機関甲冑たる〈昇星〉や〈月輪〉と比べてもなお、倍近い背丈を示していた。しかも全体的に異形だ。

　手は長く、肩もやたらに大きく、頭は小さく……各部の比率が微妙に狂っているかのような姿である。むしろ鎧を着た大猿とでも言おうか。そんな奇妙な印象がその機体には漂っていた。

　本来、機関甲冑は戦場の花形である為、単純な性能に加えて、見た目もおろそかにはされない。また職神を介して人間の感覚で制御する為、人体に比べて歪いびつな形を示すことはほとんどない――はずなのだが。

　これは最初から意図して作られた形なのか。

　それとも徳河治世の中、手に入るあり合わせの部品で造らざるを得ず、結果的にそうなっただけなのか。あるいはもっと他に理由があるのか。

　いずれにせよ……見逃せる相手ではない。

「総員――抜剣！」

　詩織は叫ぶと自らも――〈昇星〉も腰に提げていた大剣を抜き放つ。

　一瞬遅れて残りの十機も全てそれぞれの得物を構えて戦闘態勢をとる。

　十機を越える機関甲冑が身構えているとなると、それは同数以上の機関甲冑を以て挑む以外に、勝つ方法はない。数百年に及ぶ導術と武術と冶金技術の精髄が生み出す戦闘力は、他に比肩するものはなく、それ故にこそ、幕府も廃機令を徹底してこれを反対勢力の手に入らぬようにと腐心しているのである。

　だが――

「……一機のみ？」

　兵衛が怪け訝げんそうに言うのが聞こえた。

「他に機影は？」

「ありません！」

　機関甲冑の機士達からも、随伴の兵達からも、他の機影を見たという報告は来ない。

「どういうこと……？」

　詩織は眉を顰める。

　こちらが十機を超える機関甲冑という戦力なのは見れば分かるはずだ。それに対し、如何に倍程の巨体であるとはいえ、一機で挑むなど正気の沙汰ではない。

　いや。勿論、この時代に豊聡を奉じて徳河幕府の転覆を試みるなど、元より正気ではないはずなのだが――それにしても、戦の有利不利も分からない程に、相手は壊れた者の集まりなのか。

　それとも……

「――！」

　異形の巨大機関甲冑が動きを止める。

　その肩部分の装甲の一部が横滑りして開き――そこから左右に二つの孔あなが、いや、二門の、短くも砲身のようなものが、覗くのが見えた。

「――権けん水すい弾だん！」

「歩兵は私か詩織様の後ろに下がれ、他の機関甲冑は前進ッ!!」

　詩織と兵衛の叫びに、機関甲冑も歩兵も弾はじかれたように動き出す。

　砲身から権水弾らしきものが放たれたのは次の瞬間であった。

「突撃ッ！」

　数機の機関甲冑が砂浜を蹴って前に出る。

　通常――導術結界を戦闘状態で展開している機関甲冑に、権水弾はほとんど効かない。だが歩兵にとっては充分に脅威だ。それ故、この場合は機関甲冑が前に出て盾となるのが当然の対応である。

　詩織と兵衛の上級機関甲冑は――他の機関甲冑よりも強力な結界を展開できる二機は、万が一を考えて歩兵達を庇ってその場に留まり、他の九機は扇状に展開しながら、件の大型機関甲冑に向けて走った。

　半円状に包囲して斬りかかる――これも順当な戦術である。わざわざ得体の知れない敵に正面から一対一の斬り合いを挑むのは愚かというものだ。

「ここは、我等に！」

「阿芸藩の不始末は阿芸藩の藩士の手で！」

　詩織の天部隊の四機よりも、阿芸藩の機士達が強引に前に出る。

　勿論、詩織の事前の指示にも、打ち合わせにもない動きだ。長尾和勝の一件を気に病んだ――幕府への叛意はないという証を示す必要もありと考えたのだろう――正憲が、どうやら機士達に言い含めておいたらしい。

　だが――

「ははははははははははははははッ!!」

　突如として哄笑が弾ける。

　それは巨大機関甲冑が放っているものだった。

「身の程知らずの雑兵共がッ！」

　巨大機関甲冑は、しかし間近に迫る五機の機関甲冑に対し、身構えるでもなく――そもそも剣や槍といった武器をも持っていない。手にしているのは長大な錫杖のみ、確かに振り回せば武器になるとはいえ……これでどうやって戦うつもりなのか。如何に巨体とこれを支える膂力は脅威とはいえ、機関甲冑同士の戦いとなれば、結局は斬り合いが勝敗を決める。

　巨大機関甲冑の行為は、いわば、戦場に丸腰で出掛けるような愚挙だった。

　そして――

「ちぇええい!!」

　阿芸藩の機士達が斬りかかる。

　相手が大きいことを鑑かんがみてか、二機は跳躍し上から、三機はむしろ身を低くし足元を狙い、ほぼ同時に斬撃や刺突を放つ。どうあっても避けられない、そんな包囲陣だった。

「――踊れッ！」

　巨大機関甲冑が吠える。

　その瞬間――

「――!?」

　一瞬、詩織は視界が歪んだかのように感じた。

　いや。五感の全てに異様な何かが走る。視覚。聴覚。嗅覚。味覚。触覚。その全てがおかしい。突発的に流し込まれる強烈な違和感に、詩織の心が――いや魂たましいが軋きしむ。その音を詩織は聴いたような気がした。

「な――なんだ、これ、は」

　閃光が走った訳ではない。轟音が響いた訳でもない。

　ただ眼に見えぬ何かが波のように押し寄せて、抜けていく。

　そして……

「――!?」

　先行した阿芸藩の五機が姿勢を崩した。

　三機は切りかかる寸前で何を誤ったか転倒し、痙けい攣れんするかのような動きを示している。

　跳躍して上から斬りかかった二機は更に悲惨――空中でいきなりばたばたと手足を無様に振り回したかと思うと、受け身もとれず、そのまま落下……衝撃で装甲が一部弾け跳び、これまた痙攣を始めた。

「な……なんだ!?」

　頭を振りながら詩織が叫ぶ。

　今のは一体何だったのか。衝撃の類か。

　だが――機体には何も……

「ががが、が、あがががが」

「びゃびゃばや」

　意味不明の声が響いた。

　巨大機関甲冑の哄笑とはまた違う。

　それは――明らかにその足元で痙攣する阿芸藩の機関甲冑が、即ち機士達が上げている声であった。彼等は言葉にもならない奇妙な声を逬らせながら、その場で身を起こすと、地団駄を踏むかのように回り始めた。

『踊れ』――確かに巨大機関甲冑からの声はそう言った。

　これがその結果か。

　だが一体あの巨大機関甲冑は何をした!?

　一時的に導術結界を拡張して衝撃波を放ち、近付く雑兵を薙なぎ倒たおす、という戦法は確かにあるが……それとは明らかに異なる。少なくとも詩織の〈昇星〉は小揺るぎもしなかったのだから。

　では……

「でげあ、ら、ら、らああああああ！」

「ひょひい、ひょひい！　ひいいいひひひ！」

　五機はその場で奇妙な動きを示したかと思うと……いきなり、その内の二機が互いに向き合い、それぞれ手にしていた長巻で、斬りかかった。

　がん！　と鋼と鋼の打ち合う音と火花が飛散する。

「な、何をしている!?」

　兵衛が叫ぶが、阿芸藩の機関甲冑は答えず、癇かん癪しやくを起こした幼児の如く、互いに斬り付け続けている。導術結界が最低限のものしか働いていないのか、刃が装甲に斬り込むことはなかったが、互いに叩き付ける武器のお陰で、装甲が歪み、部品が弾け跳び、見る間に機関甲冑は互いを削るかのように壊れていく。

　いや。その二機だけではない。

　残りの三機も、同様の反応を示して互いを攻撃し始めた。

「ひいいいいいいいああああああああ！」

「おおおおおおほほほほほおおおおお！」

　狂気を含んだ声が逬る。

　しかも……

「おい、おい!?　お前達も――何をしている!?」

　兵衛の叫びに気づいて、詩織は視線を手近なところに……つまり機関甲冑の傍にいた歩兵達に向ける。

　彼等は――彼等もまた、武器を手に、互いに殺し合っていた。機関甲冑と異なり、こちらは生身、斬られれば血がしぶき、怒号と悲鳴が入り乱れる。中には何をどう血迷ったのか、人間の槍で機関甲冑の鋼鉄の装甲を突き始める者もいた。

　眼につけば手当たり次第。

　そんな印象である。誰かを狙って攻撃をしているというより、視界に入ったものをとりあえず襲う、そんな印象である。

　故に……

「や、やめろっ!?」

「血迷ったか!?」

　詩織の部下の機士達が叫びながら、襲い掛かってきた阿芸藩の機関甲冑に対して身構える。だが先程までは少なくとも味方であったはずの彼等に対して、攻撃を仕掛けるのには躊躇があるのだろう。叩き付けられる武器を何とか流し、あるいは弾くだけで、相手の機関甲冑を斬り伏せるまではいかない。

「馬鹿な……」

　呟きつつも、詩織は気づいていた。

　あの巨大機関甲冑。あれに一定以上近付けば、その不可視の『力』に囚われる。囚われた者は正気を失う。勿論これは偶然でも何でもない。どういう理屈の代物かは分からないが、あの巨大機関甲冑はそういう機能を持っているのだ。

「退け、一旦退け！」

　詩織はそう部下達に告げる。

　だが――

「ははははははははは！」

　近付けば狂わされる。

　そんな異形の巨大機関甲冑は――それまでとは一転し、哄笑と共に、詩織達に向けて走り始めた。
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「ははははははははは！」

　哄笑が足元から這い上がってくる。

　まるで虫に身体の上を這い回られるかのような不快感を覚えて沙霧は身を震わせた。出来うることならばこの場から逃げ出したいとさえ思う。だが今――彼女の身体は異形の巨大機関甲冑の中に閉じ込められたままである。

　場所としては機関甲冑の首の辺りか。内からは開けることができない造りなのか、叩こうが引っ張ろうが、鋼鉄の扉は頑として動かなかった。

「は！　は！　徳河の狗いぬめが！　はは！　はあ！」

　彼女のすぐ足の下――格子状になった床の更にその下には、哄笑の主である光成がいる。

　彼は操縦座についてこの巨大機関甲冑を動かしているのだ。どうやら『豊聡直系の血筋』とはあくまでこの巨大機関甲冑を動かす為の『鍵』でしかなく、沙霧が乗ってさえいれば、光成にもこれを動かすことができるらしい。

　要するにこの巨大機関甲冑は、複座なのだ。

「……もう……やめて……！」

　喘ぐように沙霧は言った。

　この巨大機関甲冑は、上級機関甲冑である。

　つまり水晶眼によって外部の光や音を一元的に管理し、機士の頭に送り込んでくる。好むと好まざるとに関わらず――だ。つまり沙霧は見たくもないものを見せられ、聞きたくもないものを聞かされている。

　何人もの人間が正気を失い、殺し合う、その様を。

　いや――それどころか。

「お願いだから……こんな……あんな……」

　沙霧は、既にこの〈冥皇〉が本格的に起動した際に起こった出来事を見ている。

　あの――文字通りの狂宴を。

　まるで祈るかのように、揃い、姿勢を正して見守っていた〈冥陣〉の者達。

　百名はいるかと思われた彼等は――突如として全員揃って笑い声を上げたかと思うと、次の瞬間、泡を噴き、目を回しながら、互いに襲い掛かったのである。

　武器を使っての殺し合いならまだマシだ。

　彼等は、互いに獣のように爪で引っ掻き、歯で嚙み付き、挙げ句に互いの肉を、臓物を貪むさぼり喰くい始めた。

　狂きよう乱らん索さく餌じ。

　血に狂った獣が手当たり次第に食らい付く様そのものだ。

　しかも……その様をむしろ、光成は満足げな笑い声を立てながら見下ろしていた。

　どうやら彼にとってあの地獄絵図も、予定の内だったらしい。あるいはあの殺し合いを始めた〈冥陣〉の百名にとっても、それは予期できたことであったのかもしれない。自ら〈冥皇〉の贄に――人柱になる覚悟がなければ、こんな狂気の沙汰に関わろうとなど思わないだろう。

　それは、荘厳でもなければ、優美でもない、殉じゆん教きよう者しやの群れであった。

「……復讐とか、この国の覇権とか、私には関係ない……！」

「何をおっしゃるか」

　むしろ上機嫌で光成は言った。

「姫様は豊聡に残された最後の希望。徳河に鉄てつ槌ついを下す義務がありますれば！」

「…………」

　既に何度となく繰り返した会話だ。

　だが光成を説得することはできなかった。意思が堅いというよりも、そもそも言葉が嚙み合っていない。光成は沙霧の説得に耳を貸すつもりなどない――というより、説得されているとも理解していないに違いない。

　壊れている。心の底から。

　そうとしか思えない。

　恐らくは――隻ヶ原の合戦で敗北し、落ち武者狩りに怯えながら逃げ回り、あの額の傷を受けたその時から、光成の正気は失われたままなのだろう。

　沙霧が何を嫌がっているのかすら、分かっていない。

　だから――

「この〈冥皇〉も、そのために用意したのです！　何人もの人間を生け贄に捧げて！」

「い、けにえ……？」

　不吉極まりない言葉に沙霧は震える。

　それはあの殺し合いをした〈冥陣〉の者達のことか。

　それとも――

「……！」

　沙霧の脳裏に閃くものがあった。

　天部衆の詩織達が阿芸藩に調べに来たというそもそもの事件。

　頻発する神隠し。

　それは――ひょっとして。

「それではまさか神隠しというのは!?」

「しかり！」

　むしろ得意げに光成は言った。

「集めて、詰めて、待って――そして得たのですよ、最強の職神を！」

「……え？　詰め……？」

　意味が分からない。

　思わず聞き返す沙霧。だが次の瞬間、彼女は自分の愚かさを悔やむことになった。

　知らなければ良かったと思うことなど、世の中には幾つもある。それを自分は痛い程に思い知らされていたはずなのに。

「蠱こ毒どく法ほうを！」

　光成は言った。

「そう。蠱毒法を！　用いたのですよ！　ただし、壺の中に詰めるのは虫にあらず、人間であります！　はは！　はははは！」

「……!?」

　一瞬、沙霧は光成が何を言っているのか分からなかった。

　蠱毒法。

　それはある種の呪いだ。虫や蜘く蛛もや蜥蜴とかげや蛇など――毒性の強い生き物を壺の中に閉じ込めて共食いさせ、更に生き残った一匹を儀式を用いて殺すことで、溜まりに溜まり、濃縮された怨念を回収し、これを呪力として用いる。

　つまり――

「穴蔵に閉じ込めて殺し合いを、共食いをさせたのです」

　こともなげに光成はそう言った。

　少なくとも人間を共食いさせるなどという、悪鬼の所行に対して――沙霧が考えているような忌避感を、彼は微み塵じんも感じていないようだった。むしろ彼は得意げに滔々とそのやり方を語った。

　大きな縦穴を掘り。

　その中に攫ってきた老若男女を閉じ込めて――放置する。

　当初は互いに手を取り合って逃げようとする者達もいたが、やがて、飢えが一定を越えて高まると、共食いの為の殺し合いが始まったという。

　そうして『煮詰め』られた怨念の『壺』に次から次へと追加の生け贄が投げ込まれ、最後の一人になった時点で、この者を縦穴から引きずり出して――殺す。

「憤怒が、恐怖が、悲嘆が、憎悪が、ありとあらゆる怨念がたった一人だけ生き残った人間に凝縮される！　それを、この〈冥皇〉の職神として組み込んでありまする！」

「…………！」

　沙霧は息を呑む。

　では〈冥陣〉の者達が〈冥皇〉の前で殺し合いを始めたのも――その〈冥皇〉の放射する特殊な導術結界に、その結界が放つ『飢え』や『怒り』や『憎しみ』にあてられた結果のことか。

「九十九衆は、これを破は心しん結界と申しておりましたな」

　と光成は言う。

　どうやらこれは――近付く者を狂わせる〈冥皇〉の力は、元々、この機体に組み込まれていたものではないらしい。

　この機体は豊聡家が秘密裏に作っていたものを、残党が部品の状態で秘ひ匿とくしてきた訳だが……よく考えれば、豊聡家の正統後継者が乗るべき機体が、そんな忌まわしい機能や職神を付けるようにと設計されていたとも思えない。設計は未だ豊聡秀吉が生きていた頃であろうから、尚更のことである。

　全て九十九衆の入れ知恵なのだ。

　勿論――だからといって、それを受け入れ、嬉々として使っている光成がまともであるという話にもなるまいが。

「負の感情を凝縮した人間の怨念を、機関甲冑の結界として使うことでより増幅し、近づく者すべての心を破壊する恐るべき結界となるのです！　機関甲冑、十機ばかりに向けて使うのは初めてでありましたが、どうやら敵の数は関係なく効くようです。無論、多少の調整は必要かもしれませんが」

　この〈破心結界〉はあくまで外向きに作用するらしい。

　だからこそ沙霧も光成も、心を壊されずに済んでいるのだ。勿論、光成の頭は既に壊れている、沙霧もまた同様なのだ、という考え方もあるのだが。

「誰も――機関甲冑に乗ってさえ、この〈冥皇〉には近づけない！　単機で充分！　このまま江渡まで攻め上りましょうぞ！　ふははははは！」

「…………」

　沙霧は水晶眼から流し込まれる凄惨な光景に、眼を閉じて――だがそれが無駄なのだと気づいていた。元々自分の目で直接見ているものではない。瞼まぶたを降ろそうが、機関甲冑の水晶眼が見ている光景を、そのまま頭に流し込まれるのだ。

　人が人に――斬りかかるだけでは飽き足らず、相手が倒れれば、徹底的に何度も何度も刃物を突き刺してこれを殺し――食らいつく。歯を立てて肉を貪り、血を啜すする。

　職神とされた男の狂気の源泉――『飢え』故のことか。

　まさしく餓鬼の所行。まさしく地獄絵図。

（これは……）

　沙霧は眼も眩くらむような悪寒の最中に……思う。

（これも……私のせい？　私がいるから？　私が……）

　育ての親には疫やく病びよう神がみと言われた。

　死にたくても死ねず……かといって生きる理由も見当たらなかった。

　既に滅んだ豊聡の姫。それは沙霧にとって呪い以外の何物でもなかった。今はもうないとはいえ豊聡の権勢はこの国を動かし、歴史に確固たる形で痕跡を残している。無関係と主張しても誰も聞いてはくれない。素性を隠しても、両腕に彫り込まれた護法獣の導術回路が彼女に真っ当な生き方を許さない。何も知らずともそれを見れば、彼女が普通の人間でないと誰もが分かる。

　普通に、平凡に、ただ生きる、それが沙霧にとっては恐ろしく困難なことだった。

（私の血……私の生まれ……生まれる前から責任を負わせて、自由に生きることすら許さない……私は……死ぬまで…………）












　この呪いから逃れられないのか。

　誰も彼もに忌まれ、疎まれ、ただ一人の娘であるということすらも、全う出来ない。

　だが――改めて思えば唯ただ、一人ひとり。

　沙霧が何者であるかなど、まるで頓着しない男がいた。

　護法獣の彫り物を見ても、眉一つ動かさなかった。

　それは勿論、沙霧の気持ちを慮おもんぱかってのことではなかったにせよ――お前が何者であろうとどうでもいい、そう言われたような気がして。

（……暁月）

　眼も眩むような狂気と絶望の底で、沙霧は――無愛想な鬼の若武者のことを、思った。
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「――！」

　暁月を監視していた阿芸藩士達が揃って身構える。

　それまで地に膝をつく形で静止していた〈紅月〉の巨体が、動き始めたからである。

　同時に同じくその足元で大人しく座っていた暁月もまた悠然と立ち上がった。

「動くな！　大人しくしろ！」

　阿芸藩士達が悲鳴じみた声でそう叫ぶ。

「導術師――いや機関兵を連れてこい！」

　それまで暁月が大人しくしていたせいか、阿芸藩の者達は半ば彼がそのまま暴れたりはしないと思い込んでいた節がある。だが予想に反して暁月が動き始めたことで、彼等は明らかに狼狽していた。

　すぐに動ける機関甲冑の大半は詩織達と共に離島に出向いている。この福嶋家別邸に残っているのは修理や調整を終えたばかりの機体のみだ。そもそも最初に暁月が海上で戦った際に、阿芸藩の貴重な機関甲冑は三機も破壊されてしまっている。

「あれれ？」

　ふっと――暁月の傍に一人の娘が姿を現す。

　職神だ。〈紅月〉に憑いている琴音という娘……のはずなのだが。

「あかつき、あかつき、皆、怒ってるみたいだよ？」

　そう暁月に尋ねる口調や表情は、まるで年端もいかぬ童女のようだった。

　それまでの琴音が示していた品の良い落ち着きや、その身にうっすらとまとっていた憂愁の色が微塵もない。天真爛漫というか無邪気というか、あっけらかんとした笑顔で琴音は言った。

「気にするな」

　暁月は面倒臭そうにそう職神の娘に告げる。

「いいの？　いいの？　じゃあ、じゃあね――殺して良い？」

　いや。これは本当に琴音か？

　同じ職神か？

「撃て、撃て！」

　ようやく我に返った様子で弓を手にした阿芸藩士達がこれを構える。

　だが……暁月は矢の尖端が己に向けられても平然たるものである。まるでそれらが見えていないかのように、慌てず騒がず、〈紅月〉の背後に回る。〈紅月〉も彼を迎え入れる為に背面の装甲を開いた。

「撃てッ！」

　弓が鳴り矢が一斉に放たれる。

　暁月に向けて殺到する六本の凶器。

　だが……

「――!?」

　次の矢をつがえようとしていた阿芸藩士達は、愕然とその動きを止めた。

　矢が空中で突如としてその方向を変え、軌道を自らねじ曲げて、地に刺さり、あるいは天に飛び去り――いずれも暁月をかすめもしない。

　勿論、阿芸藩士達の狙いが甘かった訳ではない。

　これは……

「導術結界！」

〈紅月〉の展開する導術結界が矢を逸らしたのだ。

　導術は可能性を操作する。

　どれだけ『あり得ない』ような出来事であろうと、千に一つ、万に一つにしか存在し得ないような現象であろうと、導術は強引にこれを現実の界面に引き寄せて顕現させる。矢が逸れて暁月に命中しなかったという現実を、導術結界が選び取ったのだ。

　しかし……

「馬鹿な、まだ――」

　阿芸藩士の一人が呻くように言ったのは、まだ、暁月が〈紅月〉に乗り込んでいないということである。

　導術はあくまで意思の力で可能性を引き寄せる術だ。

　だからその術には芯としての自我が、つまりは生きた人間が必要になる。職神が憑いている機関甲冑といえど、機士が傍にいなければ動けはしないし、機関獣も、御者が御者台に座って手綱を握らなければ動きはしない。まして戦闘用の――矢を逸らせるような強力な導術結界は、中に生きた人間が乗り込まねば、到底、展開出来るはずがなかった。

　それを証するように――

「下がれ!!」

　叫び声と共に、一機の機関甲冑が屋敷を回り込んで突っ込んでくる。

　中級機関甲冑である。勿論、面と向かって一対一では上級たる〈紅月〉の相手にはならないのは先の海戦で実証済みだが、まだ機士が完全に乗り込んでいない状態ならば、なんとか取り押さえられる、と考えたのだろう。

　機関甲冑の一撃は、人間の弓矢などとは桁が違う。

　今度こそ、〈紅月〉は取り押さえられる――誰もがそう思った。

　だが……

「――うおっ!?」

　駆け付けてきた機関甲冑の機士が叫び声を上げる。

　取り押さえようと、手にした大剣を、〈紅月〉に振り下ろそうとして――しかし。

「白刃取り!?」












　その剣が〈紅月〉の兜に届くその直前、挙がった鋼の両手が、振り下ろされた刃を左右から挟んで止めていた。

「馬鹿な……！」

　ただでさえ白刃取りは危険な技である。元より左右の手で剣身を挟んで止める力より、単純に剣を振り下ろし押し込む力の方が強いのは道理――通常は止めるというよりも、手で刃を挟み込んでひねることにより、その軌道を強引に脇に逸らして、押し込む力を流す技だ。その機を見誤れば、当然――刃は白刃取りの使い手の脳天を、割る。

　だが……〈紅月〉の両掌はこれを真っ向から止めていた。

　それはつまり、単に機関甲冑相互の出力差が大きいことに加え、導術結界の干渉力も桁違いということに他ならない。

　だが、人間の放つ弓矢ならともかく、機関甲冑の斬撃を、まだ、完全に機士が乗り込んでもいない機関甲冑が、こんな真っ向からの白刃取りで止められるはずがない――

「何が動くな――だ」

　尚も片膝をついたままの〈紅月〉の背中に登り、中の制御座に身を滑り込ませながら、暁月が言った。

「厠かわやに行くのも許さないつもりか」

「か……厠!?」

　唖然とする阿芸藩士達。

　確かに人間、喰いもすれば出しもする。生きている以上、定期的に用足しにはいかねばならない訳だが……

「かわや、かわや、いそがないと、もれちゃうよ～」

　暁月に続いて〈紅月〉の中に消えながら琴音は――琴音の姿をした職神が、一体何がそんなに愉しいのか、上機嫌で謡うように言う。

　暁月はそれには構わず――

「身動きしたら即射殺か。妥当といえば妥当な処置だが、それならば最初に警告など与えずに射殺しておくべきだったな」

　そう言って暁月は〈紅月〉の背面の装甲を閉じる。

　黒い上級機関甲冑は、その両の手で大剣の剣身を挟んだまま、悠然と立ち上がる。

　そして――

「邪魔だ」

　呟くような一言と共に、〈紅月〉は両手をひねった。

　耳を覆わんばかりの異音と共に、白刃取りで止められていた大剣が――折れる。

「うおっ!?」

　押しも引きも出来ずに固まっていた機関甲冑は、突如、解放されてよろめいた。

　そこへ――

「寝てろ」

〈紅月〉の脚が挿し込まれる。

　同時に〈紅月〉の右の掌が、脚を引っかけられてのけぞる機関甲冑の顔に押し当てられ――次の瞬間、機体を丸ごと地面にめり込ませるような勢いで、叩き付けていた。

　轟音と共に砂埃が舞い上がる。

「ぶわっ!?」

　思わず顔をかばう阿芸藩士達。

　視界を半ば塞ふさがれたその中で――

「ねえねえ、あかつき、殺して良いよね？」

「後にしろ」

　無邪気に――しかし殺伐としたことを尋ねる職神の娘の声と、それに面倒臭げに応じる暁月の声が響く。

「どうしたの、あかつき、そんなにいそいでるの？　もれちゃいそうなの？」

「あれはものの喩たとえだ」

「えー」

　何処か緊張感を欠いた会話をその場に残し――次の瞬間、猛烈な勢いで地を蹴り、塀を跳び越えて、黒い上級機関甲冑はその場から去っていた。
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　怒りを糧かてとする者がいる

　恨みを糧とする者もいる

　それは萎なえかかる己の闘志を奮い立たせる為なれど

　永らくそれに頼る者はいずれそれなしではいられなくなる

　憤ふん怒ぬへの依存

　憎悪への依存

　既に自らが何を恨み何に怒るのかすら　定かでなく

　怒りの為に怒り　恨みの為に恨む

　そういう生き物がそこに生まれる
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　水面を――蹴る。

　重い鋼鉄の脚は沈むことなく、海面もまた凹へこむことなく、まるで凍てついたかのように確固たる反発を以て、黒く大きな鎧武者を支える。鉄は水に沈む――そんな条理をあざ笑うかのように、機き関かん甲かつ冑ちゆう〈紅こう月げつ〉は海面を駆けていた。

　機関甲冑の導どう術じゆつ結界を調整すれば海面の歩行も可能だ。

　特に〈紅月〉のような上級機関甲冑は、導術結界の出力も高ければ、精度も高い。船を使わずとも近距離ならば――例えば沖合の離島程度ならば、海原を駆けて渡ることができる。

　導術結界の作用を示す微かすかな光と水飛沫を足元に引きずりつつ、〈紅月〉は詩し織おり達の向かったという離島へと進んでいた。以前の、荷役船を襲撃する際に、付近の海路を記した海図は手に入れていたので、離島の場所もおおよそ分かる。

「…………」

〈紅月〉の中で暁あか月つきは眼を細める。

　上級機関甲冑の水晶眼は、普通の視覚は勿論だが、聴覚や嗅覚をも捉えて、視覚に重ね、機き士しに見せる。今の暁月は、海面に漂ってきた『響き』や『匂い』までもを『視』分けている状態だった。

「これは……」

　波の音の向こう側から微かに漂い来るのは、怒号と、そして鋼のぶつかり合う音。

　機関甲冑の駆動音よりも、そちらの方が遙かに大きい。

　それに――

「血の匂いがするね」

　と愉しげに琴こと音ねが言う。

　いや。違う。琴音と同じ顔をしているがこれは――暁月が言った通り彼女とは別、〈紅月〉に取り憑いているもう一柱の職しき神がみ『丹あか音ね』だ。

「お前はもういい。寝てろ。琴音に代われ」

「えー」

　暁月にすげなくそう言われて、ぷっと膨れっ面になる丹音。

「あかつきってひどーい」

「お前はいちいち面倒なんだよ」

　と暁月は言う。

「勝手に殺しまくられたら、たまらん」

「あかつきだってころすでしょ」

「お前のように楽しみはしない。楽しみで殺すのは歯止めが利きかなくなる。俺の殺しは目的達成の為の手段だ。手段に振り回されて目的から遠ざかるなど、本末転倒だろう」

「あかつきのいじわる」

　拗すねたようにそう言うと、一瞬、丹音の姿がぶれる。

　そして――

「――暁月様」

　別人のように落ち着いた表情で丹音が言った。

　いや。これはもう既に琴音なのか。

「どうやら修羅場のようだぞ」

　暁月は問題の離島を睨みながら言った。

　怒号と、轟音と、そして血の匂い。

　明らかに島では戦闘が繰り広げられているのが分かる。

「だがあれは一体……？」

　近付くにつれ、その戦闘の様子がはっきりと見えてくる。

　島の外縁の白い砂浜と、そこに間際まで迫る山林。

　その境目辺りで、乱戦模様になっているらしい。

　ただ……

「同士討ち？」

　水晶眼に映るその光景は、異様の一語に尽きた。

　明らかに阿あ芸き藩の機関甲冑と覚しき機体が、詩織達の機体に襲い掛かっているのだ。それどころか随伴の徒歩の兵達にまで攻撃を仕掛け、更には阿芸藩の機関甲冑同士、天てん部ぶ隊たいの機関甲冑同士でも攻撃を仕掛け合っている。

　それに――

「人が、人を……？」

　琴音が驚いた様子で呟つぶやく。

　そう。徒歩の兵が、同じく徒歩の兵に襲い掛かり、それだけでは飽き足らないとばかりにこれを――殺した同輩の肉を、臓物を、喰っているのだ。顔を血の紅に染め、意味不明の吠え声を上げながら、彼等は共食いを続けている。

　乱戦どころの話ではない。

　地獄絵図だ。

　しかも――

「……あれが」

　その惨状の向こう側。

　暁月は、明らかに巨大な――通常の機関甲冑の倍はあろうかという異形の機関甲冑が立っているのを見た。それはゆっくりと歩を進めながら、砂浜を後退する詩織達の隊に迫っていた。

「下がれッ!!」

　海面から砂浜に、一気に駆け込みながら暁月は怒鳴った。

　狂気渦まくその最中、理性の箍たがが入った一声はよく響いたか、詩織や兵ひよう衛えの機関甲冑がこちらを振り向くのが見える。だが暁月は構わず彼等の間を走り抜け、明らかに異常な行動を示している機関甲冑に肉薄する。

「斬撃特化！」

「御ぎよ意い」

　暁月の叫びと共に琴音が〈紅月〉の権けん水すい循環量と配分を調整。防御をほとんど無視、突進を最大限に活かして、すれ違いざまに斬りかかる一撃を、強化。

　横よこ薙なぎの一閃を喰らい、機関甲冑の三機が立て続けに姿勢を崩す。〈紅月〉が駆けぬけた直後、それらは揃って己の下半身から滑り落ちていた。

　砂を蹴立てて転進する〈紅月〉。

　更に二機の機関甲冑を立て続けに斬り捨てて、暁月は詩織達のところに駆け戻った。

「暁月……！　どうしてここに」

「これは一体なんだ!?　どうなってる!?」

　詩織の言葉に覆い被せるようにして問う暁月。

　ここで問答をしている場合ではないと思ったか、兵衛が何ど処こか憔しよう悴すいしたような声で言った。

「分からん！　突然、皆がおかしく――」

「おかしく？」

　確かに正気の沙さ汰たではないようだが。

　揃いも揃って一斉に、頭の中が壊れたか。

　だが――何な故ぜ？　そして兵衛と詩織だけがまだ正気なのは何故か？

「おかしく……」

　正気を失った機士と――機関甲冑。

　それで思い出すのは、江え羽ばの街で暴れていたあの機関甲冑である。

「あれと同じか!?　ということは――」

　一体どういう理屈なのかは分からない。

　だが――

「原因は、恐らく、アレか」

　暁月は水晶眼で見遣る。

　狂乱の渦まく砂浜を、平然と、王者の風格さえ漂わせて歩いてくる、巨大な機関甲冑を。
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　ただひたすらに絶望だけが頭上からのしかかっていた。

　天下分け目の大おお戦いくさ――隻せきヶが原はらの合戦に敗れ、敗走すること、十日。

　既に機関甲冑はおろか馬もなく、手勢といえば何とか合戦場から逃げ延びることができた十名余りの臣下のみ……その彼等もまた、主同様に無傷とはいかず、疲ひ労ろう困こん憊ぱいで動きすら鈍い。

　既に重い甲冑は脱ぎ捨てており、目立つ長槍も棄てた。

　落ち武者狩りは必ずしも、敵方の武士がするものとは限らない。中には農民が集団で襲い掛かってくる場合すらある。本来であれば武芸の鍛錬を積んで育った武士に、農民風情が殺し合いで勝てるはずもないが、落ち武者は大抵が疲労し、負傷しているし、何よりも倍以上の数で押されれば、結局は負ける。

「おのれ……」

　石いし田だ光みつ成なりは顔を覆った布の隙すき間まから怨えん嗟さの声を漏らした。

　布はたっぷりと彼自身の血を吸って、どす黒い斑模様に染められていた。

　合戦場から逃れる際――土壇場で裏切った小こ早ばや河かわの手勢に斬り付けられ、彼は顔を大きく負傷していた。臣下達が抱きかかえて逃げてくれなければ、彼はその場で首を取られていたことだろう。

　神経質な細面が、今や、悪あつ鬼き羅ら刹せつの表情を浮かべている。

　徳とく河がわへの恨み辛みだけが今の彼を支え、動かしているのだ。

　しかし――

「…………」

　脚が木の根に引っかかる。

　手を伸ばして何かを摑む余裕もないままに、光成はその場に倒れていた。

　彼は――彼とその腹心達は、草木深い森を縦断している最中である。

　実を言えば、こうして転倒するのももう何度目か分からない。敵方に見つかるのを避け、獣道のような場所を敢えて選び、主に夜半に動いてきた為――何度も石や木の根に脚をとられて、転んできた。

　その度に光成は臣下達に支えられ、起き上がり、先に進んだ。

　だが――

「…………」

　布の下で光成の顔が大きく歪ゆがむ。

　先とは一体どこのことを指すのか？

　今更……何処へ向かえば良いというのか？

　良くも悪くも光成は愚ぐ鈍どんではない。先の隻ヶ原の戦いが、戦国時代を終わらせるものであることをよく理解していた。改めて徳河に対抗し得る勢力はもうない。だからこそ反徳河の武将達は光成の下に集った。豊とよ聡とみの旗を掲げることで、徳河に何とか匹敵する力をまとめ上げようとしたのである。

　だがそれも失敗に終わった。

　勝者はこの日の本の支配者となり、次の時代を築く。そしてそこに敗者の居場所など何処にもないのだ。光成は既に合戦場から離れようとしているだけで、何処に向かっているかすら、自分達でもよく分かっていなかった。

「……殿」

　臣下達も光成の転倒に合わせて立ち止まる。

　彼等が差し出してきた手に――しかし、光成は縋すがることもなくその場に倒れたままだ。

　誰かの手を摑んで立ち上がる体力すらもうない。

「…………」

　臣下達は顔を見合わせる。

　たまたま今転んだのが光成というだけで、彼等とて、状態は大差ない。今倒れれば、起き上がる力すら、出せるかどうか怪しいものだった。

「殿――」

　臣下の一人がひどく据わった眼で光成を見つめ、片膝をついて言った。

「もはやこれまで。この期に及んでは逃げ延びることも叶いますまい」

「…………」

　光成は答えない。

　皆まで聞かずとも臣下の言いたいことはよく分かった。

　今まで誰もが、機会を得ずに言い出さなかっただけの話である。隻ヶ原よりこちら、常に絶望は彼等の背後からのしかかっていた。それは限界を超えて噴き出す瞬間を待っていたのだ。それがただ、今、というだけで。

「お覚悟を……」

　そう言う臣下の手は腰の刀に掛かっている。

　光成は倒れたまま唸うなるように呟いた。

「大おお殿とのの遺言通り、秀ひで頼より様を立派な御方になられるまで見守ることも叶かなわず……このような場所で……私は果てるというのか……」

「…………」

　臣下達は無言。

　だが彼等も既に覚悟を決めたのか、その場に座り込んで切腹の準備を始める者もいた。

　その時……

「――そこで諦めなさいますか」

　淡々とした口調で誰かが問うた。

「…………？」

　臣下達が顔を見合わせる。

　臣下達のものでもない、勿論、光成のものでもない、その声は、何処から来たのか。

　不安と緊張を含んだ視線が右に左にと振られ――

「――！」

　光成の脚をとった木の根――その幹の上、一際太い枝の上に一人の男が立っていた。

　宵よい闇やみに殊更に映える白装束、だが、それに今の今まで光成達が気づかなかったのは何故なのか。乱らつ破ぱの類か、それとも導術師か。腰には大小の刀を挿し、顔は上半分をやはり白い仮面で隠している。

　人の形は確かだが、その詳細はまるで分からない。

　白い影の如くに。

　いずれにせよ――

「……何奴か」

　光成は低い声で問うた。

「九つ十く九も衆しゆう」

　白装束はそう告げると、手甲をずらし、そこに黒々とした文字で入れられた『白』という文字の刺青を示して見せた。

『百』より『一』を引いて『九十九』……確かにその刺青は名乗りに相応しいものであったろう。もっともそれが即座に身の証になるかどうかは怪しいが。

「九十九衆……」

　光成は呟く。

　何度かその名は耳にしたことがある。

　乱破の集団とも、傭兵の集団とも言われる武闘集団。だが同じく傭兵の雑さい賀か衆しゆうなどと異なり、彼等が表舞台に出てくることはなく、むしろその存在を語る場合、印象としては狐狸妖怪の類に近い。名は聞くことがあっても、現実にその一員を名乗る人間に出会ったのは、光成もこれが初めてであった。

「……殿！」

　臣下達が身構えながら叫ぶ。

　いつの間にそこに現れたのか。光成達は十名余りの白装束に取り囲まれていた。恐らくは彼等もまた九十九衆なのだろう。

　しかし……

「治じ部ぶの少輔しよう――石田光成様とお見受けする」

　樹上の白装束がそう言ってきた。

「もし徳河の世が訪れるのを良しとしない気概をまだお持ちであるならば、我等には貴方様に手助けをする用意がありまする。ここから安全な場所にお連れした上で、幾ばくかの助力も致しましょう」

　言って樹上の白装束は光成のすぐ傍に飛び降りてくる。

　だがやはり影であるかのように音はなく、手を伸ばせば届くような距離にいながら、気配というものを感じられない。幽霊の類でもなければ、恐らく、相当な手練れなのだろう。

「…………」

　差し出された手を見つめる光成。

　やがて――

「…………頼む」

　彼が白装束の手を握ったのは、それからしばらくしてからのことであった。

　…………

　…………

「九十九衆……」

　巨大機関甲冑〈冥めい皇おう〉の御者座に座りながら――光成は呟いた。

「彼らの導きにより、阿芸の国の離島に居を構え、雌し伏ふくの時を耐え続けた。九十九衆は言葉通り我らに金と術を提供してくれた。その真意は分からなかったが、もはや失う物のない我が身、恐れる必要は何もなかった……」

　それは沙さ霧ぎりに対してというよりも、回顧を改めて口にしているだけのようだった。

「だが、再起を図るよりも先に、私は、豊聡家が滅亡したという知らせを聞くことになる。豊聡の――大殿の無念を晴らす執念しか残らぬ存在となった私の元に、九十九衆は、豊聡家守護甲冑〈天てん帝てい〉と、これをさらに強力に改造する知恵をもたらした」

　豊聡家守護甲冑〈天帝〉――天皇を差し置いて帝を名乗る機体を作る不ふ遜そんからか、あるいは別の理由があったのか、それは厳重に秘ひ匿とくされ、各地で部品が作られていただけだった。九十九衆はそれを集めて、阿芸の国の離島に――光成の元に運び込んだのである。

　これを使って復讐を成し遂げよと言わんばかりに。

　そして――

「最早、迷う余地など残されてはおらん」

　光成は御者座の肘掛けを握りしめながら怨念の滾たぎる声で言った。

「許さぬ。許さぬぞ徳河。大殿の――豊聡のご恩と御威光を忘れ、あのような……あのような……！」

「…………」

　既に光成の直上、もう一つの座に座らされている沙霧からは、抗議の声すら聞こえてこない。完全に諦めきったのか、喘あえぐような吐息の音だけが、漏れ落ちてくる。

　だが光成はやはりそれには構わず――水晶眼を通して浜辺を見据えながら言った。

「滅ぼしてやる。一族郎党根絶やしにしてやる。この〈冥皇〉ならばそれが可能ッ！」

　御者座から身を乗り出しながら、光成は――吠えた。
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　何をどうやったのかは分からない。

　だが――この阿芸藩の機関甲冑や、詩織の部下達のあり様を見る限り、機関甲冑の機士と職神を揃って壊したのは、間違いなくあの異形の巨大機関甲冑だ。

　暁月はそう確信していた。

「何か兆候はなかったのか!?」

　詩織達と共に下がりながら暁月は尋ねる。

　だが背後は――海である。

　勿論、機関甲冑は海の上を歩けるが、全力で戦うのなら、導術による水面歩行を考えずに済む地上の方が良い。人間の意識を壊す謎なぞの攻撃方法がなくとも、あの巨体から推測される異形機関甲冑の膂りよ力りよくは、侮れるものではない。

「それと……あんた達だけが無事なのは何故だ!?　機関将だからか!?」

「わからんが――」

　兵衛が言った。

「一瞬、何か、五感が狂うような、妙な感覚を覚えた。その直後だ、随伴の兵や、阿芸藩の藩士達がおかしくなったのは……それが二回。二度目の時は我が隊の機士達もやられた」

「感覚が……？」

「はっきりとは言えないけれど」

　詩織が更に続ける。

　女とは思えない程の剛胆な彼女だが、さすがに今はその声に緊張の強張りがある。

「その五感が狂う感じ――あれをもっと強烈に叩き込まれたら、私達も危なかったと思う。私達が無事だったのは、多分、距離が離れていたことに加えて、導術結界の強さによるものだろうけど……」

「つまり――」

　異形の機関甲冑を睨み据えながら暁月は言った。

「奴の、心を壊す攻撃も導術の一種か……？」

　何か特殊な導術結界を展開していて、それに触れる者、その内側に取り込んだ者に、狂気を植え付けるという寸法か。

　ならば……

「厄介な……そもそも近付くことすら出来ないのか!?」

　暁月は呻いた。

　基本的に、機関甲冑の戦いは斬り合い、即ち近接格闘だ。勿論、権けん水すい弾だんのような遠隔攻撃を可能にする武器もあるが……相手が機関甲冑の場合、威力の不安定な権水弾では、導術結界の干渉力に阻まれて、ほとんど効果が望めない。権水弾はあくまで対人、もしくは対施設用の武器だった。

　だがあの異形の機関甲冑には、そもそも近づけないのだ。

　となれば……事実上、倒す方法がない、ということになる。

　あの巨体も、そもそも相手よりも間合いを――というか導術結界の展開域を広げる為に、結果としてああなっているのだろう。権水の搭載量と循環流量、そして何よりも機体の大きさに導術結界の大きさは依存する。相手の攻撃がこちらに届く前に、近付いてくる敵を全て内側から――機士の心を壊す。

　それがあの異形の機関甲冑の基本戦法なのだろう。

「どんな方法をとればあんな代物が出来るんだ」

「さてね。とにかく――まともにやり合えば間違いなくこちらが負けるわよ」

　最初――まともに斬りかかった阿芸藩の機関甲冑は、一瞬で機士を壊されているという。心を強く持てば耐えられる、などという生やさしいものでもないのだろう。

　だが……

「――！」

　突如、異形の機関甲冑がその移動速度を速めた。

　走るとまではいかずとも、早足による接近。

　当然――

「下がれ!!」

　暁月は詩織と兵衛にそう叫んで剣を引き抜く。

「ちょっと――暁月!?」

「足手まといだ、下がれ！」

　既に阿芸藩の機関甲冑や、部下の機関甲冑との乱戦で〈昇しよう星せい〉も〈月げつ輪りん〉も損傷している。格下の中級機関甲冑とはいえ、数で劣る上、つい先程までは仲間だった相手と戦うのは躊躇ためらわれたのだろう。

　当然、権水も劣化が進んでいるに違いない。導術結界の強度が落ちていても不思議はなく、次にあの異形の機関甲冑が放つ、人も職神も狂わせる攻撃を受ければ、耐えられるとはとても思えなかった。

　もしこの二人と二機の上級機関甲冑が狂えば、益々厄介なことになる。

（だが〈紅月〉なら……）

　詩織達が無事だったことを思えば、上級機関甲冑ならば何とか耐えて刃の届く間合いに入れるかもしれない。また導術結界の効果であれば、導術結界を最大強度で展開すれば、ある程度までは相殺できるかもしれない。

　そう踏んで暁月は引かず、むしろ前に出る。

「琴音、導術結界、防御特化」

「御ぎよ意い――」

　琴音が応じて権水流量と速度を調節。

　紅月は己を芯として展開する導術結界がその厚みを増すのを感じた。

　そして――

「――！」

　視界が突如として歪んだ。

　水晶眼に映る世界が全て狂い始める。不快感や違和感を延々と煮詰めたかのような、心と体が嚙み合わないちぐはぐな感覚が、暁月の全身を這い回った。

「――ぐ」

　ぎり、と歯を嚙み締めて耐える暁月。

　だが――

「こ……れ……は……！」

　狂気が体中の皮膚から染み込んでくるのが分かる。

　暁月が防御特化を命じた導術結界は、これに抗しているのが分かるが、しかし、防ぎ切れていない。浴びせかけられる水を、布で防ごうとしているようなものだ。隙間から染み込んだ狂気は、じわりじわりと暁月本人の心に食い込んでくる。

　全身の皮膚がちりちりと炙り焼きされているかのように、むず痒い感覚が走る。

　いや。その感覚は更に育って、皮膚の一枚下を、まるで虫か何かが這い回っているかのような、吐き気を催す何かへと変化していく。同時に暁月の臓腑が異常を訴え、喉が無意味に渇き、眼に映る全てが、何か――怪物じみたものに見えて。

（これは……飢えと……敵意……いや……恐怖か……!?）

　全身の毛が逆立つような恐怖。

　身体の真ん中に孔が開いたかのような空腹感。

　それらが全身に広がっていく。

　多くの場合に……獣は勿論、人間も、空腹になれば何かと気が短くなり、攻撃的になる。

　それはつまり、生き物が生きていくには他の命を喰わねばならないという事実に基づく当然の結果だ。肉食であれ草食であれ、雑食であっても、生きていく為には一定の範囲の『縄張り』を確保し、そこから生じる糧を摂取せねばならない。

　だからその『縄張り』を侵してくるものは、己の生命を間接的に脅かす『敵』だ。

　当然、生き残る為にはこの『敵』を排除――即ち殺さねばならない。

　飢えは敵意と直結しているのだ。

（……く……くそ……）

　暁月は己の中で次第に育つ、方向性のない敵意に呻く。




　敵なのだ。

　敵なのだ。

　どいつもこいつも敵なのだ。

　己以外は全て敵だ。

　殺さねば。

　殺さねば。

　どいつもこいつも殺さねば。

　殺して解ばらして喰らわねば。

　さもなくば。

　さもなくば。

　己おれが敵に殺される。

　殺されて喰われて骨になる。

　殺せ。殺せ。殺せ。殺せ。

　喰え。喰え。喰え。喰え。

　さあ。さあ。さあ。さあ。




「ぐ………」

　手当たり次第の敵意、世界そのものを憎むかのような、怨念は暁月の内側からとめどなく湧き出てくる。

　しかも……

「あか、つ、き、さ……さ……さささ……ままままま」

　琴音の反応までおかしくなっている。

　まずい。職神が壊れれば、機関甲冑の導術結界も消える。そうなれば、暁月は生身で相手の前に立っているのに等しい。

「くそっ……！」

　暁月は〈紅月〉に地を蹴らせる。

　既に詩織と兵衛が波打ち際まで下がっているのは分かっていた。

　ならば――

（一度は引くしかない）

　そう決めて暁月が背後を振り返ろうとした――その時。
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　前述の通り――〈冥皇〉の水晶眼は沙霧にも全てを見せていた。

　その破は心しん結界によって、多くの者が壊され、殺し合い、共食いすらする様を。

　瞼を閉じてもそれは直接、沙霧の頭の中に注ぎ込まれる。眼を背けても背けた先に地獄絵図がある。耳を塞ぎたくても怒号や悲鳴は頭ず蓋がいの中に直接響く。

　どうにもならない。

　そしてその全てが……自分という人間がいたせいなのだ。

　これ以上は耐えられない。

　いっそ舌を嚙んで……とも思ったが、それは恐らく護ご法ほう獣じゆうたちが許してくれない。

　沙霧には自殺の自由すらないのだ。

　しかし……

「…………あか……つき……？」

　視界に見覚えのある黒い機関甲冑が見えた。

　あの鬼の若武者が駆る――機関将。

　それが、この〈冥皇〉の前にいる。

　刀を抜いて。

　身を構えて。

　まるで戦おうとするかのように――

「…………」

　戦う？　この近付く者の心を一切合切壊してしまうこの狂気の機関甲冑と？

　豊聡の怨念が生み出した大量殺戮兵器と？

　そんなことが――

「……あかつき……」

　喘ぐように沙霧はその名を呼ぶ。

　沙霧を豊聡の姫でもなく、護法獣憑きの恐ろしい女でもなく、ただの、有象無象の一人として見ていた――見てくれた若い鬼。

　確かに鬼の彼にとってみれば、沙霧など、平凡な人間の一人にしか過ぎないのかもしれない。人としての社会、人としての価値観、その外側にいるが故にこそ、彼は、沙霧を特別扱いなどしなかった。

　彼だけが。

　だから――

「あかつきっ……！」

　それはまるで祈りのように。

　それはまるで誓いのように。

　ごく自然に――内から湧き出る衝動に突き動かされて沙霧は叫んでいた。

「あかつきっ！　あかつきっ！　あかつきっ！」

　彼に聞こえたかどうかなど沙霧には分からない。

　だが何故だか届くはずだ――という根拠のない確信だけがあった。

　そして……

「お願い、お願い、ああ、どうか、どうか私を――」

　暁月ならきっと。

「――殺してぇッ!!」

　もうこんな馬鹿げていて、下らなくて、何よりも辛くて苦しい全てを、陽炎かぎろい沙霧に、いや豊聡の姫にまつわる全てを、なくしてくれるはずだ。




　　　　　●




「あかつきっ……！」

　それは奇跡と呼ぶにはあまりにも些さ細さいで、しかし必然と呼ぶには、あまりにも希け有うだった。

「あかつきっ！　あかつきっ！　あかつきっ！」

　彼の名を呼ぶ声がする。

　狂気にじわじわと正気を喰われていく感覚に、必死で抵抗しながら――しかしその声を追って暁月は眼を向ける。

　あの異形の機関甲冑の首元の辺り。

　分厚い重装甲のわずかな隙間。

　そこから見えるのは――

「……！」

　水晶眼が捉えた光景は、暁月の欲求に従って引き伸ばされる。

　拡大して彼の意識に投影されるのは――あの娘の顔だった。

　陽炎沙霧。

　彼女は――

「お願い、お願い、ああ、どうか、どうか私を――」

　懇願していた。

　泣きながら叫んでいた。

　あの常に物憂げで、感情らしい感情も気け怠だるさの向こうに沈めて示さなかったあの娘が、必死の相を浮かべて、声を限りに訴えていた。

「――殺してぇッ!!」

　――と。

「…………」

　暁月はその異形の機関甲冑を睨み据えながらも、後退する。

〈紅月〉の脚が波打ち際で飛沫を飛ばし、砂を蹴立て、膝まで沈む程の深さにまで達した時――ようやく琴音も正気を取り戻したようだった。

「暁月、様――」

「……琴音」

　暁月は彼にのしかかっていた狂気も速やかに引いていくのを感じていた。

　相手の攻撃の間合いの外に出たのだろう。どうやらあの機関甲冑は、巨体である分、どうしても動きが鈍るようだ。少なくとも〈紅月〉の方が動きは速い。

　全力で後退すれば、追いつかれることはないだろう。

　だが――

「今の……声は……」

「…………」

　気遣うような声の琴音には答えず、暁月は尚も後ずさりながら、あの異形の機関甲冑を睨み据え続けていた。
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　懊おう悩のうも逡しゆん巡じゆんも人の心を疲ひ弊へいさせる毒

　故にこそ憤ふん怒ぬも絶望も時にそれは甘かん露ろとなる

　考えることを止め　悩むことを辞め

　自ら何かを断じることを棄て、報復の一念に全てを委ねる

　まるで冷たい機関の如く

　されど絶望を打ち破り　怒りを乗り越える

　それは常に人の決意

　故にこそそれは鬼ではなく機関でもなく

　それこそが人の力
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　福ふく嶋しま正まさ憲のりは――恐らくは数年ぶりに――長々と溜息をついた。

　福嶋家別邸の奥座敷でのことだ。周囲に他の者の姿はない。正憲が一人になりたいと思い、人払いをしたのだ。藩主が重く深い溜息をつく姿など、とても藩士達には見せられない。

「恩おん讐しゆう……か」

　家老の長なが尾お和かず勝かつが、舌を嚙んで果てた。

　長く福嶋家に仕えた馴染みの武士である。正憲にしてみれば最も気安い相手ともいえた。彼のことは何でも知っているし、彼はまた正憲のことは何でも知っていると思っていたのだ。

　だが……やはり人の心は分からぬものであるらしい。

　正憲のあずかり知らぬところで和勝は、〈冥めい陣じん〉なる輩やから達と繋がっていた。

　徳とく河がわの世を転覆させることをその志として集った者達だという。

　あり得ない。

　今更そんなことが可能などとは、とても思えない。

　それが分からぬ和勝ではなかったはずなのだが――だとすればそれは、理詰めではどうにもならぬような強い衝動の結果か。

　恩讐――報恩と復讐。

　確かに正憲も豊とよ聡とみ家の下で出世してきた。亡き秀ひで吉よし公には恩がある。

　だが今己の手の内にある全てを投げ打ち、勝算のおよそ見えない行為に手を染めるなど――とても出来ない。

　恩讐にこだわる余りに、和勝はおかしくなっていたのか。

　いや――

「……それが武士というものだったな」

　正憲の口元を苦い笑みが過よぎる。

　そう。武士とはそういうものだったはずだ。

　勝目のあるなしにかかわらず、命を張って戦場を駆ける。命が惜しければ最初から戦わねば良い。命より大事なものがあると思うから武士は戦場に立つ。それはつまり武士を武士たらしめている根元の考え方であるはずだった。

「老いて緩んだか……」

　自じ嘲ちようの苦い笑みが正憲の口元をかすめた。

　既に戦場から離れて二十年近い。

　一度は病から隠いん居きよを決めた身である。大阪の陣の際にも彼は――豊聡の参戦要請を断り、むしろ嫡ちやく男なんが幕府方として戦場に出たくらいである。

　あの時、和勝は何を思っていただろうか。

　もう尋ねることも出来ない。

　だが――

「それとも我等全てが壊れておったのか」

　まるで熱病に罹かかったかの如く、天下統一の夢に踊らされて殺し合った。

　戦国武将という生き物は――いや武士というものは皆が皆、何ど処こかおかしかったのかもしれない。血ち腥なまぐささと縁を切った生活をしてみて、そんなことをふと思う。

　もう一度正憲は長々と溜息をついた。

　そして――

「……ります……！」

　家臣が叫ぶ声が聞こえる。

　それに被るようにして響くのは――

「機関兵……」

　その駆動音と足音である。

　正憲が眉を顰めつつも立ち上がり、襖を開くと……中庭に一機の機き関かん甲かつ冑ちゆうが立っているのが見えた。例の天てん部ぶ衆しゆう・朽くちの葉は詩し織おり――その副官のものだ。

　そして一機は――逃亡したと報告を受けていた、あの若い鬼の黒い機体である。

「何事――」

「福嶋様ッ！」

　兵ひよう衛えの声が福嶋邸全体に響いた。

「危急の場にて、無礼は許されよ！」

「…………」

　既にこの天部隊の不ぶ躾しつけな訪問には慣れてきた正憲だが、さすがにこれには唖然とするしかなかった。まさか機関甲冑に乗ったまま中庭にまで入り込んでくるとは。丁寧に整えられていた中庭の佇まいが滅茶苦茶だ。

　そういえばこの中庭は和勝が殊更にこだわって手を掛けていたものである。

　そんなことをふと正憲は頭の片隅で考えるが――

「件の〈冥陣〉、とんでもないものを造っておりました！」

　兵衛の叫びはそんな感慨を押しのける程に鋭いものだった。

「お家の兵、かき集められるかぎりにかき集められよ！　そして江え羽ばの街の民には逃げよと命じられませ！　さもなくば皆殺しの目に遭いまする！」

「なに……？」

　突如として告げられた危機に、正憲は眉を顰める。

　一瞬、意味が分からなかった。

　この男は何を言っているのか。

　豊聡の残党といえども所詮、離島にこもって機関甲冑を数機隠し持っている程度のもの、今更幕府を転覆どころか、地方の藩一つ墜とせはしまい――正憲はそう考えていたのだが。

　それは甘い見立てであったということか。

　そんな懸念を証するかのように――

「――殿ッ！」

　先程、兵衛を押しとどめようとしていた家臣とは別の者が、泡を食った様子で駆け込んできた。

「御無礼――」

「ええい、何事か！」

　呆然とした顔をさらしているのも格好がつかない。

　怒りの表情を取り繕いながら正憲は怒鳴り声で問うた。

　一瞬、家臣は首をすくめ――

「ただいま江羽の街の漁師達から、報せが……！　身の丈、通常の倍、巨大な異形の機関兵が海を渡り近付いてくると！」

　平伏しながらそう叫んだ。
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「ここは危険よ！　逃げなさい！」

　詩織は〈昇しよう星せい〉の剣を振り回して叫んだ。

　福嶋家への警告と要請は兵衛に任せ……詩織は、江羽の街の住民達を避難させることに注力していた。

　あの異形の機関甲冑――乗っている機き士しが『冥めい皇おう』と呼称しているのが何度か聞こえた――が放つ『力』は、機士だろうが歩兵だろうが区別なしだ。恐らくは影響範囲にある者には一切合切お構いなしに届く。港街たる江羽にアレが上陸して力を解放すればどうなるか――恐らく、離島の地獄絵図どころの話ではなくなる。

　だが……

「早く！　早く!!　逃げなさい！」

　住民達の反応は鈍かった。

「なんだ……何言ってんだこのお侍様は？」

「まだ飯も喰ってねえのに」

「待ち合わせの約束があるで、ここから動く訳にゃあいかんで――」

「あぶねえってこのお侍の機関甲冑の方がよっぽど――」

　当然といえば当然――いきなりやってきて具体的な脅威の存在も示さないまま『皆逃げろ』と叫んだところで、危機感を持てるはずがない。日常というものは一度定着してしまえば、誰もが思う以上に強固である。そこから抜け出るには、分かり易くも切迫した……実感として分かる脅威が必要になる。

　詩織だけでは……彼女と〈昇星〉だけでは、それに不十分ということだ。

　誰もが驚きはしているが、一も二もなく詩織の警告に従う者は皆無であった。むしろ怪け訝げんの表情を浮かべて〈昇星〉を見上げている者がほとんどである。

　近くには暁あか月つきの〈紅こう月げつ〉もいるが、こちらは、海の方を見据えて動かない。

　そして――

「……来た」

　暁月が呟つぶやくように言った。

　同時に――距離が開いていた為に、曖あい昧まいに霞かすんで見えなかったその異形が、明確な輪郭を得て近付いてくるのが分かった。

　まだ例の力は届かないようだが……もし届く距離にまで接近されれば、離島とは比較にならない惨状がこの街の中に現出するのは間違いない。

「逃げなさいったら！」

　詩織が焦じれて叫ぶ。

　だが――

「何を悠長なことを」

　面倒臭そうに暁月が言う。

　次の瞬間――〈紅月〉が動いていた。

　その得物、巨大な刀を抜き放つや否や、刃を返し、これを近くにあった漁師小屋に叩き付けたのである。機関甲冑の遠慮会釈ない一撃は、小屋の屋根をごっそりとえぐり取る。裂かれ砕かれた建材は、結構な距離を飛び――海面に幾つもの水柱を上げながら、沈んでいった。

　分かり易い、とてもとても分かり易い、威力。

　刃を返したのは、単に切り裂くよりも、派手な破壊になるからか。

　当然――

「わ……わあああああ!?」

「ひいいいいいい!?」

　住民達は、一瞬呆然とした後――大慌てで、先を争うように逃げ始めた。

「暁月……貴方あなた」

「関係のない他人に構っている場合か。死ぬぞ」

「…………」

　愛想のないその物言いに、しかし詩織は苦笑した。

「憎まれ役を買って出てくれたって訳ね」

「何の話だ？」

〈紅月〉の中にいる暁月の顔は見えず、口調も声音もいつも通りの愛想のないものだが。

「俺は鬼だ。他を脅かすのが性た質ちのようなものだ」

「……まあいいわ」

　詩織は言った。

　自分の人を見る眼は、やはりそう曇っていなかったのだと彼女は思う。

　偽悪を気取ってはいるが、この暁月という鬼は、冷酷非情にはなりきれていない。

　関係のない他人に構っている場合ではないというのならば、そもそも、どうして暁月は此こ処こに残っているのか。さっさと遁とん走そうすれば良いだけのはずである。ましてやわざわざ漁師小屋を壊して危機感を住民達の上に作り出す必要はない。

　本人にも自覚はないのだろうが、やはり、この若い鬼は険のある見た目に反して、性根が優しいのだろう。先に江羽の街で機関甲冑が暴れた時に、わざわざ介入してきてこれを止めたのも――単に、見て見ぬ振りが出来なかったに違いない。

　ともあれ……

「……下がれ」

　暁月が言いながら自らも後退する。

　だが異形の巨大機関甲冑は――

「……ん？」

　詩織は目を細めた。

　水晶眼による拡大視覚で確認する。

　間違いない。停まった。

　歩くのを止めているのだ。その証拠に僅わずかだがその巨体は水面下に沈んでいた。足首辺りまでが水に浸かっているのである。恐らくは導どう術じゆつ結界による水面歩行を止めたのだろう。完全に沈まないのは、恐らくあの辺りが浅瀬なのか、それとも岩がん礁しようの類でもあるのか。

　いずれにせよ……

「何の意図が？」

「……導術機関の不調かもな」

　詩織の呟きに暁月が――自身でもあまり信じていないような、熱のない口調で応じた。
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〈冥皇〉は江羽の街に上陸するその直前で、停止を余儀なくされていた。

「むっ……？」

　上機嫌で海を渡っていた光みつ成なりは、眉を顰める。

〈冥皇〉は通常の機関甲冑と異なり、職しき神がみも『複座』である。

　ただし破は心しん結界の源たる蠱こ毒どく法ほうの職神を押さえ込んでしまわないように、特別に調整された付つく喪も神がみ――合成霊体が制御用に組み込まれている。正気を失った職神だけでは、機体の制御は勿論、機士との同調・接続にも支障をきたすからだ。

「出力があがらん。権けん水すいの流量調整か……あるいは冷却の問題か」

　権水は機関甲冑内を循環し、その内に蓄えた力を、機体の隅々へと供給する。この権水の循環が人間のそれよりも数倍強力な導術結界を生み出すのである。いわば権水は機関甲冑の血液だ。

　だが……権水は蓄えた霊力を放出する際に熱を帯びる。

　循環流量を上手く調整しなければ、各部の劣化や、権水そのものの急速な変質を引き起こす。そしてこの権水の流量調整は職神の仕事である。

　実のところ、〈冥皇〉の肩に取り付けられたやたらに大きな装甲は、単なる虚こ仮け威おどしではなく、権水の冷却器も兼ねているのだ。常識外れの巨体を動かす以上、権水の循環量とそこから発生する熱も無視出来ない量になるからである。

　ともあれ――

「……む……む」

　光成は唸うなる。

　あと一歩で上陸し、街を蹂じゆう躙りん、破壊し尽くせると思っていたのだが。

　わざわざ制御用に専門の職神を積んでいるお陰で、整備の職人がいなくとも、細かな調整は全て任せておける。内部の細かな部品程度なら、自ら予備と交換することすら出来るようにこの〈冥皇〉は造られていた。

〈冥皇〉に繋がった光成の意識の片隅で、合成された職神が、今までの稼働経験から、最適な流量調整を探っているのが分かった。

　多少、時間はかかりそうだ。

　だが――

「まあいい」

　光成はにたりとその細面に凄惨な笑みを浮かべて言った。

「姫――御覧召されよ」

「…………」

　上の座にいる沙さ霧ぎりからの返事はない。

　だが構わず光成は言った。

「阿あ芸きの領民共が逃げ惑っておりまするぞ」

「…………」

「はは。当然、当然。如い何かなる者もこの最終兵器〈冥皇〉には勝てますまい。天部衆とやらもあの体たらく」

　水晶眼が視界を拡大。

　海沿いに二機の機関甲冑が立っているのが見える。

　先程、島にやってきた天部衆のものと、それからその後やってきて天部衆の皆殺しを邪魔した黒い機関甲冑と。

　だがどちらも遠巻きにこちらを睨み据えているだけで、近付いてこようとはしない。

　なまじ、強力な導術結界により抵抗力があった分だけ、破心結界の恐ろしさは身に染みているのだろう。近付かないのではなく近づけないのだ。近付けば自分達も正気を失い、殺し合い、共食いをするのだと分かっている。

「徳河の軍神？　ははは、天部衆何するものぞ！　この〈冥皇〉を恐れて遠巻きに眺めるだけで精一杯よ。はははは！」

　哄こう笑しようする光成。

「待っていろ、待っていろ徳河め！　徳河なんぞに恭順を示す忘恩の奴ばらめ！　殺して！　潰して！　蹂躙してやる！　恐るるものなど何もない！　このまま街道沿いに進撃し、江え渡どまで攻め入ってくれようぞ!!」

　鋼鉄の魔神の体内で、光成は己が描く地獄絵図を夢想して――高々と嗤った。
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　浅瀬に佇む鋼鉄の魔神。

　その異形を――海岸線を臨む小さな山の上から眺める者の姿があった。

　白装束と仮面の男。

　帯たて刀わきと呼ばれていた九つ十く九も衆しゆうの一人である。

　彼の脇には配下らしい者の姿もあるが、こちらはごくごく普通の姿――何処にでもいそうな平民の姿をしている。網や釣り竿を持てば漁師に見える、鋤すきや鍬くわを持てば農夫に見える、そんな特徴のない姿であった。

　実のところ、乱らつ破ぱの類は、大抵がこんな容姿である。

　目立たず、周囲の風景に溶け込んで、人知れず謀はかりごとを実行する。見栄や体裁は必要がない。そういう意味で派手な甲冑を着たがる武士達とは――特に大なり小なり自己顕示欲の強い武将達とは、考え方が真逆なのが乱破である。

「――よろしいのですか？」

　配下の男が気遣わしげに尋ねる。

「あのままでは……」

「恐らくは権水の加熱による停止であろうよ。まさかあのまま立ち往生ということもあるまい。万が一の場合には私も動くが――その前に」

　帯刀は節くれ立った指で己の顎あごを撫でる。

「江羽の街にいるあの黒い機関甲冑……」

「例の、鬼の若武者が乗っているという？」

「そうだ。あれがどうにも気に掛かる」

　帯刀は背後を振り返った。

　そこには、木々の間に紛れるようにして、一機の機関甲冑が膝をついている。

　帯刀の愛機――〈氷ひ影えい〉。

　白い機体に重装甲と重武装をまとったその姿は、威圧的の一語に尽きる。

　だが――

「あの形と駆動音は我が〈氷影〉に似ている。万が一にも我等が奪い漏らした一機があったとすれば、これは由々しき事態――果か心しん様の御采配を仰がねばならんかもな」

　仮面の下で目を細めて帯刀はそう言った。
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　既に空は茜あかね色に染まりつつあった。

　黄昏たそがれと呼ばれる刻限である。

　異形の巨大な人型が海面に長々と歪いびつな影を落としている。光の反射を受けて、絶えず変化する細かな斑模様をその表面に浮かび上がらせながら――しかし、相変わらず浅瀬に佇んだまま、件の機関甲冑に動きはない。












　先の詩織と兵衛の経験からおおよその数字を割り出したか――恐らくはあの人の心を壊す力の届く範囲の外側で、扇状に何機かの機関甲冑がこれを取り囲んでいる。しかしそれ以上は手を出しあぐねているというのが実情だ。

　試しにとばかりに権水弾を数発撃ち込んだようだったが、それらは異形の機関甲冑に傷一つ付けられなかった。導術結界が展開している証拠だ。

　つまり迂う闊かつに近付けば……十中八九、心を壊されるということである。

「…………殺してくれ、か」

　暁月は〈紅月〉に乗ったまま、水晶眼を通して、その異形の機関甲冑を見つめていた。

　どうやら機体の名は〈冥皇〉というらしい。肩や腰の数ヶ所、装甲の表面にその文字が彫り込まれているのが見えた。

　詩織達が、江羽の住人の避難を手伝うのに忙殺されている隙に、暁月は彼女等から離れ、当初、荷役船を襲撃する直前まで潜んでいた松林に来ていた。潜伏と言うには大雑把だが、此処ならばそうそう〈紅月〉の機体も目立つまい。

「沙霧様のことですか？」

　ふと琴こと音ねの声が響く。

　水晶眼に暁月の目は同化している為、琴音の姿は見えていないが――恐らくは暁月のすぐ傍、〈紅月〉のすぐ脇にでも浮かんでいるのだろう。

　既に死した娘の残像。

　それは暁月に『救えなかった』という事実を延々と突きつけ、彼を復讐に走らせる。

　最も皮肉なのは、琴音本人は恐らくそういう血腥いことを暁月には望まないだろうということと――彼女の生前の現し身である職神の琴音もまた、暁月の復讐にあまり肯定的な表情を見せないということである。

「自分の人生を生きていない……とか言っていたな」

　暁月は呟く。

　常に誰かの思惑に翻ほん弄ろうされ、ただ、生きて在るだけの――自分の意思では何一つ自由にならない人生。それから逃れようにも、護ご法ほう獣じゆうが自殺を阻む。ならば護法獣よりも強力な力で、彼女を殺し去るしかない。

　例えば機関甲冑のような。

　ある意味で、今の状況は、沙霧にとって理想的なものとも言える。

　もしあの〈冥皇〉を倒せることがあるとすれば――それは、沙霧諸共ということになろう。

　期せずして彼女は死ぬことが出来るということだ。

「殺してくれとおっしゃってました」

　琴音はぽつりと呟くように言った。

「……そうだな」

「まだ、生きているのに」

　ごくごく当たり前の、単なる道理を示すだけの一言である。

　もしそれが職神の――幽霊の口から出た言葉でなかったならば。

「…………」

「どうなさるのですか？」

　職神特有の淡々とした――温かくも冷たくもない、ただ事実を事実として告げるだけの口調が、静かに問うてくる。

「殺すのですか？」

「さて――な」

　暁月は曖昧に応じた。

「だが……例の白い機関甲冑が出てこなかった」

　どうやらあの〈冥皇〉を造った〈冥陣〉とやらの組織は、九十九衆の支援こそ受けていたようだが、仲間という訳ではないらしい。その証拠に、荷役船を襲撃した際に暁月と戦った白装束の男が――その白い重装の機関甲冑が、姿を現さない。

　例の血判状にも九十九衆と覚しき者の名はなかった。

　九十九衆の行動は全て邪魔する――というのならば、〈冥陣〉と戦うのにも意味はあるのだろう。だが〈冥皇〉と戦い、これを倒したとして、それは本当に九十九衆にとって痛手になるのだろうか。

　その保証は何処にもない。

　そもそも九十九衆は騒動や争乱の背後に暗躍するが、何を思ってそんなことを繰り返しているのかを暁月は知らない。彼等の思惑が何処にあるのかに暁月は興味がない。九十九衆を狩り出して殺せれば、それで充分だ。

　ここでこうして〈冥皇〉の様子を窺うかがっていることすら、九十九衆を追うという意味では、時間の浪費である怖れもあるのだ。

　だから――

「このまま何もせずに視ているだけなのですか？」

「あるいはこのまま立ち去るか……だが」

　暁月は熱のない口調でそう言った。
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　詩織は、福嶋家別邸を本陣として作戦を練ることにした。

　既に福嶋正憲からの協力は全面的に取り付けることが出来た。どうやら家老の長尾和勝の一件が響いているのだろう、若干、気の抜けた風情で、正憲は詩織達の言うがままに、臣下に対する指揮権と、場所としての福嶋家別邸を提供してきた。

　だが――

「幕府への支援は早馬にて要請しております」

　別邸の庭に置いた卓の上に、江羽とその周辺の地図を広げながら兵衛が言う。

　周囲ではそろそろ暗くなり始めた為に、家臣達が篝かがり火びの準備を始めている。

「どのような機関甲冑だろうと――」

　詩織は腕を組んで地図を睨みながら言った。

「中に乗っているのが人間である以上、いつかは降りねばならない」

　そもそも機関甲冑は、完全な自動化が出来ない。

　機関甲冑を動かすのは導術結界であり、それを展開する為には、最低限、その芯となる人間の意思が必要になってくる。中に人が乗っていない機関獣の類ですら、手綱を握ることで、導術機関と人間を繋ぐという作業をしているのである。

　つまり……いかに〈冥皇〉が強力で、周囲には近付きがたいとしても、食事なり用足しなりの為に機体から降りなければならない時が来る。いや、それらは〈冥陣〉とやらの仲間が手配するとしても――逆に言えば〈冥皇〉を包囲し、仲間を近づけないようにしておけば、勝手に〈冥皇〉の機士は自滅してくれる。

　要は城攻めと同じだ。

　だが――問題はこの『城』は自らの脚で歩く上、狂気を無差別にばらまいて回る。

　機体が大きい分、食料を積み込んでさえいれば、一週間やそこらは乗ったままも可能――ということがあり得る。そうなれば、その間、周辺にどれだけの被害が生じるか、想像もつかない。

　そしてもしあの〈冥皇〉の脚が速ければ――一週間やそこらで江渡にまで達してしまう可能性もあるということだ。そうなれば本当にあの機体は幕府を転覆させかねない。江渡の何十万という人間が互いに食らい付き殺し合う様は――間違いなく国家体制を崩壊させてしまう。あの機体が離れた後も、影響を受けた人間が壊れたままならば、日本の全てを狂気で満たすことすら可能かもしれない。

　いずれにせよ、アレを止めるならこの江羽でだ。

　阿芸藩から出せば、もう事実上の手遅れと言っても良いだろう。

「と……なれば」

　詩織は唇を舐めて言った。

「幕府の要請を受けた他藩からの援軍が来るまで、如何にして持ちこたえるか、あるいは被害を出さないようにするか、という考え方に切り替えるべきね」

「御意にございます」

　満足げに頷く兵衛。

　親子という程に歳が離れている訳でもないが、やはり詩織の武士としての優秀さを――成長を見るのは、彼にとって喜ばしいことなのだろう。

「ただ、時間稼ぎをするにしても、近づけぬというのはやはり厄介でございますな」

「そうね」

　詩織は腕を組んで唸る。

「そもそも、職神が発する結界に守られた機関甲冑は鉄砲や大砲がほとんど効きかない」

　これに関しては詩織達のような機士には常識の範はん疇ちゆうだが――既に阿芸藩の機関甲冑が挑発的に三度ばかり権水弾を撃ち込んでいるものの、〈冥皇〉が無傷だったことからも、分かる。

　そもそも機関甲冑は〈冥皇〉に限らず、導術結界に護られているので、人間の意思と繋がっていない攻撃は全て逸そらされてしまう。

　ただ――

「それ故、通常は同じ結界を持つ機関甲冑をぶつけて、至近距離で結界を相殺しあいながら戦うというのが定石となるわけですが……」

「けれど迂闊にあの敵に近づけば、職神や機士が狂う……」

「……職神にまで影響を及ぼすということは、間違いなく強力な導術結界の一種。しかし、あのような強力な導術を使う者は、見たことがございません」

「ええ、私もよ」

　忌いま々いましげに言って、肩越しに後方を振り返る詩織。

　その方角に――〈冥皇〉がいる。

　アレはまだ浅瀬に佇んだままなのか。

　それとも……

「あぁ、具体的にどうしたものだか！　少なくともこちらも機関甲冑を出して迎え撃とうとしても、いたずらに被害を増やす――どころか正気を失った機関甲冑が暴れ回れば敵を増やすことにもなりかねない」

「左様で」

「なんて厄介な機関甲冑。おそらく、単機では現在稼働している機関甲冑の中でも最強級の化け物ね」

　詩織の口調に、若干、悔しげな響きがあるのは――やはり天部衆の矜きよう持じからか。相手を最強と認めるということは、つまり自分が敗北したと認めることに他ならないからだ。

　しかし……

「何かお考えがございますか？」

　兵衛は、詩織の表情がまだ戦意を漲みなぎらせていることに気づいていた。

　諦めていない。投げ出していない。

　まだ彼女は闘うつもりで――その為の腹案を一つ持っているということだ。

「……一つだけ」

　詩織は視線を地図の上に落として言った。

「最後の手段だけれどね」

「最後の、ですか？」

　若干、不安の滲にじむ声で兵衛が問う。

　詩織がこういう言い方をするということは、あまり真っ当な手ではないと彼も気づいているのだろう。

「あくまで火砲や権水弾の類は『効きにくい』というだけなのよ。処理容量を超える威力が叩き付けられれば、導術結界は破は綻たんせざるを得ない」

「それは……」

　その通りだ。

　だが通常、導術結界が破綻するだけの威力を集中することが困難な上、正確に狙う為には〈冥皇〉の足止めが必要になる。

「沖合におびきだす」

　と詩織は言った。

「沖合――まさか」

　兵衛が驚きの表情を浮かべた。

「鎖さ国こく境さかいの――」

「ええ。あの鎖国境の広域結界なら、あの機体の結界に干渉して動きを止めることも出来ると思う訳よ」

　日本は現在、国を閉じて、ごく一部の外国商人の出入りだけを許している。

　海外から入り込んでくる思想や、危険物を閉め出し、宣教師や真っ当な貿易商に偽装した侵略の尖兵や奴隷商人を排除する為だ。

　そしてこの鎖国という体制の為に、幕府は鎖国境という広域の結界を展開している。

　これは日本列島を囲む強力なもので、『鎮守御役』と呼ばれる幕府の導術師達が交代でこれを維持していた。前述の通り、人間の意思が導術機関に繋がっていなければ、導術は働かないからである。

「しかしあれは幕府の直轄――」

「私だって将軍直属よ」

　平然と詩織は笑った。

「…………」

　兵衛は溜息をつく。

　こうなっては詩織を思い留めさせるのは無理だろう。そして実際、他にあの〈冥皇〉を倒す為の妙案がある訳でもない。

　ただ……

「しかし詩織様」

「何？」

「さらわれた陽炎かぎろい沙霧はどうやら、あの〈冥皇〉とかいう機体の首元辺りに乗せられているようですが」

　沙霧が暁月に対して呼び掛けていたのは――『殺して』と叫んでいたのは、詩織達の耳にも届いていた。

「脚を止めて結界の許容を越える大威力による集中攻撃。火砲や権水弾の類は、当然ながら寸止めなんぞということも出来ない。そのことを思えば、彼女は間違いなく……」

「死ぬわね」

　溜息をついて詩織は言った。

「それはむしろ好都合というものかもしれないわね」

「詩織様……」

「殺してくれと言っていたでしょう。殺してあげられるわ。私は暁月ではないけれどね」

「…………」

　渋い顔で兵衛は唸った。

　彼は分かっている。詩織とて出来ることなら沙霧を助けたいと考えているはずだ。だが確実に〈冥皇〉を倒したいなら、彼女のことにまで気を回している余裕はない。

　非情と罵られようと冷酷と誹られようと、ここは彼女のことを無視して作戦を回していくべきだろう。そう詩織は判断したということだ。

「他に方法は？」

「…………」

　詩織にそう問われて、しかし兵衛はただ首を振るしかなかった。
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　待つことは苦にならない。

　人生の重要な局面において石いし田だ光成は何度も忍耐を試されるような待機を余儀なくされてきた。自らが天下統一の器でないことは早々に理解していたからこそ、戦国武将としての石田光成の理想は、それが可能な人間に仕えることであった。そして誰かに仕えるということは即ち、大局的な判断を自らしないということであり、犬の如くに、主の命令を待ち続けるということに他ならない。

　光成にとって、その理想を具現してくれる相手が豊聡秀吉であり、事実、それは九割方実現した。征夷大将軍にこそなれなかったものの――それ故に幕府を開くこともなかったが、秀吉は事実上、この日の本の国を統一し、それどころか、他国へすらも手を伸ばすまでの力を持っていた。

　そんな彼すらもが、老いには勝てなかったが。

　その後――九十九衆の導きに従い、この阿芸藩の離島に隠れ家を構え、部品として運び込まれる〈冥皇〉を組み立てながら、決起の時を待った。結果として、天部衆の出現により、わずかながら予定は早まったが、雌伏の時を苦痛に思ったことはない。

　ただただ徳河への恨み辛みだけを胸に、彼はこの二十年近い歳月を過ごしてきた。

　そして――

「…………」

　光成は眼を開く。

　組んでいた腕もほどいて――先程、職神から頭の中にもたらされた諸々を検分する。

　権水流量の調整はほぼ終了した。冷却も海水を用いて終了し、〈冥皇〉は全力で稼働出来る。斬り合いなどの激しい動きをすれば、また権水の加熱を招くかもしれないが、そもそも〈冥皇〉には機関甲冑さえ近づけない。上級機関甲冑ですら、斬り合いの間合いにまで入っては無事ではいられないはずだった。

　手始めにこの阿芸藩を征する。

　そこから順次江渡に向かって進んでいけば良いのだ。

「姫様。冷却が終わったようです」

「…………」

　声を掛けても沙霧からの返事はない。

　だが光成は構わず、自分自身に向けて頷くと、〈冥皇〉を再び歩ませ始めた。




　　　　　●




　日本は豊聡の時代から鎖国を続けている。

　かつて耶蘇キリスト教の宣教師が奴隷商人を兼任していたことや、軍船に代表される兵器や国内状況の偵察情報を、国外に持ち出そうとしていたことから、太閤秀吉によって『外国人の多くは有害である』と断じられ、日本という国は外国に対して頑なに身構えることになった。

　この政策は徳河の治世となっても変わらず、むしろ強化されることになる。

　徳河幕府が鎖国を続けた理由はしかし、貿易による利益を幕府が独占することで、中央集権の一強支配体制を維持するという目的もあったらしい。

　いずれにせよ、徳河幕府は、この鎖国体制をより完全に維持する為、導術機関を使った仕掛けを用いることになる。

　それが『鎖国境』と呼ばれる海上の導術機関である。

　これらは、専用の船の上に載せられた大型の導術機関で――船は大抵の場合、錨いかりを降ろしてそこから動かない。海上に点々と配置されたこれらの導術機関を繋いでいくと、日本列島をすっぽりと囲む鎖国の『線』が出来上がる。

　これらの『線』は、普段、目に見えないが実際に存在していて、そこに船舶が触れると強烈な威力を発揮する。相互に『線』で繋がれた幾つもの導術機関から力が集中し、木造船であれば炎上し、鋼甲船であれば強力な稲妻を帯びて中の人間は死滅する。

　機関甲冑も例外ではない。

　ただ導術結界を帯びる機関甲冑は、この『鎖国境』の『線』にある程度は抵抗出来ると考えられている。越えることは出来ないにしても――そもそも導術機関の規模も違えば、数も、権水の量も違う――即座に破壊され、中の機士が死ぬということはない。導術結界が機体と機士を護ろうとして働き、『鎖国境』の威力を無効化しようとするからである。

　詩織が考えたのは、〈冥皇〉をこの『鎖国境』にぶつけてその導術結界の機能を麻ま痺ひさせようという策であった。

『鎖国境』の鎮守船の配されている間隔は〈冥皇〉の結界の半径よりも広いので――何しろ二百隻あまりで日本を丸ごと覆っているのだ――上う手まく『鎖国境』まで〈冥皇〉を追い込めば、〈冥皇〉の心を壊す結界の影響を受けることなく、これを無効化出来るはずだ。

　だが既に上陸間際の〈冥皇〉をまた沖合までおびき出すのは至難の業わざである。

　故に、何らかの手段で〈冥皇〉を沖合に誘導するのと同時に、鎮守船も江羽の街に寄せてくることを詩織は考えていた。

　その為――

「否。幕府の直令がなければ勝手なことは出来ませぬ」

　鎮守船の――上。

〈冥皇〉の結界を大きく迂回した詩織は、江羽の沖合に停泊中の鎮守船に乗り込み、鎮守御役の導術師に直談判をしていた。

　だが……鎮守御役は幕府の直轄である。

　各地に配置された鎮守御役が、地元の藩に懐柔されて、ほいほいと『鎖国境』を解いてしまっては意味がない。この為、幕府の信任厚い直轄の導術師が、派遣されてきて任にあたるのである。

　当然、彼等は融通が利かない。頑固にただ黙々と結界を張り続けることだけが彼等の存在理由だからである。

　詩織の頼みにも、やはりその鎮守御役の導術師は、顔をしかめて首を振った。

「そこを何とかしてくれと言っているのよ」

　と詩織は鎮守船の甲板中央、『鎖国境』導術機関の制御座に座ったまま、立ち上がりすらしない鎮守御役に詰め寄った。

　幕府の内部でも口の悪い者は彼等を『即そく身しん仏ぶつ』などと呼んでいるが――長い務めを、一瞬たりとも途切れさせることなく黙々とこなす為、彼等の多くは、制御座に座ったまま、飯を食い、用を足すと言われている。制御座もそれに対応した造りになっていたり、交代で彼等の身を清める専門の世話役が同乗していることも多いのだとか。

　ともあれ――

「我等は不動の鎮守御役。頼まれたからと言って国境を気楽に変えていては、国体の維持もままなりませぬな」

「だから、その国体の危機だと何度言えば――」

「ならばまずは幕府からの直令が送られてくるよう、手配なさるが筋」

「そんなことをしている暇はないってのよ!!」

　詩織は苛いら立だたしげに叫ぶ。

　どうにもこの鎮守御役と呼ばれる者は融通が利かない。

　しかも妙に幕府直属――将軍直属であることに矜持を持っているらしく、同じく将軍直属の天部衆にも対抗意識を燃やしているらしいのだ。恐らくこの話の通じなさは、一種の嫌がらせであろう。

「ああもう……何なのこいつは」

　詩織は呻うめくように言った。

　実のところ、ここまで頑固な相手とは思っていなかったのだ。

　あるいは詩織自身、天部衆の権勢というものを過信していた部分はあるかもしれない。

　どうしたものか。

　そう思った――矢先。

「――詩織さま！」

〈月げつ輪りん〉に乗ったままだった兵衛が叫ぶ。

「なに!?」

「あれを――」

〈月輪〉の鋼鉄の指が指し示す先。

　そこに、普通の波とは異なる波は濤とうが見えた。

　何者かが海の上を、波を蹴立てて駆けている。

　機関甲冑だ。

　それも黒い――

「――暁月!?」

　慌てて詩織は甲板上に膝をついていた〈昇星〉に滑り込むと、水晶眼で確認する。

　間違いない。暁月の〈紅月〉だ。

　向かう先は――

「――！」

　今まさに動かんとして手足を震わせている、巨大な異形の機関甲冑である。

　アレを相手に闘うつもりか。

　それも――格闘で。

「待ちなさい！　無茶は――」

　万が一にも〈紅月〉が中の機士ごと壊れて暴れ出したら、とてもではないが手がつけられない。〈冥皇〉一機ですらもてあましているのに、それに正気を失った上級機関甲冑が加わればどうなるか。

「どうかな」

　暁月の呟く声が聞こえた。

　いや――見えた。

　お互いに霊視可能な水晶眼を通しているので、焦点を合わせてさえいれば、遠距離の微かな声でも何とか拾うことが出来るのだ。

「二重結界は奴の専売特許じゃねえんだよ」

「二重結界!?」

　それはつまり導術結界を二重に張るということか？

　確かにそれならば、あの〈冥皇〉の力に耐えて剣を振るうことも出来るかもしれない。

　だが――どうやって？
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　近付いてくる〈冥皇〉の異形。

　次第に、威圧するかの如く大きくなってくるその姿を見据えながら、暁月は吠えた。

「起きろ、丹あか音ね！」

「…………暁月ってすんごく勝手」

　そんな言葉と共に、ふと、琴音の表情が変わる。

　何処か落ち着きのある儚はかなげな娘のそれから、無邪気な童女めいたそれへと。

　機関甲冑〈紅月〉のもう一人の職神――丹音。

　彼女は唇を尖らせて拗すねたように言った。

「寝てろとか起きろとか」

「――殺させてやるぞ」

　暁月は獰どう猛もうな笑みを浮かべながらそう応じる。

「血を、吸わせてやる」

「え、本当？」

　ぱっと表情を輝かせて琴音、いや丹音は言った。

「噓うそは言わない」

「そっか。よし、頑張る」

　丹音は笑顔でそう宣言すると――

「導術結界、私の分も展開するね？」

「頼む」

　暁月が頷くと同時に、〈紅月〉の周囲の光景が、一瞬、歪む。

　それが二重に展開された導術結界相互の、優先順位を争う干渉の結果なのだと知っているのは、暁月と丹音のみである。だが相互干渉の歪みはすぐに消え、代わりに〈紅月〉の周囲は淡い燐りん光こうが飛び交うようになった。

「――さあ」

　水晶眼の視界の中で、急速に大きくなる〈冥皇〉の異形を見据えながら、暁月は言った。

「殺してやるぞ。九十九衆以外は不本意だが、それが、九十九衆の企みの邪魔をすることになるのなら、是非もない！」
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　同時に――沙霧もまた、近付いてくる〈紅月〉を捉えた水晶眼の視界を見ていた。

「……暁月」

　沙霧は憔しよう悴すいした表情でぽつりと呟いた。

「……私を……殺してくれるの……？」

　既にまともな生き方など許されない、豊聡直系の姫。

　自分の意思など誰も求めていない。誰も許してはくれない。

　ただその身に流れる血のみに誰も彼もが価値を見いだし、あるいはそれを忌み嫌い、沙霧本人になど興味を持たない。そこに沙霧という人間の心があることなど、気づきもしない。

　だから……

「死ぬことが……」

　それが唯一の抵抗。

　それが唯一の自由。

　それが唯一の意思。

「……生きている限り……利用され続ける私が……唯一つ……自分の意思で選べる……ことだから……」

　だが自分は死ぬことすらままならない身である。

　ならば殺してくれる誰かに縋すがるしかない。

「……暁月……！」

　沙霧は嗚お咽えつ混じりの声でその名を呼んだ。
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　潮風を切り裂いて刃が走る。

　全力で海面を疾走しつつ、その勢いをも刀に乗せた斬撃。単に鋭さで切り裂くだけではない。それは衝突の威力をも刃の上に加えた強烈無比な攻撃だった。

「――!?」

〈冥皇〉の反応は――一瞬だが、遅れた。

　それでも手にした長大な錫しやく杖じようで長刀の一撃を防ぐことが出来たのは、偏ひとえにその巨体から来る間合いと、結界半径の大きさ故である。

　鋼の嚙み合う火花と共に、導術結界の軋あつ轢れきが生む光こう芒ぼうが周囲にまき散らされ、〈冥皇〉の巨体は一瞬だが、押されて半歩後方に下がった。

　斬り込んできた黒い機関甲冑は、そのまま〈冥皇〉の左脇を通り抜け――海上に半円の航跡を刻みつつ反転、改めて〈冥皇〉に向き合った。

「……馬鹿な!?」

〈冥皇〉の中で光成が吠える。

　反応が遅れたのは当然、既に権水流量の調整と導術結界の調整を終えた〈冥皇〉は、当然ながら破心結界をも展開している。近付いてくる者は、それが生身の人間であれ、機関甲冑に乗った機士であれ、正気を奪われて、戦うどころではなくなるはずなのだ。

　だがあの黒い機関甲冑は平然と斬り込んできた。

　しかもその後も改めて対峙する構えを見せている――

「あり得ん、あり得ん、何者か、貴様っ!?　……いや待て、先程から姫様が呟く名、貴様がアカツキか!?」

「好きに呼べよ」

　黒い機関甲冑――〈紅月〉の中で暁月は言った。

「貴様が何者か知らないが、そう長い付き合いにもならんだろうさ」

「何故だっ!?　何故、破心結界が効かんっ!?」

　光成の声には明らかな焦燥の響きが載っている。

　当然と言えば当然――破心結界はいわば〈冥皇〉の最大の武器であり、これこそが、この大型機関甲冑をして、『徳河幕府転覆の秘密兵器』たらしめている理由である。誰も近づけない。だから倒せない。それ故の――無敵。

　それが崩れたのなら、動揺しない訳にはいくまい。

「何故、〈冥皇〉の『領域』の中で、貴様は正気を保っている!?」

「破心結界――ね」

　海面に波紋を刻んで踏み出す〈紅月〉。

　その長刀の斬撃が、今度は下段からすくい上げるように〈冥皇〉へと飛ぶ。相手が巨体であればこそ、上からの斬撃は防ぎやすくても、下からのそれは、自らの身体がむしろ邪魔をして対処が遅れる。人の形をしているが故の、これは潰し得ぬ弱点だ。

「ぬうっ!?」

　錫杖で再び斬撃を受ける〈冥皇〉。

　だが、角度が浅い。〈紅月〉の刀はその錫杖の上を滑りながら、攻撃を斬撃から刺突へと変化させる。

　導術結界の摩擦による光が一際強く放たれ、〈紅月〉の刀の尖端が、〈冥皇〉の装甲に浅くだがめり込んでいた。

　長い左手を振って〈紅月〉を捕まえようとする〈冥皇〉。

　だが〈紅月〉は身を沈め――文字通り――〈冥皇〉の豪腕をかいくぐる。瞬間的に導術結界の海面に対する反発効果を消したのである。

「――！」

「何を驚いている？」

〈冥皇〉の背後に再び浮上しながら暁月が言った。

「二重の導術結界は貴様らだけの十お八は番こじゃねえよ」

「――貴様!?」

「その破心結界とやらは二重結界を用いた複合導術の一つだ」

　機関甲冑は導術により結界を張り、その効果を機体の制御に、そして攻撃や防御に割り当てている。

　導術結界は、導術師の意思を反映するものである以上、至近距離で二つの導術結界が重なり合った場合、それぞれの術師の――機関甲冑の場合は機士の――意思を顕現させようと働く結果、反発し合い、相殺し合うことになる。

　機関甲冑の斬り合いとはつまり、その導術結界の元々の強さに加え、その配分調整を如何に巧みに行うかによって優劣が決する。一つの導術結界の処理容量を、いかに切り分けて使うかが、職神の仕事なのだ。

　では二つ以上の結界を展開した場合はどうなるか？

　これは斬り合いの場合と同様――それぞれの結界が、事象に対する干渉の優先を争って、むしろ機関甲冑の機能は下がってしまう。全く同じ働きをさせるのならばその限りではないが、それならば単に権水流量を調整して一つの結界の出力を上げてやるだけでいい。

　要するに二重の導術結界など展開する意味がないのだ。本来ならば。

　だが――

「ある隠れ里の技術者は、一体の機関甲冑に、本来、反発するはずの二つの結界を重複起動させることに成功した」

「それが貴様の機体に!?」

　後退して〈紅月〉との距離をとりながら、錫杖を構え直す〈冥皇〉。

　それを追って更に踏み出していく〈紅月〉。

「そっちの機体にも載ってる訳だよな。破心結界ってのはつまり、それなんだろ？」

「――！」

　二重の導術結界。

　異なる働きをする導術結界を重複作動させる技術。

　だが――機関甲冑を動かすだけなら一枚で充分。また全く同じ働きをさせるなら二重にする意味はない。故にもう一枚の余剰分は、何か独特の効果を持たせることになる。

　単純な機体強度の向上。あるいは海面歩行といった特殊効果に特化する。あるいは敵の導術結界の相殺に特化して、相手を丸裸にしてから、攻撃する――

〈冥皇〉の破心結界とは、即ち、その二枚目の導術結界に、蠱こ毒どく法ほうで飢えと憎しみを濃縮醸造した職神の狂気を載せて放っている状態だ。

「特に通常の機関甲冑の場合、接近戦で一枚の結界が相殺し合えば、二枚目の結界の影響を無防備に受ける。そこで正気を失わせる、呪いに似た効果を持たせた結界で無防備になった職神や機士を壊す――違うか？」

　畳み掛けるように繰り出される〈紅月〉の斬撃。

　これを〈冥皇〉が受ける。受ける。受ける。

　だが良くも悪くもその巨体、小回りが利かない為にどうしても右に左にと連撃を喰らえば防戦一方にならざるを得ない。元々は豊聡の総大将の機体として造られたもの、最前線で斬り合うよりも、その存在を以て兵達を鼓舞する為の巨大さなのだが――それが今は、仇あだとなっていた。

「ぬうっ……！」

　光成が呻く。

「結界の一つで、破心結界を相殺しているのか!?　だがその機関甲冑――どうして貴様がそんな？　そも何な故ぜ……」

　そもそも導術結界は『芯』に人間を必要とする。

　二重に展開するなら二人の人間が必要だ。

〈冥皇〉の場合は光成と沙霧がそれぞれの『芯』になっている。沙霧の護法獣を見れば分かるように、『芯』の意思は必ずしも導術そのものに関係はない。掛けた相手を『芯』として術者が離れ、死んでも作用し続ける『呪い』などはその典型だ。

　いずれにせよ――

「そちらも複座……!?」

「詳しい話は、地獄で待ってる誰ぞに聞くがいい！」

　光成の疑問には答えず、暁月は更に斬撃を重ねる。

「ぬううううううあああああああッ！」

　焦れた様子で吠える光成。

〈紅月〉が打ち込んできた一撃を、錫杖で受けた瞬間、力任せにこれを弾はじく。反動で海面を滑りながら〈冥皇〉は後退、〈紅月〉との間に距離をとった。

「破心結界が効かぬとしても――それならば、単に、尋常の機関甲冑の戦いになっただけのこと！」

　光成は改めて〈冥皇〉に錫杖を構えさせる。

　刃のついた長刀や槍の類に比べると、武器としては威力が小さいようにも見える錫杖であるが……そもそも鋼鉄の装甲を持つ機関甲冑の戦いに、実体の刃の鋭さは必ずしも優劣を決する要素にはならない。

　導術結界を使えば刃付けをされていないただの鉄の塊かたまりでも相手を斬れる。

　錫杖もまた同じである。

　つまり――

「来い、小虫めが！」

「図体だけのでくの坊が吠えるなッ！」












　そう応じて突撃する暁月。

　改めて海面を疾走する〈紅月〉だが――

「――！」

　轟、と空気が唸る。

　猛烈な勢いで振り回された錫杖が海面を抉り、波濤の壁を造り出す。

　一瞬、〈冥皇〉の姿が水晶眼の視界から消えたことで、突進の速度が鈍る〈紅月〉。これに向けて、錫杖が――波濤の壁を突き破って繰り出されたのは次の瞬間だった。

「――！」

　あやういところでこれを回避する〈紅月〉。

　だが姿勢の崩れたところに、旋回に動きを切り替えられた錫杖が叩き込まれる。




　――ごぉおんッ！




　鋼鉄と鋼鉄のぶつかり合う重く低い響きが海面に広がる。

　咄とつ嗟さに長刀でこれを受けた〈紅月〉であるが、〈冥皇〉の一撃の力を殺しきれず、膝まで海に沈みながら、大きく後方に飛ばされることになった。

「ちっ――」

　舌打ちする暁月。

　あの巨体は伊だ達てではないということか。

　積み込んでいる権水の量そのものが半端なく多いのである。劣化を気にせず高速循環させ、打撃の瞬間に攻撃特化させれば、単純にその膂りよ力りよくは倍増する。

　こればかりは権水の搭載量で明らかに劣る〈紅月〉には真似の出来ない戦法だ。

「小虫めが、小虫めがっ！　生意気なっ！」

　次から次へと繰り出される〈冥皇〉の攻撃。

　その全ては錫杖の長い間合いと、権水流量の多さを活かしたものである。〈紅月〉は〈冥皇〉の間合いに飛び込めず、〈冥皇〉の周りを回って攻撃を受け流す一方になってしまう。

「は、は、は！　ははは！　は！　破心結界なくとも我等が〈冥皇〉は無敵！　無敵！　無敵ぃいいいいいいいい！　小虫めが、小虫めが、小虫めがあああああああああああッ！　身の程を知れいッ!!　我等が復讐を阻むものは、如何なるものであれ、容赦はせんぞ！　ははははははははは！」

「――復讐」

　ふと――場の空気にそぐわぬ、静かな呟きが暁月の唇から漏れる。

「復讐か」

「潰れよ、小虫ッ！」

　暁月の呟きと同時に、動きの緩んだ〈紅月〉に対し――これを好機とみたか、一際大きく身を乗り出すようにして、〈冥皇〉が錫杖を繰り出してくる。

　興奮した光成は気づくことが出来なかった。

　暁月の呟きと〈紅月〉の動きの緩みが、隙の大きな動作を誘う為のものだと。

　故に――

「――！」

　元々、〈紅月〉に対して優位に立てたことに調子に乗り、単調な動きを繰り返していた光成の〈冥皇〉は、瞬間的に変化した〈紅月〉の動きに対応出来なかった。

　まるで脚を滑らせたかのように仰向けに倒れる〈紅月〉。

　だがその勢いのまま〈紅月〉は一気に海面を滑って、〈冥皇〉に肉薄、己の刀の間合いに入った瞬間、左腕で水面を叩いて起き上がる。

「なあっ!?」

「無敵というには、ちと、ぬるい、な」

　その言葉と共に走る長刀。

　導術結界が摩擦する光と共に、〈紅月〉の一撃は、〈冥皇〉の左腕を――その肘から先を切り落としていた。

「ぐ――ぐ、否、否、否ッ！」

　中の光成の狂乱を示すかのように、〈冥皇〉は首を激しく振りながら錫杖を回転させる。だが既に腕を一本失い、重量の均衡が崩れた〈冥皇〉は、むしろ自らの動きに振り回され、姿勢が崩れてしまう。

「この程度では、この程度では、我等が復讐の――」

「復讐ってのはな」

　対してひどく冷たい暁月の声が言った。

「何をしてでも、相手を殺して思い知らせてやるって、強固で冷徹な意思なんだよ。恨みをこじらせすぎて、もう何が何だか、自分でも訳が分からなくなってるような奴が、軽々しく口にするんじゃねえよ」

「黙れ！　我等は――」

　叫びながら更に錫杖を振り回す〈冥皇〉。

　だが自らの動きに引きずられ、崩れた姿勢を立て直せず、巨大な異形の機関甲冑は、水面の上に膝をついてしまう。

「復讐するなら――復讐者を名乗り、因果応報の具現を自認するなら、きっちり、憎い相手だけを殺せ。誰彼構わずぶち殺すなんざ、無駄で無ぶ粋すいも良いところだ」

「貴様――」

　飛び出す〈紅月〉に錫杖を掲げて受ける〈冥皇〉。

　だが既に均衡の崩れた導術結界と、その機体の姿勢で、上手く上級機関甲冑の斬撃を捌けるはずもない。

「お前はただの敗残者だ」

　その言葉と共に、錫杖は真ん中から両断され、それを持つ右腕もが、肘の半ばまでを切り裂かれて左右に割れた。
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　沖合で激しく海水を巻き上げながら、戦う二機の機関甲冑。

　その姿を――詩織達は遠巻きに眺めていた。

「朽葉さま！」

　詩織達の傍らで、新たに江羽の街の外から応援に駆け付けた、阿芸藩の機関甲冑が、焦れたように叫んだ。

「何をしておられます？　我等もあの機関甲冑を討つべきでしょう！」

「あの黒い機関甲冑の方も、所詮は廃機令違反の機体、諸共に――討つべし！」

　彼等は阿芸藩の機士であるが、江羽の街の外から急遽呼び寄せられたが故に、〈紅月〉の力も、それを駆る暁月の力も、そして何より、〈冥皇〉の力も目の当たりにしていない。話くらいは聞いているかもしれないが、実際にその威力を見たことがあるのとないのとでは、生じる警戒心に天地ほどの差が出て当然である。

　故に――

「ええい、我慢ならん！」

　二機ばかりの機関甲冑が詩織達の脇から飛び出していく。

　更に他の数機もこの後を追う構えを見せている。

　だが――

「そこな機関甲冑二機、我等の――」

　海面を蹴立てながら走る阿芸藩の機関甲冑は、しかし突如としてその姿勢を崩した。

　それどころか――

「あ？　が、が――あああああ？」

　がくがくと機関甲冑が痙けい攣れんするかのように四肢を震わせる。

　破心結界。

　あの〈冥皇〉の――『近付く者の心を一切合切構わず壊す結界』である。

「…………」

　詩織の〈昇星〉と兵衛の〈月輪〉が前に出て、痙攣する機関甲冑二機の首を摑み――これを引き戻した。念の為にと、詩織と兵衛は、機関甲冑の急所、権水の循環器に剣を突き刺し、この動きを止める。一瞬で中の機士まで完全に壊されたとは限らないが、ここで暴れられたら、面倒なこと、この上ないからだ。

「戯たわけ者」

　詩織が溜息混じりの声で言った。

「命が惜しければ近付くな。あれは――あそこは、普通の人間や、尋常の機関甲冑が近付いてはいけない領域だ」

「ば、馬鹿な――」

　他の阿芸藩の機士達が呻く。

「では彼奴きやつ等らは一体何だというのですか!?」

　詩織達の視線の先では、尚も、〈紅月〉と〈冥皇〉が戦っている。

　近付けば正気を失う領域で、戦い続ける二機の機関甲冑。

　鋼の――異形。

「――鬼神、とでも言うべきか」

　詩織の言葉は、阿芸藩の機士達への答えというより……まるで自らに確かめるかのような、呟きとなって、夕暮れの光に溶けた。
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「おおおおおおのおおおおおれええええええ!!」

　明らかな狂気を含んだ声で光成が叫ぶ。

　普通の人間ならばこの声を耳にしただけでも近付くのを躊躇ためらうだろう。既に正気でないことは誰にでも分かる。怒りと恨みが溶け合って、自分自身ですらもう御しきれない感情の暴走がそこにはあった。

　だが、実際にはもう光成に――〈冥皇〉にまともに戦う力は残っていない。

　既にその両手は使い物にならず、破心結界も〈紅月〉には効かない。光成の叫びは既に威い嚇かくの意味も成さない、無意味な唸りに過ぎなかった。

　役に立たなくなった両腕の残ざん骸がいを振り回す〈冥皇〉。

　これをかいくぐり――〈紅月〉はその懐ふところに肉薄した。

「きさま、きさま、きさまは――」

「うるさい。お前に用はない」

　そんな言葉と共に〈紅月〉が刀を振るう。

　導術結界が擦れ合う光と共に刃は〈冥皇〉の膝に食い込み、両腕に続いて右足を――膝から破壊する。がくんと姿勢を崩す大型の機関甲冑。

　そして――

「――おい」

　姿勢が崩れて、下に降りてきた〈冥皇〉の顔。

　いや――その首元に視線を向けながら暁月は問うた。

「殺してくれとか言っていたな」

　水晶眼で見据える、小さな装甲の隙間。

　その向こう側に――制御座とは名ばかりの席に、座らされている沙霧の姿があった。

「死にたかったんだよな」

「暁月……」

「今でもそうなのか？　殺して欲しいのか？」

「…………」

　沙霧は口を開いて――しかしそこから出てきたのは、言葉ではなく、単なる嗚咽。

　綺麗な顔を激情に歪め、涙で濡らしながら、沙霧はただただ、喘いでいた。

「あかつき、あかつき、殺して良いんでしょ？　ね？　ね？」

　そんな彼女を見たのか――愉しげに問うてくるのは丹音である。

　だが暁月は答えない。

　沙霧もまた答えない。

　ひどく醒めた眼が、涙に潤む眼を見つめるだけだ。

　そして――

「かくなる、上はッ……!!」

　絶望と狂気に塗れた声で光成が吠える。

　次の瞬間、〈紅月〉の水晶眼は、〈冥皇〉内部の異常を察知した。

　権水循環器の異常稼働。限界を超えた高速での循環は、権水の暴走を――そこに溜め込まれた力の無作為な放出を意味する。即ち、機士がその気になれば、機関甲冑はそれ自体が大型の権水弾として爆裂することが出来るのだ。

〈冥皇〉が鈍い輝きを全身に帯びる。

　その周囲で蛍火のような小さな光芒が無数に飛び交い始めた。それは瞬く間に数と激しさを増し、〈冥皇〉の異形が明滅する光と影の中で震えるのが見えた。

　今にも破裂せんと力を高めているのは、誰の眼にも明らかだ。

「――！」

　暁月は〈紅月〉に〈冥皇〉を蹴り離させる。

　爆発に巻き込まれないようにとの対応か。

　だが――

「自爆すんなら一人で弾けてろ」

　次の瞬間、〈紅月〉は刀を構え直すと、海面を蹴った。

「――おおッ！」

　裂れつ帛ぱくの気合と共に繰り出される――刺突。

　それは既に暴走を始め、ほとんど機能していなかった導術結界を易々と貫き、〈冥皇〉の中枢部を――制御座と、その背後にある権水循環器を破壊していた。

「げはっ!?」

　人間のものに数倍する刀に腹を貫かれ、吐血する光成。

〈紅月〉が刀をこじると――操縦座の上で、元豊聡家重臣の身体は、上下に引き裂かれ、胸から上が床に転がった。

「あはっ――」

　丹音が喜悦の声を上げる。

　同時に――〈紅月〉の刃の上を、光成の血がするすると吸い込まれるかのように滑っていったように見えたのは、何かの錯覚か。

　ともあれ……

「…………」

　権水循環器が唸りを止める。

　がくんと動きを止めたかと思うと、〈冥皇〉はよろめき――その巨体は、大量の水飛沫を上げて、海の上に倒れ込んでいた。

　その首元、沙霧のいる制御座に黒い鋼の指が掛かる。

　言うまでもなく〈紅月〉だ。

「暁月……どうし……て……」

「俺は自分から死にたいなんて言う奴が嫌いでな」

　暁月は言った。

「是が非でもそんな奴の頼みなど、聞いてはやらん」

「…………」

　呆然と〈紅月〉を見つめる沙霧。

　そして――

「あかつきっ！」

　不意に丹音の鋭い声が走る。

「――!?」

　愕然と背後を振り返る〈紅月〉。

　その目の前に――権水弾が飛んできたのは、次の瞬間であった。

　咄とつ嗟さにこれを無効化しようとする暁月。だが最初から〈紅月〉を破壊するつもりではなかったのか――勿論、出来るはずもないのだが――権水弾は〈紅月〉の導術干渉を受ける直前で破裂していた。

「くっ――」

　破裂した権水弾から噴き出る白煙。

　それはもうもうとたちこめて〈紅月〉の視界を奪う。勿論、水晶眼の霊視機能は、音の反射からでも大まかな像を結ぶことが出来るが、どうやら最初から煙幕目的であったのか、白煙には霧状にした権水も混ぜられていたらしい。周囲に無作為に散布された大量の霊力のせいで、水晶眼ですら上手く焦点を合わせられない。

「やってくれる……」

〈冥皇〉を――いや、その中の沙霧を庇かばうかのように立つ〈紅月〉。

　その正面に、次の瞬間、ゆらりと顕あらわれた人型が、一つ。

　いや。それは機関甲冑である。

　白煙の中にあってもなお目立つ、純白。

　白い重装の――












「――九十九衆!!」

　叫ぶ暁月。

〈紅月〉は猛烈な勢いで刀を横薙ぎに打ち込むが――

「――！」

　白い機関甲冑の手応えはなく、刃はただ空と煙を斬るばかりである。

　白煙の中に虚像を映す幻術か。

　あるいは乱破が使うという空うつ蝉せみの術か。

　白い機関甲冑の姿は空中に溶けきるようにして消え、次の瞬間、〈紅月〉の背後に出現していた。だが〈紅月〉にはまるで興味がないとでも言うかのように、白い機関甲冑は〈冥皇〉の機体に屈み込み、破損部から何かを引きずり出しているようだった。

「御み杖つえ代しろの機匠が造り上げた導術制御盤は回収せねばな。これにはヒヒイロカネが使われている」

「貴様ッ――」

　暁月が吠える。

「御杖代の里を滅ぼしたのは――」

「うん？」

　白い機関甲冑は立ち上がりながら笑い含みの声を発した。

「ああ、御杖代の名を知るということは、やはり貴様のそれも、御杖代の里の者の手になる機関甲冑か」

　怒りと憎しみに煮えたぎる暁月の声とは対照的に、白い機関甲冑の機士の声は、平然と落ち着いたものである。

「となれば、その機体も回収せねばまずいが。しかし、今はこちらが先だ」

　すっと白い機関甲冑が離れていく。

　純白の影が、白煙の中に混ざり溶けて、輪郭が消えていく――

「石田光成。もう少し粘ると思っていたのだがな。所詮、敗残の将か」

「……やはり、この〈冥めい陣じん〉の一件、貴様等が裏で糸を引いていたか！」

「心外だな」

　せせら笑うような声で九十九衆の男は言った。

「我々は光成殿の望みを叶えたまで。傭兵は、望まれて初めて存在しうる者だからな」

「繰り言をほざくな！」

　暁月の怒鳴り声と共に〈紅月〉が白い機関甲冑に斬りかかる。

　刀の一撃は立ちこめる煙を両断して吹き散らすが――しかしやはりその先に、白い機関甲冑の姿は、ない。

　愕がく然ぜんと右斜め後ろを振り返る〈紅月〉。

　白い機関甲冑はそこに移動していた。いや。あるいは最初からそこにいて、移動していないのか。暁月は怪しげな術で幻惑されていただけか。

　いずれにせよ――

「何だっていい。貴様等の企みは潰した。後は貴様だ。ここで死ぬか、仲間のことを白状してから死ぬか、好きな方を選べ、九十九衆ッ！」

「おう、威勢が良いな」

　愉しげに九十九衆の男は言う。

「だが此処での我等の目的は既に達している」

「なに……？」

「予定よりは短かったが、まあ、石田光成はよく踊ってくれた。それで充分」

　それは一体どういう意味か。

　だが勿論、九十九衆がそれ以上、答えるはずもなく――

「いずれまた相まみえることもあろうが、今は、さらば」

「逃がすかっ！」

　振り向きざまに再び横薙ぎの一閃。

　だがその切っ先が後方へと跳んだ白い機関甲冑の装甲をわずかにかすめただけで、威力としては全く届いていない。〈紅月〉は更に踏み込んで斬撃を放とうとするが――

「――！」

　次の瞬間、白い機関甲冑が破裂した。

　いや、違う。全身の装甲を開いて、その下に仕込んでいた大量の権水弾をばらまいたのである。そして白い機関甲冑を追って前に出た〈紅月〉はその真ん中に飛び込んでいた。

「ちいっ!?」

　権水弾が機関甲冑に効かないといっても、それは、導術結界によりその威力を殺されてしまうからである。だがそれとて無限の意味を持つものではない。導術結界の事象干渉能力の容量以上の破壊力を叩き付けた場合は、その限りではないのだ。

「丹音、防御特化……！」

　咄嗟に暁月はそう叫んでいた。

　どうしてかは分からない。

　仇かたきを討てるなら死んでもいい――そう当然の如く言う彼が、どうして九十九衆に斬りかかることよりも、身を護ることを優先させたのか。

　あるいはそれは――




　――轟音。




　白い閃光が〈紅月〉と〈冥皇〉を押し包む。

　既に権水循環器が破壊され、導術結界を展開出来なくなっていた〈冥皇〉は、大量の権水弾によってばらばらに砕かれ、引き裂かれていく。

　そして……

「…………」

　爆発が収まった――時。

　既に暁月の視界に、白い機関甲冑の姿はなくなっていた。

「ちっ……」

　舌打ちする暁月。

　彼はしばし、水晶眼越しに虚空を睨み据えていたが――

「…………どうして」

　聞こえてきた沙霧の声に振り返った。

「言ったろう、お前の願いなんて聞いてやらんと」

「……そうじゃなくて……」

　と、言いかけて。

　何かに気づいた様子で沙霧は目を瞬かせた。

　……あるいは。

　暁月は、背後に沙霧がいるからこそ、権水弾の威力を導術結界で防ぐことを選んだのではなかったか。

「…………」

　暁月は無言。

　だが、〈紅月〉はまるで、彼の意思とは別に動いているかのように――〈冥皇〉の装甲板を引きはがすと、中から沙霧を救い出していた。
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　ざわめきの中を――一台の機き関かん獣じゆう車しやがゆっくりと進んでいく。

　見送る江え羽ばの街の人々の目には、一様に畏い怖ふの色があった。

　誰もが知っているのだ、あの巨大な異形の機き関かん甲かつ冑ちゆう、天てん部ぶ衆しゆうですら手をこまねいているしかなかった、凶暴な豊とよ聡とみの亡霊を倒してのけたのが、この機関獣車の主と、そこに積まれた黒い機関甲冑であるのだと。

　機関獣車の御者台に乗っているのは、鬼おにの若者である。

　その不ふ遜そんな横顔が、通り過ぎて行くのを見つつ――

「――よろしいのですか」

　兵ひよう衛えが傍らの詩し織おりに尋ねた。

　行かせて良いのか、という意味だ。

　明らかに暁あか月つきはこの江羽の街から出て行こうとしている。

　だが……その一方で兵衛の声には疑問の響きがない。詩織がどう答えるのかを知っていて――問うたのはあくまで確認の為に過ぎないということなのだろう。

「仕方ないでしょう」

　詩織は肩を竦すくめて言った。

　言葉とは裏腹に、悔しがる表情ではない。彼女は苦笑さえ浮かべて続けた。

「あの怪物を倒した、より上の怪物よ、アレは」

「……左様で」

「私達でどうにか出来ると思うのなら、それは楽天的に過ぎるというものね」

「……ですか」

　溜息をつく兵衛。

　天部衆とその部下も見送る中――鬼の若武者と、機関鬼神を載せた車は、黙々と道を進んで江羽の街から去っていった。




　　　　　●




　昼の白い日差しが街道を照らしている。

　閑かん散さんとした道は、緩やかに蛇行しながら遙か彼方へと続いていた。他に道を行く者の姿もなく、一台の――道幅の半分以上を占める大型の機関獣車だけが、車輪の音をごとごととたてて進んでいく。

「…………」

　御者台の上に座っていた若者はふと手綱を引いて機関獣車を停めた。

　暁月である。

　彼は機関獣車の脇を見遣った。

　そこには一本の道標が立っている。彫り込まれた内容を見るに――少し先で街道は枝分かれしているようで、その先には少し大きめの街があるらしい。

「――おい」

　貨物部の方を振り返って暁月が声を掛ける。

「降りろ」

「…………」

　御者台と貨物部の間を仕切っている布を手で脇に退けて、顔を出したのは――沙さ霧ぎりである。彼女はいつものように何ど処こか疲れたような表情をしているが、今はそこに怪け訝げんの色が加わっていた。

「すぐそこに街があるそうだ。ここらが別れ時だろう」

　暁月はそう言った。

　彼が沙霧を連れているのは、もう、彼女があの江羽の街にはいられないからだ。

　少なくともことの顚てん末まつを知っている者が天部衆以外にも何人もいた。彼女が豊聡の姫なのだと知れば――そして今回の騒動の渦中にいたのだと知れば、余計な手出しをしてくる者もいるだろう。特に阿あ芸き藩の福ふく嶋しま家などは、徳とく河がわ幕府に対して二心のないことを示す材料として、彼女を殺して江え渡どに差し出しかねない。

　だからこそ暁月は沙霧が、黙って機関獣車に乗ったままでも、特に文句を言わなかったのである。積極的に彼女を庇かばってやる義理はないにせよ、他の者達と一緒になって『豊聡の姫』を責め立てる気も彼にはなかった。

　だが――それでも。

　いつまでも彼女を連れ歩く義理もない。

　ここらが潮時――と暁月は考えたのである。

　しかし……

「…………」

「なんだ？」

　熱のない視線を向けてくる沙霧に、暁月は眉を顰しかめて問うた。

「このまま……同道させてはいただけませんか？」

「なんだって？」

　怪訝そうに問い返す暁月に、沙霧は――しばし自分の中で適切な言葉を探しているようだったが。やがて小さく頷いて彼女は言った。

「貴方あなたは鬼です。しかも復讐の為に戦いの旅を続けていると」

「それがどうした」

「この太平の時代にあって、貴方の身の回りには、戦いくさの空気がまだ残っている」

「……それで？」

「貴方の傍にいれば、死にやすいかも」

　気け怠だるい笑みを浮かべて沙霧はそう言った。

「…………」

　暁月は、しばらく困った様子で彼女を睨み据えていたが――

「暁月様」

　ふと彼の脇に琴こと音ねが姿を現す。

　職しき神がみの娘は暁月に耳打ちするように顔を寄せて、言った。

「暁月様の身の回りのお世話をする者が、一人増えれば、私はそれだけ権けん水すいの消費も抑えられます」

「飯炊きでもやらせろってのか、豊聡の姫君に？」

「もう沙霧様は、姫ではないと」

「――はい」

　沙霧が頷く。

「傍においていただけるなら、働くのは厭いといません」












「…………」

　暁月は、しばし琴音と、沙霧の顔を見比べていたが……やがて、不機嫌そうな口調で呟つぶやくように言った。

「好きにしろ。後から泣き言を言っても知らんぞ、姫君さんよ」

「……沙霧と」

「……あ？」

「沙霧とお呼びください」

　豊聡の姫は自分の胸元に右手を添えて言った。

「最早、私は豊聡の姫ではありません。沙霧と。それが私の、名前です」

　口調は相変わらずの気怠いものだったが、それでも何処か、決然とした響きがあるように思えるのは、何かの錯覚か。静かに自分を見つめてくる沙霧から、暁月は視線を逸そらし――

「…………」

　溜息をひとつ吐くと、手綱を打って、再び機関獣車を走らせ始める。

　鬼の若武者にして復讐者――暁月。

　護ご法ほう獣じゆうをその身に飼う娘――沙霧。

　二人はやがて、この、何処か歪いびつな日の本の国を、否、この世界そのものを揺るがす事態の渦中に飛び込むことになるのだが……それはまた、別の話であった。
















紅こう月げつ




　御み杖つえ代しろの隠れ里において最後に製作された機き関かん甲かつ冑ちゆう。隠れ里が壊滅した際にはまだ組立前の部品状態であった為に、九つ十く九も衆しゆうに奪われることもなく、御杖代最後の人間である御杖代蓮れん城じようの手によって完成された後は〈紅月〉と名付けられ、鬼である暁あか月つきに託されることになった。

　武装や装甲を組み替えることによって異なる性能を引き出し、様々な局面に対応可能な汎用機であり、軍勢内における行動というより、単機にての遊撃戦的な行動をとることを主眼として設計されている。

　稀少物質である『ヒヒイロカネ』や、鬼の協力によりもたらされたという特殊な技術が幾つか使われており、多分に実験機的な側面を持っている。隠れ里が壊滅した際に組み立てられていなかったのもこの為（検証実験中だった）で、九十九衆に奪われた他の機体にはない二重導どう術じゆつ結界や、機き士しが乗っておらずともある程度までの戦闘行動を可能とする点において、この機体は非常に特異である。

　職しき神がみは御杖代蓮城の孫である御杖代琴こと音ねであるが、二重導術結界を展開する際にはもう一柱の職神たる『丹あか音ね』に職神が交代することになる。

　武装は基本的に長ちよう刀とう。ただし専用武装であり、導術結界と併用し斬り付けた相手に更に追加的な威力をたたき込めるようにと、柄の部分に超小型の権けん水すい循環器が内臓されており、これを用いた撃発機構を備えている。







冥めい皇おう




　豊とよ聡とみの製作した最後の機関甲冑〈天てん帝てい〉を基礎に改造された、超大型上級機関甲冑。

　本来は豊聡秀ひで吉よしの乗機として設計されており、大将機として陣の中央に立ち、戦局を見る為に、そしてその存在を誇示して軍勢を鼓舞する為に、通常の機関機兵に倍する巨体が与えられている。

　要求される仕様を満たすために何度か設計変更が行われており、機体としての平衡を保つ為と、その巨体においても通常の機関甲冑との格闘戦を（しかも優位に）可能ならしめる為に、腕が延長され、結果として豊聡秀吉の若かりし頃の綽あだ名なであった『猿』を連想する輪郭になってしまったのは皮肉な話である。

　機体色は派手好みであった秀吉の趣味を反映して金を基調とした色調になっている。

　ただし完成前に秀吉が逝去したことから、機体は部品段階で隠匿され、一部は大阪城の護城機関に流用された。

　後にこれらの部品は九十九衆によって回収され、石いし田だ光みつ成なり率いる豊聡方残党〈冥めい陣じん〉の手に渡ることになる。

　この際、九十九衆によってもたらされた稀少物質『ヒヒイロカネ』と、幾つかの技術により、本来の〈天帝〉には備わっていなかった二重導術結界機能が与えられた。この『もう一つの導術結界』は、〈蠱こ毒どく法ほう〉により選別された人間を職神とし、触れる者全てを飢餓と憎悪の狂気で侵食する〈破は心しん結けつ界かい〉を展開することが可能となっている。

　得物は本来、長槍二本を予定していたが、これは九十九衆が回収できなかった為と、〈破心結界〉を装備したことにより、格闘戦の必要性が更に低下した為、間に合わせのような形で錫しやく杖じようを用いることとなった。

　その巨体故に、権水の搭載量は通常の機関甲冑のおよそ十倍、内部には簡単な自己修復機能も付与されている。

　しかし同時に放熱に関する問題が生じており、両肩に取り付けられた翼状の放熱器を以てしても、権水循環速度の微調整を誤れば、加熱して機体の活動時間の著しい短縮と部品の劣化を招く。







氷ひ影えい




　九十九帯たて刀わき所有の上級機関甲冑。

　元々は御杖代の隠れ里にて建造されていた機体の一つであり、基本的には暁月の所有する〈紅月〉と同系機――つまりは兄弟機とも言える機体である。〈紅月〉同様に稀少物質である『ヒヒイロカネ』や幾つかの特殊技術が使われているが、二重導術結界機能は現時点では備わっていない（単座機）。

〈紅月〉同様、汎用機を目指して造られている為、一見、肉厚の重量機に見えるが、追加装甲や追加武装を全て取り外すと、むしろ細身である。

　武器は長刀二本。

　他に全身に権水弾発射筒を仕込んであるが、こちらは対人・対物用の予備武装であり、帯刀も主に目眩まし程度にしか使っていない。







昇しよう星せい




　朽くちの葉は詩し織おりの駆る上級機関甲冑。

　詩織の趣味嗜好に合わせて再塗装され、装備にも幾つか変更が加えられているものの、天てん部ぶ衆しゆうの乗機として設計されたものではなく、元々は戦国時代に詩織の父である朽葉雅まさ久ひさが使っていた機体である。

　廃はい機き令れいより遙か以前、戦国時代中期に造られた機体である為、各部の老朽化した部品は交換されており、以前の機体とは別物にも見える。

　機体としては（戦国時代当時としては）平均的な上級機関甲冑であり、目立った点は特にないが、数十年に及んで『現役』であった職神・海み咲さきは、機体制御に関する経験を豊富に蓄積しており、結果として『旧業物』として――非常に強力な機体として成立している。

　本来の武器は長槍と長刀であるが、詩織の武芸に合わせて現在は長刀のみを装備している。







月げつ輪りん




　滝たき織おり兵ひよう衛えの駆る上級機関甲冑。

　戦国時代末期に兵衛の専用機として製作された機関甲冑で、職神は病にて倒れた兵衛の姉・恵え那なである。

　特徴そのものは少ないが、末期に造られただけあって非常に洗練された扱い易い機体となっている。朽葉家に仕えてきた滝織家の機体ということで、むしろ〈昇星〉と並んで戦陣に立つことも多く、〈昇星〉をたてる為、上級機関甲冑としては目立った装飾の類はほとんどない。この為、たまに中級機関甲冑と見紛われることもある。

　武器は長刀、場合に応じて薙刀を使い、更には背部に武器（含む権水弾発射筒）を複数携行する為の固定金具を持つが、現在は長刀を主に携行するのみで、機関獣車の中に予備の武器は積み込まれているのみである。







鎖さ国こく境さかい／鎮ちん守じゆ船ふね




　外国に対し鎖国政策をとる日本の護国用大規模導術機関。船の形で海上に浮かべられ、複数（およそ二百隻）で連動し不可視の境界線を設定する。この船を『鎮守船』と呼ぶが、これは『その気になれば船としての機能も使える』程度で、事実上の浮き灯台である。

　鎮守船の中には大型の導術機関が置かれ、この導術機関を駆動する為の『鎮守御お役やく』と、その交代要員、更にこれを世話する者、あるいは機関の整備を行う機匠、権水を生成する為の導術師らが乗り込んでいる。

　使われる権水の量は膨大で、かつ連続運転を強いられる導術機関の加熱も無視し得ない為、鎮守船は機関の冷却に海水を使っている。水上に出ている船舶部分とは別に、水面下には船舶部分よりも大きな放熱器が大きく張り出しており、これが海が荒れた際にも船体を安定させる為のものとして機能している。

　この放熱器の為か、鎮守船の付近は魚影が濃く、付近の漁師はしばしば鎮守船の近くにまで来て漁をしたがるという。

　ただし鎖国境とは出入り禁止の致命的な境界線であり、これに触れれば、木造船は炎上し、鉄鋼船であっても、雷を受けて中の人間が死に至るという。鎮守船はこの鎖国境に近付く船舶や機関甲冑に対して警告を与える役目も果たしているが、その担当域の広さ故、充分に警告役の機能は果たされているとは言えず、誤って鎖国境に触れて漁船等が炎上する事件は時折見られる。

　鎮守御役は幕府直轄、将軍直属の、文字通りに要職であるが、その職務は連日連夜、導術機関の中枢部品として結界を張り続けることであり、非常に過酷なものである。この為か鎮守御役を果たした後の導術師を幕府は重用する傾向にあり、それが彼等の矜きよう持じともなっている。























































































　あとがき




　どうも、軽小説屋の榊さかきです。

『機関カラクリ鬼オニ神ガミアカツキ』二巻をお届けいたします。







　一巻のあとがきで、『厳密な歴史考証とかはガン無視のトンデモ時代モノなので、細かいところは気にしないでください』的な事を書いておりましたが。

　それでもまあ、とりあえずはネタ拾いの意味も兼ねて戦国時代の事を調べたりもする訳です。史実を下敷きにはしているので、むしろ『どう史実から弄いじったか』がこの手のお話の醍醐味でもありますしね。




　で――ややこしいのは、作中の言葉、特に会話の部分。

　これはこの手の時代モノをやる場合の、作者（映像作品であれば監督や脚本家）のセンスにも依るところが大きいのですが、何ど処こまで『噓うそをつくか』が問題になってきまする。




　確か昔（二十年くらい前かな？）、大学で歴史（日本史）を専攻している人間から聞いた話ですが。

　大河ドラマの時代考証としてある歴史の研究者が引っ張り出されたと。とにかくリアルにしたい、とことんリアリティにこだわりたい、というのが監督の意向だったとかで、その研究者には作中の会話まで、監修させたいとの事だったそうです。




　しかし――言葉は生き物とよく言われます。




　一説には、日本人の話し言葉というのは江戸時代初期と比較しても、ものっそい変わっていて、既に現代日本人が聞いてもほとんど意味が把握できないくらいに『外国語』なんだとか。

　更にこれに方言としてのバリエーションが加わると余計に混乱するとか。

　つまり、戦国時代のドラマで『正しい』会話をさせようとすると、そもそも、視聴者が理解できない代物に成り果てるのだとか。

　例えば、その作品の中で天皇陛下の事に言及する場面があったそうですが、『てんのう』だの『みかど』だのというのは間違いだそうで。戦国時代の一般的な人々は単純に『かみ』と呼んでいたそうです。

　そういえば日本史を学んでいると、天皇陛下の現あら人ひと神がみ宣言なんて話もありましたっけか。




　要するに『為政者のトップ』＝『殿てん上じよう人びと』＝『天てん上じよう人びと』＝『神様』みたいな図式が当然の如くまかり通っていた時代というのがある訳で。だからこそ政治に携わるでもなければ、貴族でもない人々は単に天皇陛下を違和感なく『神』と呼んでいた、と。




　だから『かみ』と作中でも呼ばせるのが良いのだ、という指摘を、その研究者はしたそうですが、それでは視聴者が訳が分からなくなる。誰も彼もが研究者レベルの知識を持って大河ドラマを見る訳ではないので、当然、作中で単に『かみ』と言うと、『え？　マジに神様？　なにそれ？』と混乱してしまう訳ですね。

　特に現代日本人の大まかな『神様』観って、良くも悪くも神道のソレではなくて、むしろキリスト教の（一神教の）絶対神みたいなものの影響が強いので、余計に混乱するという……。




　事程左様に、時代モノを描く場合には難儀な部分が多いのですな。

　生真面目な人間ほど、資料に縛られて、明確な『虚実』を分ける一線を引こうとして、身動きがとれなくなってしまう。

　なので私などは、むしろ開き直り、ちゃらんぽらんに『それらしさ』最優先――つまりは多くの読者の方が『時代劇っぽい世界観』に違和感を感じない程度であろうレベルにリアリティを設定して、書いてます。




　そしてこの辺の、『噓のつきかた』『ちゃらんぽらん具合』も作者の作風や演出手法によって、差が出てくるので面白い部分でもありまする。『ものの本によると』とか本文中に書いて、リアルさを演出するって方法を司し馬ば遼りよう太た郎ろう先生がとっていたって話（だが実はそんな本はない）が有名ですが。

　それが更にトンデモ系にまでいくと、あれですな、民●書房になる訳ですな。




　その一方で――山やま田だ風ふう太た郎ろう先生でしたっけか。

　作中で『コンパス』とか平気で書いちゃう。だけどそう書いた方が伝わり易いと考えれば、あえてそういう風に時代劇に馴染まない単語を使うのもアリ、と。




　ＴＶ時代劇の銭ぜに形がた平へい次じだったか何だったかで、『ファイト！』とかいう台詞セリフがあるのも同様ですな（笑）。どっかの漫画ではオーパーツ扱いしてましたが。




　ともあれ。

　既に定まった史実があるからこそ、それを弄って架空の歴史を描くのは、通常の完全オリジナルとはまた違った面白さがありまする。

　願わくば、その面白さが、作者だけではなく、読者の方にも伝われば良いのですが。




　ではでは、また次の本でお会いしましょう。




　二〇一四／三／五
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